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ABSTRACT
Grand Seiko Kodo Constant-Force Tourbillon SLGT003 (Kodo) is Grand Seiko's first complicated watch, 

released in March 2022. The most significant functional feature of Kodo is that it is equipped with the world's first 
high-precision mechanism, which combines the constant-force mechanism that maintains the energy transmitted 
to the balance constant and the tourbillon mechanism, which cancels the effects of gravity, on the same axis as one 
unit. However, Kodo was developed not only for the functional value of high precision, but also for its emotional 
value, such as the unique movement of the two carriages rotating on the same axis and the ticking sound which 
resembles the 16th note feel in musical terminology, to create a watch with both functional and emotional value at 
a high level. As a result, Kodo was highly acclaimed both in Japan and abroad upon its release and was awarded 
the Chronometry Prize at the 2022 Grand Prix d'Horlogerie de Genève (GPHG). This article first discusses the 
definitions of functional value and emotional value, and then describes specific efforts to increase the value of 
each, using Kodo as an example.

࡟ࡵࡌࡣ．１

グランࢭࢻイࢥー Kodo ࢥンスࢱントࣇォース࣭トࢗーࣝビࣚン SLGT003（以下 Kodo）は，グ

ランࢭࢻイࢥー初の」㞧時計として，2022 年 3 ᭶にリリースされた時計である．Kodo の᭱も大

きな特ᚩは，てん࡫にఏわる࢚ネࣝࢠーを一定にಖつࢥンスࢱントࣇォース機ᵓと，㔜ຊのᙳ㡪

をキャンࣝࢭするトࢗーࣝビࣚン機ᵓを同軸でユࢽット化したୡ⏺初の高精度機ᵓをᦚ㍕してい

ることである 1,2)．この特ᚩにより，Kodo は高精度という機能価値を実現している．しかしなが

ら，Kodo の㛤発にあたっては，機能価値だけでなく，感性価値も高いࣞ࣋ࣝで併せ持つという
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目標を掲げて取り組んだ．これを

実現するために，同軸上で回転す

る 2 つのキャリッジの独特な動き

や，音楽でいう 16 ビートを刻む

刻音など，従来には無いアイデア

を実現し，感性価値を高めてい

る．その結果，Kodo はリリース

とともに国内外で高く評価され，

4,400 万円（税込）という価格に

も関わらず，限定 20 本を短期間

で完売するとともに，2022 年度

ジ ュ ネ ー ブ 時 計 グ ラ ン プ リ

(GPHG)では特別賞であるクロノ

メトリー賞を受賞した(Fig. 1)．なお，日本発のラグジュアリーウォッチが GPHG で受賞するのは，

2001 年の同賞設立以来 Kodo が初のケースとなる．

本稿ではまず機能価値と感性価値の定義について述べ，次にそれぞれの価値を増大させる製品

設計技術を含めた取り組みについて，Kodo を例として具体的に説明する．

２．機能価値と感性価値

２．１ 定義

腕時計における「機能価値」と「感性価値」は，定義が曖昧なため，受け手によってはその意

味が千差万別なものとなってしまう．そこで，下記に示すように，それぞれの価値を出来るだけ

簡潔な表現で定義し，具体的な例を併記することで明確化を図る 3)．

■機能価値：数値化でき，比較することが可能な機能や性能

例：精度，持続時間，防水性能，耐磁性，落下耐久性など

■感性価値：数値化は困難だが，ユーザーの感情に訴えかける特性

例：着け心地，巻上げなどの操作感，刻音，ムーブメントの美しさ，歴史的背景など

３．Kodoの機能価値

まず，Kodo が有する機能価値の一つである「精度」について，精度向上を阻害する要因を考

Fig. 1   Kodo Constant-Force Tourbillon.
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ᐹしたᚋに，本製品でのゎỴ手ẁཬࡧຠ果を述べる．さらに，「精度」という機能価値を㢳ᐈに

ఏ㐩するための᪋⟇についても述べる．

３．１ 機Ეᘧ᫬ィの⢭ᗘ㜼ᐖせᅉ

機Ეᘧ時計の精度を஘す要因は」数あるが，ᙳ㡪が大きいものに以下の 2つがある．

ձ 㔜ຊのᙳ㡪

機Ეᘧ時計の精度をྖるてん࡫（ࡦげࡐんまい，てん㍯➼）や⬺㐍機（アンクࣝ，がん

，㌴）は，すべて㉁㔞を有しているため，㔜ຊという外ຊからᙳ㡪を受ける．このᙳ㡪はࡂ

それぞれの㒊品が持つ㔜心が回転軸にᑐしてアンࣂランスとして作⏝する立ጼໃにおいて，

精度ኚ化として現れる．つまり，着⏝時の時計のጼໃによって㐜れ࣭㐍みがኚ化してしま

う．特にࡦげࡐんまいは，ᣑ⦰୰の㔜心と回転軸を一⮴させることがᵓ㐀上難しく，㔜ຊ

のᑐ⟇が困難な㒊品である࡬ 4)．  

ղ ᣺ゅのኚ化

動ຊࡐんまいが巻き࡯どけてトࣝクがῶᑡすると，てん࡫の᣺ゅもῶᑡする．機Ეᘧ時

計には，⬺㐍機ㄗ差や巻込ゅのᙳ㡪，ࡦげࡐんまいの೫心など，᣺ゅのኚ化によって㐜れ

や㐍みのᙳ㡪がኚ化するㄗ差要因が」数ある 5,6)．そのため，ࡐんまいが࡯どけて᣺ゅがኚ

化すると，精度もኚ化してしまう．

３．２ Kodoの機ᵓ

Kodoにᦚ㍕されている」㞧機ᵓは，上記 2つのㄗ差要因を同時にゎỴして時計の精度を向上さ

せるものである．

Kodo は以下の 2 つの機ᵓの組みྜわせによってこれを実現している．

ձ トࢗーࣝビࣚン機ᵓ

精度をྖるてん࡫と⬺㐍機をキャリッジと࿧ࡤれるかࡈ≧の㒊品にᦚ㍕して回転させ続

けることで，㔜ຊがཬࡰすᙳ㡪をᖹᆒ化してᢚไする機ᵓ 7)．

ղ ォース機ᵓࣇントࢱンスࢥ

動ຊࡐんまいの࢚ネࣝࢠーを動ຊ㍯ิの㏵୰に設けた別のࡡࡤ（定ຊࡡࡤ）に⵳え，⵳

えた࢚ネࣝࢠーのみでてん࡫を㥑動することで，動ຊࡐんまいの巻㔞に関わらずてん࡫の

᣺ゅを一定にする機ᵓ 8)．
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これら஧つの機ᵓはྂくからᏑᅾしてい

るが，同軸で一つのユࢽットにまとめたの

は Kodo がୡ⏺初である．Kodo ではキャリ

ッジが஧㔜ᵓ㐀になっており，内ഃのキャ

リッジがトࢗーࣝビࣚン，外ഃのキャリッ

ジがࢥンスࢱントࣇォース機ᵓとなってい

る(Fig. 2)．

᪤Ꮡの機ᵓでは，ࢥンスࢱントࣇォース

機ᵓとトࢗーࣝビࣚン機ᵓの間に୰間㌴な

どの動ຊఏ㐩機ᵓがあるため，そこで発⏕

するᦶ᧿が定トࣝクを⥔持する時間をపῶ

したり，ᦶ᧿のኚ化がトࣝクをኚ動させる

要因となっていた．Kodo ではこれらの機

ᵓを同軸で一体化することで୰間㌴などを

┬き，ᦶ᧿⟠ᡤを᭱ᑠ限にしている．これ

により，定ຊࡡࡤが⏕み出した࢚ネࣝࢠー

をኚ動とᦆኻなくてん࡫にఏ㐩することが

でき，結果として，てん࡫の᣺ゅがᏳ定

し，㛗時間にΏり高精度をಖつことが可能

Fig. 2   Kodo’s carriage structure.

Fig. 3   Amplitude of the balance (upper) and daily rate 
(lower) as functions of time after full winding. 
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となっている．具体的には，ࢥンスࢱントࣇォース機ᵓの作動時間は 50 時間を㉸え，その間の

᣺ゅのኚ動はs5°以内，Ṍ度のኚ動はs1 s/day以内を㐩ᡂしている (Fig. 3)．

一⯡的な機Ეᘧ時計では，ࡐんまいの巻࡯どけとඹに᣺ゅがప下し，それにకってṌ度もኚ化

していくが，Kodo では 50 時間以上にわたってそれが㉳こらず，一定のṌ度を⥔持している．

また，Fig. 3 下のグラࣇからはトࢗーࣝビࣚンのຠ果もぢて取れる．一⯡的な時計であれࡤ，

立ጼໃにおける 4 ጼໃのṌ度の᭱大差（立ጼໃ差）はᑠさいものでも 5 s/day を㉸えるのが㏻ᖖで

あるが，Kodoではそれが 0.5 s/day 以内，つまり 10 ศの 1 以下にᢚえられている 9)．

３．３ 㸧のไ定∧ࢫ࣮࢛ࣇࢺࣥࢱࢫࣥࢥつ᱁㸦࣮ࢥ࢖ࢭࢻࣥࣛࢢ

Kodo の高精度という機能価値をより確実に㢳ᐈとᕷሙ࡬ఏえるため，Kodo のリリースにあた

っては，従来のグランࢭࢻイࢥーつ格よりもཝしい「ࢥンスࢱントࣇォース∧グランࢭࢻイࢥー

つ格」をไ定した．

従来のグランࢭࢻイࢥーつ格᳨定では，ྛጼໃおよࡧ 度᮲௳下において，巻上げから 24時間

ᚋの日差が 定される 3)．

一᪉，ࢥンスࢱントࣇォース∧のグランࢭࢻイࢥーつ格᳨定では，つ格値⮬体は従来と同一で

あるものの，巻上げから 24 時間ᚋの日差にຍえて，24ࠥ48 時間ᚋの日差も 定ᑐ㇟となる．こ

れら୧᪉の 定値がつ格を‶たすことがồめられるため，巻上げから 48時間までの精度がಖドさ

れる．この㏣ຍ 定により，᳨定期間も従来の 17 日間からಸの 34 日間にᘏ㛗されている．

㸲．Kodoの感性価値

次に，Kodo が有する感性価値について述べる．定義の㡯で述べた㏻り，感性価値には感ゐ，

音，外ほ，ストーリーなど数値化できないᵝࠎな要⣲が含まれる．ここでは Kodo で取り組んだ

感性価値の要⣲のう3，ࡕ つのⱁ術的要⣲について述べる．具体的には，動的なⱁ術的要⣲であ

るձ動きとղ音，そして㟼的なⱁ術的要⣲であるճ外ほについてヲ述する．

㸲．１ Kodoのືࡁ

Kodo では 1 ศに 1 回転の㏿度で⁥らかに回転する内ഃのキャリッジと，1 ⛊に 1 回，6°のスࢸ

ップ㐠動で回転する外ഃのキャリッジが同軸上に㓄⨨されているため，あたかも内ഃのキャリッ

ジを外ഃのキャリッジがジャンプしながら㏣いかけているようなࢲイ࣑ࢼックな動きとなる 10)．

このような動きをする時計は Kodo をおいて௚になく，㏻ᖖのトࢗーࣝビࣚンの༢ㄪな回転に比

べて，どぬຠ果としてより大きな感性価値を持っているとゝえる．また，Kodo のキャリッジは

内，外ඹに 3 本ずつのアームをഛえているが，動きのどぬຠ果をより⯆味῝いものにするため，

これらのアームを同ࡌ高さ，同ࡌ外ほで㓄⨨し，あたかも 6 本のアームをഛえた 1 つのキャリッ
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ジのようにぢえるようにしている(Fig. 4)．このようにすることで，キャリッジの 6 本のアームの

うࡕ 3 本ずつが別ࠎの動きをすることになり，より࣑スࢸリアスな༳㇟をぢるものに୚える．

㸲．２ Kodoの㡢

次に，Kodo の音に関する取り組みについて述べる．Kodo は，ࢥンスࢱントࣇォース機ᵓが作

動する㝿にストップ㌴とストッࣃが⾪✺し，1 ⛊に 1 回⾪ᧁ音を発⏕する(Fig. 5)．

この⾪ᧁ音と，⬺㐍機が発する 1

⛊間に 8 回のチクࢱク音（刻音）が

㔜なると，あたかも音楽でいう 16ビ

ートのようなリ࣑ࣝ࢝ࢬな刻音とな

る(Fig. 6)．

しかし，㏻ᖖの設計／製㐀᪉ἲで Fig. 6   Kodo’s sound.

Fig. 5   Motion of the stop wheel and the stopper.

Fig. 4   Carriage construction of Kodo from side view (left) and top view (right).
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は，」数の要因によって⾪ᧁ音のࢱ

イ࣑ングが 1/8 ⛊๓ᚋにずれてしまう

⟠ᡤが発⏕し，心地よいビートにな

らない．このため，⾪ᧁ音をṇ確に 1

⛊間㝸で㬆らすために，以下の 2つの

᪋⟇を⾜った．

ձ 関㐃⟠ᡤのᑍἲබ差のࣞンジを㏻

ᖖの⣙༙ศにし，⾪ᧁ音の㬆るࢱ

イ࣑ングのずれをᢚไした．

ղ ストッࣃの఩⨨をㄪᩚするための

機ᵓをᦚ㍕し，⾪ᧁ音のࢱイ࣑ングをㄪᩚ可能にした (Fig. 7)．

また，Kodoは独特の刻音を美しく㡪かせるため，グランࢭࢻイࢥーでは初となるスケࣝトンᵓ

㐀のムーブメントとし，཯㡪✵間を大きく取っている．

㸲.３  Kodoのእほ

Kodo は，時計඲体が⤫一感と࢜リジࢼリ࢕ࢸーのある外ほを持つように，⣽心のὀ意をᡶっ

て設計およࡧデザインを⾜った．その結果，㟼的なⱁ術的要⣲である外ほにおいても高い感性価

値を㐩ᡂしている．ここではそのいくつかの取組みについて述べる．

Fig. 7   Mechanism for adjusting the stopper’s position

Fig. 8   Kodo's symmetrical layout. 
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ձ ンメトリーࣞイアウトࢩ

Kodo はムーブメントを⿬⵹ഃだけでなくᩥᏐᯈഃにもぢせることを๓ᥦに設計されてい

るため，機ᵓの㓄⨨が時計の外ほに┤᥋ᙳ㡪する．機ᵓのࣞイアウトを考える上で，外ほ

に୚えるᙳ㡪が特に大きいものとして，ᩥᏐᯈ，トࢗーࣝビࣚンキャリッジ，2 つの㤶⟽が

ある．そこで，これらの要⣲をຠ果的に㓄⨨し，時計の外ほを美しく⤫一感のあるものに

するため，ムーブメントにࢩンメトリーのࣞイアウトを᥇⏝した(Fig. 8)．

12 時ഃのᩥᏐᯈと 6 時ഃのキャリッジを結ࡪ⥺を୰心⥺として，㤶⟽，ゅ✰㌴，受とい

った㒊品がࢩンメトリーに㓄⨨されている．Kodo のムーブメントは⣙ 350 ಶのࣃーࢶから

ᵓᡂされ，」㞧なᵓ㐀を持つが，このࢩンメトリーࣞイアウトによって඲体がᩚ⌮され，

⤫一感のある外ほとなっている．

ղ ᑓ⏝ࣇォントによる࣐ーキング

ᙜ♫の㏻ᖖのムーブメントにおいては，ムーブメントの࣐ーキングと⿬⵹の࣐ーキング

で␗なるࣇォントを౑⏝している．Kodoでは，᪂たなヨみとして，Kodoᑓ⏝に᪂たなࣇォ

ントをデザインし，ムーブメントとケースの୧᪉に⏝いた(Fig. 9)．これにより外ほの⤫一

感と高⣭感が高められている．

ճ アスࢱリスクࡌࡡ

Kodo の受をᅛ定しているࡌࡡは，ࢻライࣂー⏝のࡌࡡ⁁が㏻ᖖの࣐イࢼス⁁ではなく，

Fig. 9   Kodo's custom font and the appearance from the back side.
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3 本の࣐イࢼス⁁が୰ኸで஺差したアスࢱリスクᙧ≧になっている(Fig. 10)．これは，内キ

ャリッジと外キャリッジのそれぞれ 3 本のアームが，組立てられた≧ែになると㔜なって

アスࢱリスク࣐ークのようにぢえることから，ムーブメント඲体の⤫一感を向上させるた

めに取りධれた意໶である．独特なᙧ≧による感性価値にຍえて，ᑓ⏝ࢻライࣂーを⏝い

た⥾結において，࣐イࢼス⁁に比べてࢻライࣂーが⁥りにくいという機能価値も併せ持っ

ている．

մ ᕮ⣠を⏝いた㒊品ᙧ≧

トࢗーࣝビࣚンはࣇランスㄒで「 」という意味であるが，同ࡌ「 」という意味を持

つ日本ྂ来のᩥᵝの一つにᕮ⣠がある．Kodo では，日本独⮬のᩥᵝを取りධれることで日

本発の独⮬性をᙉㄪするとともに，トࢗーࣝビࣚンというゝⴥに࿧ᛂする意໶として，

「ᕮ⣠」を㒊品の意໶に⏝いている(Fig. 11)．具体的には，ゅ✰㌴，動ຊ㍯ิおよࡧてん࡫

のあみだ㒊ศなど，動ຊఏ㐩に関する㒊品にこの意໶を౑⏝している．

      

Fig. 11   Kodo's parts using the Tomoe crest design.

                       

Fig. 10  Kodo's asterisk screw.
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㸲．࡟ࡾࢃ࠾

これまで述べてきたように，Kodo はࢥンスࢱントࣇォース機ᵓとトࢗーࣝビࣚン機ᵓの同軸

ユࢽットᵓ㐀による高精度という機能価値にຍえて，動きや音，外ほといった感性価値の要⣲に

も独⮬のほⅬで取り組み，୧⪅を高いࣞ࣋ࣝで併せ持つ時計となっている．特に，従来ぢ㏨され

ていた刻音に着目し，ࢥンスࢱントࣇォース機ᵓのアクࢭント音をຍえて 16ビートという感性価

値にኚ᥮するヨみは，௚♫でも例のない᪂しいࢥンࢭプトであるとゝえる．

機Ეᘧ時計の࢚ネࣝࢠーຠ⋡にはᵓ㐀上限⏺があり，時計の刻音は，てん࡫にᒆけることがで

きなかったࡐんまいの࢚ネࣝࢠーが音としてᾘ㈝された，機能価値としては無㥏な࢚ネࣝࢠーで

ある．しかし Kodo はこのᤞてられた࢚ネࣝࢠーをᵝࠎなᕤኵによって感性価値として෌⏕し，

ユーザーにఏ㐩することで，時計の価値をより大きなものにしている．

このように，機能価値向上だけでなく，感性価値向上を⼥ྜさせた製品設計技術が，GPHG ク

ロノメトリー賞の受賞など大きなᡂ果につながったことを考えると，௒ᚋ，感性価値を考៖した

製品設計技術は，より㔜要性を増すとᛮわれる．
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商品の改造と商標権侵害

ヴァイン伸太郎

一般社団法人 日本時計協会 知的財産権委員会,

東京都千代田区九段北一丁目 6 番 4 号 日新ビル 5 階，〒1 0 2- 0 0 7 3

( 20 25 年 1 1 月 1 2 日受付)

P r od u c t  A lt e r a t i on  a s  T r a d e m a r k  I n f r i n g e m e n t

S h i n t a r o W E I N
I n t e lle c t u a l P r op e r t y  C om m i t t e e , J A P A N C L O C K  &  W A T C H  A S S O C I A T I O N,

Nisshin Building 5F, 1-6-4 Kudankita, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0073, Japan

( R e c e i v e d  Nov e m b e r  1 2, 20 25 )

A B S T R A C T
T h e  u n a u t h or i z e d  M od i f i c a t i on  ( M O D ) t r e n d  i n  t h e  s e c on d a r y  t i m e p i e c e  m a r k e t  p r e s e n t s  a  s e v e r e  le g a l a n d
c om m e r c i a l c h a lle n g e , f u n d a m e n t a lly  t i e d  t o t r a d e m a r k  i n f r i n g e m e n t  a n d  t h e  e r os i on  of b r a n d  q u a li t y  a s s u r a n c e . T h i s
p a p e r  r i g or ou s ly  a n a ly z e s  t h i s  c on f li c t  a n d  i t s  i m p a c t  on  m a r k e t  s t a b i li t y . W e  b e g i n  b y  c la s s i f y i n g  c on s u m e r
m ot i v a t i on s — i llu s t r a t e d  b y  e x a m p le s  li k e  " a f t e r - d i a m on d  s e t t i n g "  a n d  " c u s t om  d i a ls " — t o p r ov i d e  c on t e x t  f or  t h e
p r a c t i c e . O u r  c or e  c on t r i b u t i on  i s a  c om p r e h e n s i v e  le g a l f r a m e w or k  u n d e r  J a p a n e s e  T r a d e m a r k  a n d  U n f a i r
C om p e t i t i on  P r e v e n t i on  la w s , d i s s e c t i n g  h ow  M O D  c om p r om i s e s  t h e  m a r k ' s  c or e  f u n c t i on s ( s ou r c e a n d  q u a li t y
i n d i c a t i on ) . B y  r e v i e w i n g  la n d m a r k d om e s t i c  p r e c e d e n t s ( e .g ., H a c k e r  J u n i or , A f t e r - D i a m on d , J U NK M A NI A ) , w e  
e s t a b li s h  t h e  j u d i c i a l c r i t e r i a f or  a s s e s s i n g  c on f u s i on  a n d  d i lu t i on . T h i s  a n a ly s i s  i s  c r i t i c a lly  a u g m e n t e d  b y  c on t r a s t i n g
i t  w i t h  r e c e n t  s e m i n a l g lob a l r u li n g s ( K or e a , S w i t z e r la n d , U .S ., 20 23– 20 24 ) , t h e r e b y  m a p p i n g  t h e d i v e r g e n t
i n t e r n a t i on a l s t a n d a r d s s h a p i n g  t h i s f i e ld . T h e  p a p e r c on c lu d e s b y  c h a r t i n g  s t r a t e g i c i m p e r a t i v e s  f or m a n u f a c t u r e r s ,
s t r e s s i n g  t h e  n e e d  f or  p r oa c t i v e , c on s i s t e n t  e n f or c e m e n t  t o d e f e n d  b r a n d  e q u i t y  a g a i n s t  t h e  a c c e le r a t i n g  M O D  c u lt u r e
w h i le  m e t i c u lou s ly  n a v i g a t i n g  t h e  c om p le x  le g a l r i s k s  of  t a c i t  c on s e n t  or r i g h t s  a b u s e .

１. はじめに

2025年度マイクロメカトロニクス学術講演会にて特別講演「消費者・ブランド保護の最前線～

ニセモノ，改造，詐欺広告との戦い～」として，一般社団法人 日本時計協会(以下本稿で「当協

会」とする．)および知的財産権委員会の組織や活動の紹介や，当協会の会員がブランドや消費者

を保護するためにいかに模倣品や詐欺広告等と戦っているか説明したうえで，近年問題となって

いる市場で「M O D (改造を意味する M od i f i c a t i on の略)」と呼ばれる腕時計の改造転売行為につい

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

( 日本時計学会誌 ) Vol. 69, No. 233
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て஦౛や法的な≧ἣをヲしࡃゎ説した 1)．

本稿では講演のෆᐜかࡽ，前༙の一般的な模倣品ᑐ⟇の説明は๭ឡし，腕時計の改造転売行為

について，⌧ᅾ市場でぢࡽれるᐇ㝿の஦౛や，法的なᩚ⌮，ᅜෆእの⿢ุ౛を紹介し，メ࣮カ࣮

が市場の⛛ᗎを⥔ᣢするために␃意すࡁ࡭Ⅼについてࡲとめる．

ˎ. 改造を行う㸱つの動ᶵ

改造にはᚋ㏙する㏻ࡾᵝࠎな行為が࠶るとࡑ，ࢁࡇの動ᶵについてࡶᵝࠎでࢁ࠶うが，消費者

行動のほⅬによࡾ୺に㸱つの動ᶵにศ㢮でࡁると⪃えている．ࡑれは，ձ⮬ᕫᐇ⌧のためのカス

るᕼᑡᛶをࡅンとしての改造，ղ࣮ࣜࣘス౯್を୚えるための改造，ճ市場におࣙࢩ࣮ࢮマイࢱ

㧗めるための改造でࡾ࠶，時にࡇれࡽが⤡ྜࡳってᵝࠎな改造が行ࢃれていると⪃えている．改

造行為や改造ࡉれた商品のㆡΏ等は知的財産権を侵害する㐪法行為となる場ྜが࠶るが，ྛ行為

の問題Ⅼや法的な᫝㠀は㸲❶でᢅうࡇととして，本❶では改造の動ᶵのྛ㢮ᆺについて୺に消費

者行動のどⅬかࡽ説明する．

ˎ.１ ⮬ᕫᐇ⌧のためのカスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンとしての改造

カスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンをకう消費は，消費者行動において I K E A ຠᯝ(⮬స〇品の౯್ୖ᪼．⮬

ศが㛵୚したかࡽឡ╔をࡶつという消費者行動．)2)やスノࢵブຠᯝ(௚人と㐪って၏一↓஧でࡾ࠶

たいという㢪ᮃ．௚者とྠじࡶのはḧしࡃないという消費者行動．)3)によって説明ࡉれ，⮬ᕫᐇ

⌧のᡭẁとして商品に改ኚがຍえࡽれるࡇとが࠶る．୚えࡽれた㑅ᢥ⫥かࡽたࡔ商品を㑅ࡇࡪと

ではᚓࡽれない特別ឤやඃ㉺ឤをឤじるࡇとがでࡁ，ឡ╔をឤじるࡇとࡶでࡁるので࠶る．

㢳ᐈのὀᩥにྜࡏࢃてసったࡾ改ኚしたࡾするカスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンは᪂しい⪃え᪉ではなࡃ，

産ᴗ㠉࿨がጞࡲる以前はࡇれがᇶ本で࠶った．産ᴗ㠉࿨以㝆はつ模の⤒῭を㏣ồするため，商品

は消費者の‶㊊度を኱ࡃࡁᦆなࢃない㝈⏺の⠊ᅖࡲでつ᱁໬ࡉれ，消費者はప౯᱁でのධᡭとい

うメࣜࢵトとᘬࡁ᥮えに᏶඲なる‶㊊をᨺᲠして，つ᱁品の୰かࡽ⮬ศのニ࣮ࢬに近い商品を㑅

ᢥする消費スࢱイࣝ࡬とኚ໬した．ࡑのᚋ，➇த⎔ቃの㣬࿴໬，消費者ニ࣮ࢬのከᵝ໬，ࡑして

ᢏ術の㐍Ṍを⫼ᬒに，1990年㡭かࡽカスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンの㔜せᛶが┒ࢇにᣦ᦬ࡉれ，࠶る⛬度

の⠊ᅖや࢜ࣙࢩࣉンのなかかࡽ消費者が組ࡏࢃྜࡳるマス・カスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンが広がってࡁ

た 4)．

時計についてࡇࡶの₻ὶが当てはࡾࡲ，産ᴗ㠉࿨以前の時計は特権㝵⣭の㉕ἑ品でࡾ࠶当時の

ὒ᭹や࣮࢚ࣜࣗࢪとྠᵝに㢳ᐈのせᮃにᛂじてὀᩥไసࡉれるࡶのࡔったが，ࡑのᚋ㔞産ࡉれる

ようになࡾ消費者は᪤〇品かࡽ㑅ࢇで㉎ධするようになった．࣒࣮ブメントやእ⿦㒊品がつ᱁໬

ฟすࡾインをసࢨࢹなࠎストでᵝࢥによってపいࡏࢃྜࡳメ࣮カ࣮は㒊品の組，ࡽとかࡇれたࡉ

を行う時計ࡳ組ࡾンのྲྀࣙࢩ࣮ࢮマイࢱれを活⏝してマス・カスࡇ．るようになったࡁとがでࡇ
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メ࣮カ࣮やࡾ࠶ࡶࣉࢵࣙࢩ，౛として 1 ୓෇ྎかࡽカスࢱマイࢬをᴦしめるブランドとしてマン

ンのࣙࢩ 1ᐊかࡽጞࡲった「 K n ot」 が 2024年に 10࿘年を㏄え 5)，当協会の会員によるබᘧカス

スとしてࣅ࣮ࢧࢬマイࢱ C A S I O の「M Y  G - S H O C K 6)」や C I T I Z E Nの「F T S ニ࣮ࣗࢳ・イン࢓ࣇ)

ンࣅ࣮ࢧ・ࢢス)7)」が知ࡽれるとࢁࡇとなࡾ，消費者がྛࢶ࣮ࣃのⰍや⣲ᮦな࡝を㑅ᢥしてカス

た，一㒊の消費者の㛫で᪤〇品の時ࡲ．ているࡏをぢࡾの㈍売ᡭ法は広がࣉイࢱるࡁでࢬマイࢱ

計の㒊品を組᭰ࡳえるな࡝して࢜ࣜࣝࢼࢪの時計をసるࡇとࡶᴦしࡲれておࡇ，ࡾれをᴗとして

行うࡶのや，時計のカスࢱマイࢬに㛵する知㆑をᩍᤵする動⏬やࢧイトࡶฟ⌧し，࢜ンラインで

の C  t o C (消費者㛫ྲྀᘬ)の広がࡾな࡝によࡾ，改造ࡉれた᪤〇品時計や改造⏝の㒊品が，よࡾ広

．ὶ㏻するようになったࡃ

ˎ.ˎ ࣮ࣜࣘス౯್を୚えるための改造

⎔ቃ意㆑の㧗ࡾࡲや࣮ࣜࣘス市場のᣑ኱にకい，ࢧスࢼࢸブࣝ消費，࣮ࣗ࢟ࢧラ࣮࢚ࢥノ࣑࣮，

るためのಟ⌮の⠊ᅖを㉸えて，౯್がప下した〇品をࡅ⥆イクࣝのᩥ⬦で，〇品を౑いࢧࣉࢵ࢔

෌び商品としてὶ㏻ࡏࡉるࡇとを┠的として✚ᴟ的な改ኚがຍえࡽれるࡇとが࠶る．ࣜࢧイクࣝ

よࡾ⎔ቃ㈇Ⲵがపいࡇとかࡽ「࣮ࣘスのᘏఙ・࣮ࣜࣘスの⧞ࡾ㏉し」の以下の 4 ẁ㝵の᪉⟇がᥦ

ၐࡉれている 8)．ಟ⧋・㒊品஺᥮・消費財⿵඘・෌ㄪᩚ・Ⰽ᭰え・᭦᪂を行いながࡽの「ࡑのࡲ

ฟしてᐙᗞ⏝⵳㟁ụとしてࡾをྲྀ࣮ࣜࢸࢵࣂ౑⏝(➨一ẁ㝵)．消⪖した㟁Ẽ⮬動㌴の⥆⥅「ࡲࢇ

転⏝するような当ึの⏝㏵と␗なる⏝㏵࡬の「➨㸰人⏕的」別⏝㏵ᒎ㛤(➨஧ẁ㝵)．ከᑡㄪᏊが

ᝏࡃᡭ┤しがᚲせな᪂品・୰ྂ品をࣜࣗࢩࢵࣅ࣮࢓ࣇする「⌧ୡኚ㌟的」‽᪂品໬(➨୕ẁ㝵)．

ศゎした㒊品を組ࡏࢃྜࡳて␗なる඲య品にኚ㌟ࡏࡉる「ࣇランࢣンࢱࣗࢩイン的」෌⏕産(➨ᅄ

ẁ㝵)．ࡇのようにಟ⌮の⠊ᅖを㉸える改造をకう࣮ࣜࣘスを，㈨※ᯤῬと⎔ቃởᰁ࡬のᑐ⟇のほ

Ⅼかࡽ✚ᴟ的に᥎ዡする意ぢがࡾ࠶，௒ᚋࡲすࡲす࣮ࣜࣘス市場におࡅる商品౯್を㧗めるため

の改造を行う動ᶵがᙉࡲると⪃えࡽれる．

ˎ.ˏ 商品のᕼᑡᛶを㧗めるための改造

市場におࡅるᕼᑡᛶや，௚者かࡽのホ౯を㧗めるࡇとを┠的とした改造ࡶᏑᅾする．ࡇれは前

㏙のスノࢵブຠᯝや，ࣦ ࢙ブࣞンຠᯝ(スࢱ࣮ࢸスや㧗い᱁ᘧをධᡭしてᐩを௚人にぢࡏびࡽかす

ᡭẁとしての消費者行動)前ᥖ 3)かࡽ説明ࡉれる．ᕼᑡな商品࡝࡯㟂せがቑすというࣦ࢙ブࣞンຠᯝ

がാࡃ㧗⣭品のእほを模倣するような改造を行うࡇとで，ᐇ㝿の㉎ධࢥストとは㛵ಀなࡃ，౯᱁

の㧗ࡉやᕼᑡᛶがࡶたࡽすスࢱ࣮ࢸスを㛫᥋的にᚓようとするᚰ⌮が⫼ᬒに࠶ると⪃えࡽれ，Ᏻ

౯な商品を改造して，⤒῭的㈇ᢸをᢚえつつ市場౯್の㧗い別の㧗⣭ブランド品やୖ఩モࣝࢹ，

㝈ᐃ品にఝࡏる行為がᣲࡽࡆれる．
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ˏ. 腕時計の改造の஦౛

腕時計の改造と一ゝでゝってࡶ，ୖ㏙のように改造を行う┠的はᵝࠎでࡾ࠶，ᨾ㞀した時計を

れる行ࢃれて行ࡽಟ⌮のためにᚲせな㒊品஺᥮を行う場ྜのようにᚲせに㏕ࡾ㡸かࡽか࣮ࢨ࣮ࣘ

為࠶ࡶれば，市場౯᱁よࡾ㧗ࡃ転売する┠的でࢲイࣖモンドを㏣ຍで␃め㎸ࡴいࡺࢃる「ࢱࣇ࢔

インのኚࢨࢹᏐᯈといった୺せ㒊品を␗なる㒊品に஺᥮してᩥ，ࣝࢮスや࣮࣋ࢣ，イࣖ」やࢲ࣮

᭦を行うような✚ᴟ的な行為࠶ࡶる．

，た✚ᴟ的な改造஦౛を୰ᚰに腕時計の改造を」ᩘ紹介する．なおࡁでは特に近年ቑえてࡇࡇ

，か，୰ྂ㈍売ᗑ࡯㈇うࡅㄳࡽಟ⌮ᗑがᡤ᭷者かࡾの行為は腕時計のᡤ᭷者⮬㌟が行ったࡽれࡇ

改造ᑓ㛛ᴗ者によって行ࢃれるࡇとが࠶る．㸲❶でᚋ㏙する㏻ࡾメ࣮カ࣮の知的財産権を侵害す

る㐪法行為となる場ྜが࠶るࡇとに␃意ࡉれたい．

ˏ.１ (ࡅᐆ▼のᚋ௜)イࣖࢲ࣮ࢱࣇ࢔

に࡝クࣝ，ᩥᏐᯈなࢵࣂ，トࢵブࣞスࣞ，ࣝࢮスや࣮࣋ࢣのᐆ▼を，時計の࡝イࣖモンドなࢲ

␃め㎸ࡴ改造でࡾ࠶，メ࣮カ࣮が㈍売するࢲイࣖ௜ࡁモࣝࢹを㉎ධするよࡶࡾపࢥストでࢲイࣖ

௜ࡁの時計のጾಙ的౯್をᚓࡽれるため，ಟ⌮ᗑや୰ྂ㈍売ᗑがྲྀᢅࡾうࡇとが࠶る．ᡃがᅜに

おࡅる腕時計の改造にಀる௦⾲的な⿢ุ౛ࡶᏑᅾする(ᚋᥖࢲ࣮ࢱࣇ࢔イࣖ஦௳ཧ↷)．

ˏ.ˎ カスࢲ࣒ࢱイࣖࣝ・ࣜࢲン(ᩥᏐᯈሬ᭰ࡾえ)

ᩥᏐᯈを෌ሬ⿦したうえで，商標な࡝のᩥᏐᯈのグ㍕ࡶ෌⌧するという行為でࡾ࠶，ຎ໬した

ᩥᏐᯈの෌⏕を┠的とする場ྜ࠶ࡶるが，␗なるࢨࢹインにሬ᭰ࡾえࡽれる場ྜ࠶ࡶる．ࡲた，

ຎ໬していないᩥᏐᯈに，࢔ニメ࢟ࣕラク࣮ࢱや㢼ᬒな࡝の⤮，ࡲたはロࢦを᭩ࡁ㊊すな࡝して

௜ຍ౯್を㧗めようとする行為ࡶぢཷࡽࡅれる(ᚋ㏙ COMEX஦௳ཧ↷)．

ˏ.ˏ 㯮ᰁめ・メ࢟ࢵな࡝の⾲㠃ฎ⌮

യࡔࢇメ࢟ࢵ㒊品のಟ⧋のためメ࢟ࢵを๤㞳・෌メ࢟ࢵをࡉれるࡇとが࠶るが，Ⰽをኚえる┠

的でࡶメ࢟ࢵ・P VD ・D L C ຍᕤがࡉれ，スࢸンࣞスの腕時計が┿っ㯮にຍᕤࡉれるࡇと࠶ࡶる．

ˏ.ː ้༳・᙮้

，ࡾ࠶とがࡇれるࡉ模ᵝ等が้༳ࡾス等のእ⿦㒊品や࣒࣮ブメント㒊品に᙮㔠のᢏ法によ࣮ࢣ

࣒࣮ブメントやᩥᏐᯈはスࣝࢣトンຍᕤࡉれるࡇと࠶ࡶる．

ˏ.ˑ ࣒࣮ブメントຍᕤ

とが኱ᡭメ࣮カ࣮で行ࡇをຍᕤして࣒࣮ブメントを〇造する(ᮍ᏶ᡂ࣒࣮ブメント)ࣗࢩ࣮࢚࣎

かに࡯トンຍᕤ等のࣝࢣれているように，᏶ᡂ品の腕時計の࣒࣮ブメントを改造して前㏙のスࢃ

᪂たなᶵ⬟を௜ຍする改造が行ࢃれるࡇと࠶ࡶる．

ˏ.˒ 㒊品஺᥮

ブメントをぢえるように࣮࣒，ࡾれたࡉのに஺᥮ࡶインのࢨࢹトを␗なるࢵブࣞスࣞ・ࣝࢮ࣋
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するために࣮ࢩス࣮ࣝࢵࣂクの⿬⵹に஺᥮ࡉれたࡾ，ಟ⌮な࡝の┠的によってࡹࡾうࡎや࣒࣮ブ

メント㒊品，㢼㜵，࢟ࢵࣃンな࡝が஺᥮ࡉれるࡇとが࠶る．ࢨࢹインኚ᭦のために஺᥮⏝の࣋ࢮ

．いるࡶス࣮ࣝ⿬⵹等を〇造㈍売する者࣮ࢩ・ト・ᣦ㔪・⮬動ᕳᅇ転㗽ࢵス・ブࣞス࣮ࣞࢣ・ࣝ

ː. 改造品をめࡄる法的ᩚ⌮

3❶でᣲࡆた改造行為を 2❶でᣲࡆた動ᶵに↷ࡽすと，スࢱ࣮ࢸスᛶがᙉい腕時計という商品の

特ᛶୖ，ࡩࡾ࠶れた商品の౯್を㧗めるճ商品のᕼᑡᛶを㧗めるための改造に当てはࡲるࡶのが

ከいようにᛮࢃれるが，࣎ロ࣎ロになった୰ྂ品の౯್を᚟活ࡏࡉる┠的で࠶ればղ࣮ࣜࣘス౯

್を୚えるための改造に当たる場ྜࡾ࠶ࡶ，ᡤ᭷者の⣽かなᕼᮃをྔえるための改造はձ⮬ᕫᐇ

⌧のためのカスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンに࠶たるࢁࡔう．

れるとࡉ商品のᕼᑡᛶがኚ動ࡾなかったが，ຍᕤによࡇでは改造の᫝㠀についてゐれてࡲࡇࡇ

市場の⛛ᗎは஘れ，⮬ᕫᐇ⌧のためのカスࢱマイࣙࢩ࣮ࢮンはブランドのୡ⏺ほと␗なる商品を

ฟし，࣮ࣜࣘス౯್を୚えるための改造はメ࣮カ࣮の฼┈⋓ᚓᶵ会と⾪✺し，改造ᚋの商品ࡳ⏕

の୙ලྜはブランドのಙ⏝をയつࡅる場ྜが࠶るࡇとかࡽ，改造行為はメ࣮カ࣮の୙฼┈になる

場ྜ࠶ࡶるので࠶る．ブランドのಙ⏝の保護，➇தのබᖹの保護，メ࣮カ࣮の฼┈⋓ᚓᶵ会の保

護のため，商標法や୙ṇ➇த㜵Ṇ法，特チ法，意໶法な࡝の知的財産権法がᐃめࡽれておࡾ，改

造品の㈍売等はࡇれࡽの法ᚊに㐪཯する㐪法行為となる場ྜが࠶る．一᪉で，㐣๫な知的財産権

の保護はࢧࣉࢵ࢔イクࣝ商品のὶ㏻を㜼害してしࡲうとのᢈุࡾ࠶ࡶ，改造について知的財産の

ศ㔝では㆟ㄽが┒ࢇな≧ἣが࠶る．本❶では改造に㛵して୺に問題となࡾうる商標法と୙ṇ➇த

㜵Ṇ法を୰ᚰにᇶ♏知㆑を⡆༢に紹介し，改造行為が࡝のような場ྜに㐪法とࡉれるか，⿢ุ౛

を஺えてゎ説する．

ː.１ 改造をつไする知的財産権法

ː.１.１ 商標法

商標権者はᣦᐃ商品についてⓏ㘓商標の౑⏝をする権㝈をᑓ᭷するため(商標法 25᮲)，ṇ当な

権㝈のない➨୕者がᣦᐃ商品にⓏ㘓商標を౑⏝するとཎ๎として商標権侵害となる．しかし，ᙧ

ᘧ的にはⓏ㘓商標の౑⏝に࠶たる行為で࠶ってࡶ，商標のᶵ⬟(商標の本㉁的ᶵ⬟で࠶る㆑別ᶵ⬟

と，ὴ⏕するᶵ⬟としてฟᡤ⾲♧ᶵ⬟と品㉁保ドᶵ⬟)を侵害しない౑⏝は商標権侵害には࠶たࡽ

ないとゎࡉれている．なお，ฟᡤ⾲♧ᶵ⬟とは標❶を࠶る者の商品にᑐし⏝いるࡇとによࡑࡾの

商品のฟᡤを⾲♧するᶵ⬟，品㉁保ドᶵ⬟とはࡑの商標を௜した商品はྠ一品㉁のࡶので࠶ると

のᮇᚅを㟂せ者にࡶたࡽしめるᶵ⬟で࠶る 9)．

商標権者が商標を௜した商品を➨୕者が௙ධれて，品㉁にኚ᭦をຍえࡎに，商標を௜したࡲࡲ

௚人にㆡΏする行為ࡶ，ᙧᘧ的には商標の౑⏝に࠶たるが，ฟᡤ⾲♧ᶵ⬟および品㉁保ドᶵ⬟を
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害ࡉないため商標権侵害には࠶たࡽない．しかし，権㝈を᭷ࡉない者によって改造ࡉれた商品に，

メ࣮カ࣮のⓏ㘓商標をṧしたࡲࡲ௚人にㆡΏする行為は，改造㒊ศにかかるฟᡤや品㉁について

㟂せ者・ྲྀᘬ者にㄗゎを୚え，Ⓩ㘓商標のฟᡤ⾲♧ᶵ⬟ࡲたは品㉁保ドᶵ⬟を害する場ྜがࡾ࠶，

のᶵ⬟を害した場ྜはཎ๎的に商標権侵害となる(ᚋᥖࡽれࡇ H A C K E R  J U NI O R ஦௳，࢟ࣕラ࢘

࢙イ஦௳，ࣜࢢࢯラࣇ஦௳，ࢲ࣮ࢱࣇ࢔イࣖ஦௳，W i i ஦௳，⬺⊹ i P h on e ஦௳ཧ↷)．

ː.１.ˎ ୙ṇ➇த㜵Ṇ法

௚人の࿘知な商品等⾲♧とྠ一㢮ఝの商品等⾲♧を⏝いて㟂せ者にΰྠを⏕じࡏࡉる行為は୙

ṇ➇த行為(୙ṇ➇த㜵Ṇ法 2᮲ 1㡯 1ྕの࿘知⾲♧ΰྠច㉳行為)で࠶る．よって改造ᚋの商品

にⓏ㘓商標が౑⏝ࡉれない場ྜでࡶ，࿘知な⾲♧をྵࡴ場ྜには୙ṇ➇த行為に࠶たるྍ⬟ᛶが

．る࠶

のを౑⏝等すࡶは㢮ఝのࡃた，⮬ᕫの商品等⾲♧として௚人のⴭྡな商品等⾲♧とྠ一ⱝしࡲ

る行為は，ฟᡤのΰྠのおࡑれが↓ࡃとࡶ୙ṇ➇த行為(୙ṇ➇த㜵Ṇ法 2᮲ 1㡯 2ྕのⴭྡ⾲♧

ෑ⏝行為)となるため，ⴭྡ⾲♧が௜ࡉれた商品をᮦᩱとして商品をసると，ฟᡤのΰྠのおࡑれ

の᭷↓にかかࡎࡽࢃ侵害品となる場ྜが࠶る(ᚋᥖ J U NK M A NI A ஦௳ཧ↷)．

ː.１.ˏ の௚の法ᚊࡑ

〇品について特チ権や意໶権が࠶る場ྜには，〇品のᑑ࿨がᑾࡁたᚋの෌⏕฼⏝や，特チⓎ明・

意໶の୺せなຠ⏝をᅇ᚟ࡏࡉる行為で࠶れば「᪂たな⏕産」にヱ当し，権฼侵害となる場ྜが࠶

る 10)．しかし，特チ権等や意໶権についてはࡶࡑࡶࡑ権฼がᏑᅾしない商品ࡶከࡲ，ࡃた権฼の

ෆᐜによって஦౛ࡈとのุ᩿となる．一᪉で，࡯と࡝ࢇの商品にはఱࡽかのⓏ㘓商標が௜ࡉれて

いるため，よࡾከࡃの商品に㛵ಀする商標権侵害の㆟ㄽが特チ権・意໶権にẚ࡭て活Ⓨで࠶る．

ː.ˎ ᅜෆの⿢ุ౛

商標法・୙ṇ➇த㜵Ṇ法の改造に㛵する⿢ุ౛を紹介する．特にࢲ࣮ࢱࣇ࢔イࣖ஦௳と COMEX ஦

௳は腕時計に㛵する஦௳で࠶る．

ː.ˎ.１ ௳の改ኚに㛵する஦࢔ド࢙࣮࢘ࣁ

・H A C K E R  J U NI O R ஦௳ 11)

௵ኳᇽのࢥ࣮࣑ࣜ࢓ࣇン࣮ࢱ࣮ࣗࣆのᅇ㊰に改造をຍえ，㧗㏿㐃ᑕᶵ⬟等を㏣ຍし，Ⓩ㘓商標

「Ni n t e n d o」および広ࡃㄆ㆑ࡉれている「ࢥ࣮࣑ࣜ࢓ࣇン࣮ࢱ࣮ࣗࣆ」ཬび「 F A M I L Y C O M P U T E R 」

の⾲♧をࡑのࡲࡲ౑⏝したうえ，「H A C K E R  J U NI O R 」の⾲♧を௜して，「ࢵࣁカ࣮ࣗࢪニ࢔」

の商品ྡでマニࡅྥ࢔の㞧ㄅの広告による㏻ಙ㈍売で୺に㈍売した．

㧗㢠ࡶཬび，㈍売౯᱁ࡶれにࡎントロ࣮ラ࣮のいࢥの行為について⿢ุᡤは，改造が本యとࡇ

で，⿕告⮬㌟が改造したࡶのとして売ࡾฟしているࡶので࠶るࡇとかࡽ，「⿕告商品がཎ告商品

とྠ一ᛶの࠶る商品で࠶るというࡇとはでࡁない．」とุ᩿した．ࡽࡉに，改造ᚋの商品にཎ告
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の本௳Ⓩ㘓商標(Ni n t e n d o 等)が௜ࡉれていると，「改造ᚋの商品がཎ告によࡾ㈍売ࡉれたとのㄗ

ㄆを⏕ࡎるおࡑれがࡇ，ࡾ࠶れによって，ཎ告の本௳Ⓩ㘓商標のᣢつฟᡤ⾲♧ᶵ⬟が害ࡉれるお

㈐௵を㈇うࡁの品㉁につࡑに，改造ᚋの商品については，ཎ告がࡽࡉ．れるࡽるとㄆめ࠶れがࡑ

れていると，当ヱࡉれにཎ告の本௳Ⓩ㘓商標が௜ࡇࡎࡽࢃかかࡶれにࡑ，ࢁࡇないとࡁとがでࡇ

商標のᣢつ品㉁⾲♧ᶵ⬟が害ࡉれるおࡑれが࠶るとࡶㄆめࡽれる．」として，ฟᡤ⾲♧ᶵ⬟およ

び品㉁保ドᶵ⬟が害ࡉれるおࡑれかࡽ商標権侵害をㄆめた．ࡲた，「H A C K E R  J U NI O R 」の⾲♧

が௜ࡉれていたとしてࡇ，ࡶのࡇとによってΰྠがᡴࡕ消ࡉれるࡇとにはなࡽないとุ᩿した．

・࢟ࣕラ࢙࢘イ஦௳ 12)13)

࢟ࣕラ࢙࢘イ(ཎ告)はࣇࣝࢦクラブをᵓᡂする࣊ࢵド，ࣇࣕࢩト，ࣉࢵࣜࢢを下ㄳࡅに〇造ࡉ

に᏶ᡂ品のࡎࡏド༢品では㈍売ࢵクラブとして᏶ᡂし，クラブ࣊ࣇࣝࢦてて❧ࡳを組ࡽれࡑ，ࡏ

トࣇࣕࢩ品の㍺ධ㈍売ᴗ者(⿕告)が㉎ධして，ணめ⏝ࢶれをス࣏࣮ࡇ，ࢁࡇを㈍売していたとࡳ

を஺᥮したࡾ，㢳ᐈのὀᩥにᛂじてࣇࣕࢩトを組᭰ࡳえて㈍売していた．

⿢ุᡤは，ཎ告がクラブ࣊ࢵド༢యでࡑの意ᚿにᇶ࡙ࡁὶ㏻に⨨いたࡇとがないࡇとかࡽ，⿕

告が㈍売するクラブ࣊ࢵド(༢య)はཎ告がࡑの意ᚿにᇶ࡙いてὶ㏻ࡏࡉた┿ṇの商品ではないࡇ

とは明ࡽかで࠶るとして，⿕告がクラブ࣊ࢵドを㈍売する行為を商標権侵害とㄆめた．⿕告が⊂

⮬に組ࡳ❧てて㈍売した᏶ᡂ品ࣇࣝࢦクラブについてࡶ，ཎ告〇ࣇࣝࢦクラブは⊂⮬の〇造ᇶ‽

を㑂Ᏺして〇造ࡉれているࡇとな࡝を㋃ࡲえ，ࡇれと品㉁，ᙧែ等において኱ࡃࡁ┦㐪するかࡽ，

ୖグのែᵝでࣇࣝࢦクラブを㈍売する行為は，クラブ࣊ࢵドに௜ࡉれたⓏ㘓商標のฟᡤ⾲♧ᶵ⬟，

品㉁保ドᶵ⬟を害するࡶので商標権侵害に当たるとุ᩿した．

௳カ஦ࢸス࢔・ 14)

Ⓩ㘓商標「࢔スࢸカ」が௜ࡉれた୰ྂのࢳࣃスロᶵをࢳࣃン࣮ࣝ࣍ࢥかࡽᅇ཰して，࣒࣮ࢤセ

ンࡅྥ࣮ࢱに改造して㈍売した行為について，商品のྠ一ᛶをྰᐃし，商標権が「消ᑾ」してい

ないとして商標権侵害に当たるとุ᩿ࡉれたࡶのの，ᦆ害㈺ൾㄳồについては商品のᅇ཰をཎ告

．れなかったࡽ権฼の℃⏝としてㄆめࡽの஦᝟か࡝となࡇが᩷᪕していた(スロᶵメ࣮カ࣮ࢳࣃ)

௳イࣖ஦ࢲ࣮ࢱࣇ࢔・ 15)

⿕告が↓᩿Ḟᖍを⥆ࡅたࡇとで⿕告の཯ㄽが༑ศに行ࢃれないࡲࡲཎ告カ࢚ࣝ࢕ࢸの୺ᙇがᴫࡡ

ㄆめࡽれた஦౛で࠶るが，カ࢚ࣝ࢕ࢸの腕時計の࣋ࣝࢮ，ᩥᏐ┙，ブࣞスࣞࢵト等や，カࣝ࢕ࢸ

࢚の࣮࢚ࣜࣗࢪにࢲイࣖモンドを௜するຍᕤや，腕時計のブࣞスࣞࢵトを㠀⣧ṇのࡶのに஺᥮し

てㆡΏする行為が，ཎ告Ⓩ㘓商標「C A R T I E R 」のฟᡤ⾲♧ᶵ⬟および品㉁保ドᶵ⬟を害する商標

権侵害とุ᩿ࡉれた．ࡲた，⿕告〇品の広告には「ࢲ࣮ࢱࣇ࢔イࣖ」な࡝の⾲♧がなࡉれていた

が，┿ṇなཎ告〇品として，ࢲイࣖモンドを௜したࡶのが㈍売ࡉれておࡾ，⿕告〇品がࡇれとΰ

ྠを⏕じるおࡑれの࠶るᙧែで࠶るࡇとに↷ࡏࡽば，ୖグ⾲♧が࠶るとしてࡶ，ཎ告商標のฟᡤ
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⾲♧ᶵ⬟ཬび品㉁保ドᶵ⬟を害する஦にኚࡾࢃはないとุ᩿ࡉれた．

ː.ˎ.ˎ ௳の改ኚに㛵する஦࢔ト࢙࢘ࣇࢯ

・W i i ஦௳ 16)17)

を改ኚして転売したࡳの(࢔ト࢙࢘ࣇࢯ)࢔࢙࣒࣮࢘࢓ࣇ，にࡎには一ษ改造をຍえ࢔ド࢙࣮࢘ࣁ

行為が᭷⨥とࡉれたฮ஦஦௳で࠶る． ௵ኳᇽの W i i に௜ࡉれたⓏ㘓商標「W i i」ཬび「Ni n t e n d o」

をࡑのࡲࡲにし，ࡇれࡽをᡴࡕ消すఱࡽの⾲♧ࡎࡏࡶに，W i i ᑓ⏝ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ン以እのྛ✀࢔

を改(࢔࢙࣮࢘࢓ࣇ)ラ࣒ࢢロࣉ⮚になるようにෆ⬟ྍࡶンのインスト࣮ࣝཬびᐇ行ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ

ኚしたうえで，ࢵࣁク῭ࡳと明♧してインࢵࢿ࣮ࢱトで㈍売してㆡΏࡉれた．

れたࡉが改ኚ࢔࢙࣒࣮࢘࢓ࣇのようなࡇ W i i の品㉁のᥦ౪୺యは商標権者で࠶る௵ኳᇽとは㆑別

しᚓࡎ，商標権者ではない௵ኳᇽが㓄ᕸしたࡶのではない㠀ṇつの࢔࢙࣒࣮࢘࢓ࣇによっては，

⬟るとしてฟᡤ⾲♧ᶵ⬟ཬび品㉁保ドᶵ࠶かでࡽとが明ࡇないࡁᶵとしての動సを保ドで࣒࣮ࢤ

を害する商標権侵害で࠶るとุ᩿ࡉれた．

・⬺⊹ i P h on e ஦௳ 18)

W i i ஦௳とྠᵝに，ࣝࣉࢵ࢔社が㓄ಙをチྍしたࣜࣉ࢔以እのࣜࣉ࢔をインスト࣮ࣝして฼⏝ྍ

⬟にする改ኚをࣇࢯト࢙࢘࢔で࠶る i O S に行った(いࡺࢃる⬺⊹)i P h on e をⓏ㘓商標が௜ࡉれたࡲ

るとุ࠶㈍売した行為が，Ⓩ㘓商標のฟᡤ⾲♧ᶵ⬟および品㉁保ドᶵ⬟を害する商標権侵害でࡲ

．れたࡉ᩿

i O S はࣇࢯト࢙࢘࢔で࣮ࣁ，ࡾ࠶ド࢙࢘࢔で࠶る i P h on e ࡇのとは一ᛂ別ಶのᏑᅾというࡶのࡑ

とがでࡁるとしたうえで， i O S がࡑの動సに୙ྍḞなᶵ⬟をᢸっているୖ，௚の࣮࢜࣌ࣞ࢕ࢸン

i，ࡽるか࠶とはබ知の஦ᐇでࡇれていないࡉの฼⏝がணᐃ࣒ࢸスࢩࢢ O S は i P h on e の୙ྍศかつ

一యのᵓᡂせ⣲で，ࡑの改ኚは i P h on e の本㉁的㒊ศの改ኚに当たるとุ᩿ࡉれた．

⿕告人が㈍売に㝿して⬺⊹῭ࡳで࠶るࡇとを明♧していたࡇとかࣝࣉࢵ࢔，ࡽ社が保ドする品㉁

が☜保ࡉれているとのㄗㄆは⏕じておࡎࡽ，商標のฟᡤ⾲♧ᶵ⬟ཬび品㉁保ドᶵ⬟は害ࡉれてい

ないとの୺ᙇࡶなࡉれたが，⬺⊹による୙ලྜが⏕じた場ྜでࡑ，ࡶの㉎ධ者が୙ලྜのཎᅉを

ṇしࡃ⌮ゎでࡁる保ドはなࡃ，商標権者で࠶るࣝࣉࢵ࢔社の㈐௵による୙ලྜとㄆ㆑するྍ⬟ᛶ

が࠶るとして，ࡇの୺ᙇはㄆめࡽれなかった．

ː.ˎ.ˏ 消⪖品の෌⏕に㛵する஦௳

௳஦ࣇラࢢࢯࣜ・ 19)

Ⓩ㘓商標が௜ࡉれた౑⏝῭ࡳインク࣎トࣝに，インクを෌඘ሸし，ΰྠを㜵Ṇするᡴ消し⾲♧

をࡎࡏに㈍売する行為が，෌඘ሸࡉれたインクが商標権者をฟᡤとするࡶのとのㄗㄆΰྠを⏕じ

．って，商標権侵害に当たるとุ᩿した࠶のでࡶฟᡤ͆㆑別͇ᶵ⬟をᯝたしている，ࡏࡉ

・⸆๣ศໟ⏝ロ࣮࣮ࣝ࣌ࣃ஦௳ 20)
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ロ࣮ࣝ≧にᕳかれたศໟ⣬が消費ࡉれたᚋの౑⏝῭ࡳのⰺ⟶(Ⓩ㘓商標が௜ࡉれている)を➨୕

者がᅇ཰し，ࡑれにⓏ㘓商標が௜ࡉれたࡲࡲ別のศໟ⣬をᕳࡁなおして〇品໬した行為について，

商標権者が᪂たな〇品のฟᡤでないのにⓏ㘓商標を௜したࡲࡲ㈍売する行為はฟᡤ⾲♧ᶵ⬟を害

し，商標権者が㈐௵を㈇えない〇品にⓏ㘓商標を௜したࡲࡲ㈍売する行為は品㉁保ドᶵ⬟を害す

るとして，商標権者は当ヱ〇品につࡁ商標権を行౑するࡇとがでࡁるとุ᩿ࡉれた．

ː.ˎ.ː ロࢦධれຍᕤがㄗㄆをᣍࡃとしてⓏ㘓商標を↓ຠとした஦௳ 21)

ロࣞࢵクスがࣇランスの₯Ỉ会社ࢥメࢵクス社にᑐして R O L E X と C O M E X のࢲブ࣒࣮ࣝࢿの

₯Ỉ時計を౪⤥し，ࡇれが市場にὶ㏻しᕼᑡ品として⌋㔜ࡉれていた⫼ᬒのࡶと，C O M E X がᡃ

がᅜで商標Ⓩ㘓ࡉれていなかったࡇとをወ㈌としてࢥメࢵクス社と඲ࡃ㛵ಀないのに「C O M E X 」

の商標Ⓩ㘓を行った者がࡾ࠶，一般消費者がᡤ᭷するロࣞࢵクス社のࢧブマ࣮ࣜࢼཬび࣮ࢩドࢗ

࢚ラ࣮のᩥᏐ┙(ุỴᩥママ)に「 C O M E X 」のロࢦධれຍᕤを⊂༨的に行い，ᕼᑡなࢲブ࣒࣮ࣝࢿ

の時計と⣮ࢃࡽしい商品をసฟし，ࡲた，࢜ࣜࣝࢼࢪの腕時計「ࣉロࣞࢵクス」に C O M E X の商

標を౑⏝してࢥメࢵクスの࢜ࣝࣕࢩ࢕ࣇライセンスをྲྀᚓしているとᐉఏしていた．

的౑⏝によって「Cࡾ஌ࡔた，ࡃでなࡾばかࡃの行為について，㟂せ者のㄗㄆをᣍࡽれࡇ O M E X 」

商標についてᙧᡂࡉれたロࣞࢵクス社のಙ⏝がẋᦆࡉれ，ࡲた「C O M E X 」の商標がᕼ㔘໬ࡉれ౯

್がᦆなࢃれるࡇとは明ࡽかࡔとして，本௳Ⓩ㘓商標は商標法 4᮲ 1㡯 7ྕの「බの⛛ᗎཪはၿ

Ⰻの㢼಑を害するおࡑれが࠶る商標」の↓ຠ⌮⏤にヱ当するとุ᩿ࡉれた．

ː.ˎ.ˑ ⴭྡ⾲♧ෑ⏝行為の஦௳

・J U NK M A NI A ஦௳ 22)23)

ࣝイࣦ࢕トンの商品を୰ྂ㉎ධして，モノࢢラ࣒⏕ᆅを⏝いて࢟ࣕࣉࢵやスニ࣮カ࣮にࣜメイ

クし，「R E M A K E 」や「 C U S T O M 」と明♧して㈍売していた行為について，ཎ告ࣝイࣦ࢕トンの

モノࢢラ࣒標❶をⴭྡな商品等⾲♧とㄆめ，ΰྠを⏕じࡏࡉるというせ௳の↓い୙ṇ➇த㜵Ṇ法

の 2᮲ 1㡯 2ྕⴭྡ⾲♧ෑ⏝行為にヱ当するとุ᩿した．

ː.ˏ ᅜෆの⿢ุ౛のศᯒ

ୖ㏙の࣮ࣁド࢙࢘࢔の改ኚに㛵する஦௳，ࣇࢯト࢙࢘࢔の改ኚに㛵する஦௳，消⪖品の෌⏕に

㛵する஦௳は，商標ᶵ⬟ㄽではなࡃ消ᑾㄽを᥇⏝した࢔スࢸカ஦௳ཬびฟᡤ㆑別ᶵ⬟のㄒを⏝い

てุ᩿したࣜࢢࢯラࣇ஦௳を㝖いて，いࡎれࡶ品㉁保ドᶵ⬟を害するとุ᩿ࡉれておࡾ，改造ᚋ

の商品の品㉁について商標権者が保ドするࡶのとのㄗㄆを⏕じࡏࡉないか，改造による୙ලྜが

商標権者の㈐௵による୙ලྜとㄗㄆࡉれないかというᇶ‽かࡉุ᩿ࡽれているࡶのがከい．

なお，W i i ஦௳や⬺⊹ i P h on e ஦௳はฮ஦஦௳で࠶るが，商標法 78᮲(侵害の⨥)が᮲ᩥୖ，商標

権を「侵害した」ࡇとをせồしているにࡶ㛵ࡑ，ࡎࡽࢃの「侵害」のෆᐜを，商標のฟᡤ⾲♧ᶵ

⬟・品㉁保ドᶵ⬟の㜼害の「༴㝤」のច㉳(ᶵ⬟を害するおࡑれ)で㊊ࡾるࡇのᇶ‽にはᢈุが࠶
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る れる᪂品の商ࡉた，品㉁保ドᶵ⬟の侵害のᇶ‽は商標権者による品㉁⟶⌮・保ドがᮇᚅࡲ．(24

品についてはཝ᱁にุ᩿ࡉれるࡁ࡭で࠶るが，୰ྂ品を୰ྂ品と明♧して㈍売するࡇとはฟᡤ⾲

♧ᶵ⬟を侵害ࡎࡏ商標権侵害に当たࡽないとゎࡉれているとࢁࡇ 25)，୰ྂ品の品㉁はඛのᡤ᭷者

の౑⏝等によࡾኚ໬するࡇとࡾ࠶ࡶ商標の品㉁保ドᶵ⬟がࡶとࡶとⓎ᥹ࡉれにࡃいࡇとかࡽ，改

造ࡉれた୰ྂ品を୰ྂ品と明♧して㈍売する場ྜは品㉁保ドᶵ⬟についてよࡾ⦆やかなᇶ‽でุ

と明♧していた「ࡳ῭クࢵࣁ」，れる．しかしࡽのと⪃えࡶれᚓるࡉ᩿ W i i ஦௳で「ࡳ῭⊹⬺」ࡶ

と明♧していた⬺⊹ i P h on e ஦௳でࡶ商標権侵害がㄆめࡽれておࡾ，「R E M A K E 」「C U S T O M 」と

の明♧をして㈍売していた J U NK M A NI A ஦௳では，ΰྠがⓎ⏕するྍ⬟ᛶが࠶るかྰかを㔜どࡏ

消ᑾㄽよってุ᩿したᑡしྂࡃ商標ᶵ⬟ㄽでな，ࡾにⴭྡ⾲♧ෑ⏝行為の୙ṇ➇தをㄆめておࡎ

い࢔スࢸカ஦௳でࡶ୰ྂ品を改造して転売する行為を商標権侵害とุ᩿しておࡇ，ࡾれࡽをཧ⪃

に⪃えると，「୰ྂ」「ࣜメイク」「カスࢱマイࢬ」「改造῭ࡳ」な࡝の品㉁がኚ໬しているࡇ

とを明♧するᡴ消し⾲♧が࠶ってࡶ，商品に௜ࡉれた商標がṧࡉれている㝈ࡾ改造品の㈍売はไ

㝈ࡉれるྍ⬟ᛶが࠶る．௚᪉でᵝࠎな商品の市場において㉎ධᚋにຍᕤࡉれた商品の転売は行ࢃ

れているᐇ᝟ࡶ㋃ࡲえたุ᩿がࡉれるᚲせがࡾ࠶，┿っⓑな T ントを᪋すຍࣜࣉの前㠃にࢶࣕࢩ

ᕤをして㈍売してࡶ，Tࢶࣕࢩのブランドのฟᡤ⾲♧ᶵ⬟や品㉁保ドᶵ⬟が害ࡉれるࡇとは㏻ᖖな

いというぢゎࡾ࠶ࡶ 26)，ලయ的な࣮࣮࣎ࢲラインのุ᩿が㞴しいとࢁࡇで࠶る．

れてࡉに改造する行為や，商標が௜ࡎࢃた，㢳ᐈのᡤ᭷≀を౫㢗にᛂじてᡤ᭷権の⛣転をకࡲ

いない改造⏝㒊品の㈍売はつไࡉれていないとࢁࡇ，消費者がᡤ᭷していた改造品が෌び市場に

ὶ㏻するࡇとは᝿ᐃࡉれ，改造ࡉれた商品を୰ྂとして㈍売するࡇとの᫝㠀について明☜なᇶ‽

が↓いࡲࡲで࠶ると୰ྂ市場におࡅる問題は」㞧໬してࡶࡃࡺのと⪃えࡽれる．≧ἣがᨺ⨨ࡉれ

ると商品が改造を前ᥦとした「⣲ᮦ」となってしࡲい権฼のኻຠや権฼℃⏝の୺ᙇによࡾ，商品

を改ኚする行為にᑐして商標権行౑が㞴しࡃなるࡇとにࡶὀ意がᚲせで࠶る．

ː.ː እᅜの近時の⿢ุ౛

消費者がᡤ᭷する商品を㡸かって改造する行為が商標権侵害に当たるかྰかについて，ᅜ㝿的

にุ᩿がศかれている．

㡑ᅜの知財㧗⿢は 2023年，ࢢࢵࣂಟ⧋ᴗ者が㢳ᐈかࡽ㡸かったࣝイࣦ࢕トンのࢢࢵࣂの⏕ᆅを

౑い，㢳ᐈか࣒࣮࢛ࣇࣜࡽ費⏝のྡ┠で௦㔠をཷࢢࢵࣂ，ࡾྲྀࡅや財ᕸを〇造していた࣮࢛ࣜࣇ

࣒行為について侵害をㄆめる⏬ᮇ的なุỴをした れ⮬యに஺᥮౯್がࡑᚋの〇品࣒࣮࢛ࣇࣜ．(27

，ゐれࡶるとして商品ヱ当ᛶをㄆめ，社஺の場で➨୕者が商品のฟᡤをΰྠする㉎ධᚋのΰྠに࠶

ಟ⌮の⠊ᅖを㉸えたኚ᭦について消ᑾㄽの㝈⏺を㏙࡭，商標権侵害を⫯ᐃした．

一᪉スイスの最㧗⿢は 2024 年，ロࣞࢵクスと腕時計カスࢱマイࢬᴗ者「 A r t i s a n s  d e  G e n e v e ( A d G

♫) 」の腕時計の改造をめࡄるッゴについて，時計のᡤ᭷者の౫㢗にᇶ࡙いて，ಶ人౑⏝を┠的と
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するᡤ᭷者に௦ࢃって時計を改造するࡇとは商標の㆑別ᶵ⬟を害ࡎࡉ侵害に当たࡽないとのุỴ

を下し，ࡲた A d G 社が௚ブランドの商標を౑⏝して，ブランドのチྍをᚓࡎに改造した〇品を㈍

売ཪはᐉఏするࡇとは㝈ᐃ的な౛እを㝖ࡁ⚗ṆするというุỴを下した 28)．

➨．れたࡉた，腕時計の改造転売について，⡿ᅜにおいて⯆味῝いุỴがなࡲ 5 ᕠᅇ༊᥍ッ⿢

ุᡤは 2024 年に，ロࣞࢵクスと，୰ྂ時計㈍売ᴗ者「 B e c k e r T i m e 」の改造転売に㛵するッゴで，

チᐜࡉれる改造，㢳ᐈ࡬告知するࡇとでチᐜࡉれる改造，⿬⵹に「 C U S T O M I Z E D  B Y  

B E C K E R T I M E 」と้༳するࡇとでチᐜࡉれる改造，チᐜࡉれない改造についてලయ的な࣮࣮࣎ࢲ

ラインをุ᩿した 29)．

なお，スイス・⡿ᅜの୧஦௳において，ロࣞࢵクスが改造行為をᢕᥱしながࡽ㏿やかに権฼行

౑をしなかったと⿕告が୺ᙇし，㔜せなதⅬとなった．

ˑ. メ࣮カ࣮が␃意すࡁ࡭Ⅼ

እᅜの஦౛をẚ㍑してࡶศかるように，改造に㛵する㆟ㄽは⌧ᅾ኱ኚ┒ࢇでࡾ࠶，ᅜによって

ุ᩿が␗なっている⌧≧が࠶る．商標権の消ᑾはᶓ὾で 9᭶に㛤ദࡉれたᅜ㝿会㆟「A I P P I ᅜ㝿⥲

会(2025)」の㔜せな㆟題の一つでࡾ࠶ 30)，改造品・ࣜメイク品の㈍売を商標権侵害とすࡁ࡭か，

⎔ቃ㓄៖を法的なุ᩿に࡝れࡅࡔᙳ㡪ࡏࡉるࡁ࡭かについて኱ࡁな㆟ㄽが࠶ったとࢁࡇでࡾ࠶，

௒ᚋࡶ時と場ᡤによって␗なる≧ἣが⏕ࡲれるࡇとをὀどするᚲせが࠶る．ࡲた，前ᥖのスイス・

⡿ᅜの୧஦௳で問題となったように，ཎ๎的には改造転売が商標権侵害をᵓᡂするとしてࡶ，権

฼行౑をㄆ㆑しながࡽᨺ⨨して㯲ㄆしていたとุ᩿ࡉれる≧ἣをసࡽないようὀ意するᚲせが࠶

る．改造を前ᥦとした商品を改造して転売してࡶ商標権侵害をᵓᡂしないと⪃えࡽれるとࢁࡇ前ᥖ

26)，腕時計が改造を前ᥦとした⣲ᮦとなって改造がチᐜࡉれるྲྀᘬᐇ᝟をసࡽないためには，ㄆ

㆑した改造転売行為をᨺ⨨ࡎࡏ，ᴗ⏺として┠的意㆑をࡶってᚲせにᛂじた権฼行౑を᳨ウする

すࣜスクをࡇ㉳ࡁとの஋㞳や⅖ୖをᘬࢬた，㐣๫な権฼行౑が消費者のニ࣮ࡲ．しいࡲとがᮃࡇ

Ꮞࡇࡴとにࡶ␃意し，⎔ቃ問題やカスᩥ࣒ࢱ໬にᚲせな㓄៖をしながࡽ，Ᏺるࡁ࡭とࢁࡇをᏲる，

୎ᑀなᑐᛂを行うࡁ࡭で࠶る．

˒. ᘬ⏝およびཧ⪃ᩥ⊩
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Consum e r  P syc hology, Vol. 22, No. 3, p p . 4 5 3- 4 60  ( 20 1 1 ) .

3) R࣭࣓イࢯン: 㢧♧的ᾘ㈝ࡢ⤒῭Ꮫ, 㕥ᮌಙ㞝，㧗ဴ⏨，ʟ 本ດ ヂ，ྡ ྂᒇ኱Ꮫฟ∧会，ឡ知，p . 1 4 1  

( 20 0 0 ) .
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4 ) ኱ᓮᏕᚨ䠈㫽ᒃᘯᚿ䠖カス䝍マイ䝊䞊䝅䝵䞁䛸ᾘ㈝⪅⾜ື䠈ྡᇛㄽྀ䠈➨ 1 3 ᕳ,➨ 4 ྕ, p p . 1 - 8  ( 20 1 3) .

5 ) h t t p s : / / p r t i m e s .j p / m a i n / h t m l/ r d / p / 0 0 0 0 0 0 0 65 .0 0 0 0 4 5 37 1 .h t m l

6) h t t p s : / / w w w .c a s i o.c om / j p / w a t c h e s / m y g s h oc k /

7 ) h t t p s : / / c i t i z e n .j p / f t s / i n d e x .h t m l

8 ) ᒾ஭⥤Ꮚ䠈ጒᑿሀ୍㑻䠈ఀ⃝ஂ⨾䠈ᐑ本⪽἞䠖䝃䞊䜻䝳䝷䞊䜶䝁䝜䝭䞊䛻䛚䛡䜛䛂カス䝍マイ䝈䛃䛸䛿ఱ䛛 :  ㈨

※ᚠ⎔⤒῭䛻䛚䛡䜛䝡䝆䝛スᴫᛕ䛻㛵䛩䜛୍⪃ᐹ䠈◊✲䞉イ䝜䝧䞊䝅䝵䞁学会ᖺḟ学⾡኱会ㅮ₇せ᪨㞟䠈➨ 37

ᕳ䠈p p . 7 32- 7 37  ( 20 22) .

9) ᑠ㔝ᫀᘏ䠖 ᪂䞉ὀゎ ၟᶆἲ ୖᕳ䠈㟷ᯘ᭩㝔䠈ᮾி䠈p . 22- 24 ( 20 1 6) .

1 0 ) ุ᭱ᖹᡂ 1 8 ᖺ 1 1 ᭶ 8 日( ᖹᡂ 1 8 ( ཷ) 8 26)

1 1 ) ᮾிᆅุᖹᡂ 4 ᖺ 5 ᭶ 27 日( ᫛࿴ 63( 䝽 ) 1 60 7 )

1 2) ᮾிᆅุᖹᡂ 1 0 ᖺ 1 2 ᭶ 25 日( ᖹᡂ 6( 䝽 ) 5 5 63)

1 3) ᮾி㧗ุᖹᡂ 1 2 ᖺ 4 ᭶ 25 日( ᖹᡂ 1 1 ( 䝛 ) 8 36)

1 4 ) ᮾிᆅุᖹᡂ 1 4 ᖺ 2 ᭶ 1 4 日( ᖹᡂ 1 2( 䝽 ) 26233)

1 5 ) ᮾிᆅุᖹᡂ 1 7 ᖺ 1 2 ᭶ 20 日( ᖹᡂ 1 7 ( 䝽 ) 8 928 )

1 6) ྡྂᒇᆅุᖹᡂ 24 ᖺ 2 ᭶ 29 日( ᖹᡂ 23( 䜟) 21 97 )

1 7 ) ྡྂᒇ㧗ุᖹᡂ 25 ᖺ 1 ᭶ 29 日( ᖹᡂ 24 ( 䛖) 1 25 )

1 8 ) ༓ⴥᆅุᖹᡂ 29 ᖺ 5 ᭶ 1 8 日( ᖹᡂ 28 ( 䜟) 1 7 91 )

1 9) ᮾி㧗ุᖹᡂ 1 6 ᖺ 8 ᭶ 31 日( ᖹᡂ 1 5 ( 䝛 ) 8 99)

20 ) ኱㜰ᆅุᖹᡂ 26 ᖺ 1 ᭶ 1 6 日( ᖹᡂ 24 ᖺ( 䝽 ) 8 0 7 1 )

21 ) ᮾி㧗ุᖹᡂ 1 7 ᖺ 1 ᭶ 31 日( ᖹᡂ 1 6( ⾜䜿) 21 9)

22) ᮾிᆅุᖹᡂ 30 ᖺ 3 ᭶ 26 日( ᖹᡂ 29( 䝽 ) 5 4 23)

23) ▱㈈㧗ุᖹᡂ 30 ᖺ 1 0 ᭶ 23 日( ᖹᡂ 30 ( 䝛 ) 1 0 0 4 2)

24 ) ྜྷᕝ཭つ䠖スマ䞊ト䝣䜷䞁䛾 O S 䛻ᑐ䛩䜛ᨵኚ䛸ၟᶆᶒ౵ᐖ⨥䛾ᡂྰ䛻䛴䛔䛶䇷༓ⴥᆅุᖹᡂ 29 ᖺ 5 ᭶ 1 8

日ุ౛時ሗ 2365 ྕ 1 1 8 㡫䇷䠈ᚨᓥᩥ⌮኱学◊✲⣖せ䠈➨ 98 ᕳ p p . 8 9- 97 ( 20 1 9) .

25 ) ኱㜰ᆅุᖹᡂ 1 5 ᖺ 3 ᭶ 20 日( ᖹᡂ 1 4 ( 䝽 ) 1 0 30 9)

26) すᮧ㞞Ꮚ䠖䝣䜯䝑䝅䝵䞁ศ㔝䛻䛚䛡䜛ၟᶆᶒ䛾ᾘᑾ䛻䛴䛔䛶䛾⪃ᐹ䇷䝸メイク䜢㢟ᮦ䛻䠈䝟䝔䞁ト䠈➨ 7 6 ᕳ䠈➨

1 ྕ䠈p p . 5 9- 68 ( 20 23) .

27 ) H i g h  C ou r t  of  I n t e lle c t u a l P r op e r t y , K or e a  20 23Na 1 1 28 3

28 ) A r t i s a n s  d e  G e n e v e  S A  c on t r e  R ole x  S A , T r i b u n a l f é d é r a l, 4 A  1 7 1 / 20 23, A r r ê t  d u  1 9 j a n v i e r  20 24 .

29) R ole x  W a t c h  U S A , I n c . v . B e c k e r T i m e , L .L .C ., No. 22- 1 0 8 66 ( 5 t h  C i r . 20 24 ) .

30 ) ỤᖭዉṌ䠈㟷ᮌ༤㏻䠖㆟㢟 294 ( ၟᶆ) ၟᶆᶒ䛾ᾘᑾ䠈A I P P I 䠈➨ 7 0 ᕳ䠈➨ 6 ྕ䠈p p . 5 2- 65  ( 20 25 ) .
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ノ࣑࣮の࢟࣍ンࢥラ࣮࢚࣮ࣗ࢟ࢧ

「ᣢ⥆ྍ⬟な⤒῭をᐇ⌧する஦ᴗ」とは㸽

講ᖌ ᐑཎ ఙᮁ Ặ

ᰴᘧ会社ࢱ࣑࢔ ྲྀ⥾ᙺ

ཧຍ⪅㸸

12 ྡ 㸦ṇ会員 8 ྡ，㈶ຓ会員࣭一般 4 ྡ，Ꮫ⏕会員 0 ྡ㸧

ン時計㸦ᰴ㸧ࢬࢳࢩ 7 ྡ㸦ṇ会員 4 ྡ，一般 3 ྡ㸧

(ᰴ)ࢳࢵ࢛࣮࢘ࢥイࢭ 1 ྡ㸦ṇ会員 1 ྡ㸧

ン㸦ᰴ㸧ࢯࣉ࢚࣮ࢥイࢭ 1 ྡ㸦ṇ会員 1 ྡ㸧

東京ᕤᴗᑓ㛛Ꮫᰯ 1 ྡ㸦ṇ会員 1 ྡ㸧

時計㸦ᰴ㸧࣒ࢬࣜ 2 ྡ㸦ṇ会員 1 ྡ，一般 1 ྡ㸧

ྖ会 ⴗ⏣ ᣅྐ 䝅䝏䝈䞁時計ᰴᘧ会♫ 時計㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊௻⏬ᐊ

日時 20 25 ᖺ 4 ᭶ 1 1 日 ( 㔠) 1 4 : 0 0 䡚 1 5 : 5 0

ሙᡤ ୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 2 号㤋〇ᅗᐊ ཬ䜃䜸䞁䝷イ䞁䛻䛶㛤ദ

༠㈶学会 ( බ♫) ⢭ᐦᕤ学会䠈 ( ୍♫) 日本ᶵᲔ学会䠈 ( ୍♫) 日本ロ䝪䝑ト学会

ㅮ₇ᴫせ 䝃䞊䜻䝳䝷䞊䜶䝁䝜䝭䞊䛸䛿䠈㈨※䛾ຠ⋡ⓗ䛺฼⏝䛸ᗫᲠ≀䛾᭱ᑠ໬䜢┠ᣦ䛩⤒῭䝰

䝕䝹䛷䛒䜚䠈ᣢ⥆ྍ⬟䛺♫会䛾ᐇ⌧䛻ྥ䛡䛯㔜せ䛺䜰䝥ロ䞊䝏䛷䛒䜛䠊本ㅮ₇䛷䛿䠈

ලయⓗ䛺஦౛䜢஺䛘䛺䛜䜙䠈䝃䞊䜻䝳䝷䞊䜶䝁䝜䝭䞊ᇶ本ᴫᛕ䛸䠈௻ᴗ䛜䛹䛾䜘䛖䛻䛧䛶

䝃䞊䜻䝳䝷䞊䜶䝁䝜䝭䞊䜢ᑟධ䛧䠈ᣢ⥆ྍ⬟䛺䝡䝆䝛ス䝰䝕䝹䜢ᵓ⠏䛷䛝䜛䛛ゎㄝ䛧

䛯䠊

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

◊✲会ሗ࿌

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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サーキュラーエコノミーとは

E U では，20 1 0 年の欧州環境閣僚非公式理事会以降，R e s ou r c e  E f f i c i e n c y （資源利用を最小限に抑える

こと）に関わる政策について活発に議論され，20 1 5 年には循環経済に関する新しい政策パッケージが

採択された．それまでは地下資源を採ってつくって捨てるリニアエコノミーの経済モデルが一般的で

あったが，3R （リデュース・リユース・リサイクル）を基盤とするリユースエコノミーを経て，サー

キュラーエコノミー（以下，C E ）が誕生した．リユースエコノミーでは廃棄物の一部を再資源化する

循環モデルが生まれていたが，地下資源を採掘・利用し，最終的に廃棄する構造は変わらなかった．

C E では，地下資源の利用を抑え，地上にある資源を循環させ続けるため，製品の設計時点で資源の再

利用を前提とする考えが生まれた．「モノが生産・消費されなければ経済が停滞する」「経済成長の

代償として環境負荷が増大する」という従来的な考えから脱却し，環境負荷と経済成長を分離させ，

持続可能な成長を実現するための新たな経済モデルが C E である．日本政府は，20 30 年までに C E 関連

のビジネス市場を現在の 5 0 兆円から 8 0 兆円以上の規模に成長させる目標を掲げており，注力をして

いる分野である．

バタフライダイアグラム（蝶形図）

作成：アミタ

上述のバタフライダイアグラムは，エレン・マッカーサー財団によって提唱された，C E の概念を視覚

的に表現した図である．このダイアグラムは，資源の循環を「技術的サイクル（右側）」と「生物的

サイクル（左側）」の 2 つに分けて示しており，それぞれの資源の流れと循環の仕組みを明確に描い

ている．技術的サイクルでは，主に地下資源などの枯渇性資源を原材料として製品が製造される．こ

れらの製品は，使用された後，寿命を延ばすためにメンテナンスや修理が行われ，その後再使用（リ

ユース），再製造（リマニュファクチャリング），最終的にはリサイクルへと段階的に資源が循環す
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る．これらの循環は，ダイアグラムの஦ৼにۛいΆどエネルάー負荷がఁく，資源の循環ްིが߶い

ため，可能な限り಼側の循環を༑઎することが๮ましい．

一๏，生物的サイクルでは，再生可能資源༟来の製品が使用された後，生͟みなどの༙ؽ物をコンϛ

スφ化してౖৗにؒݫしたり，バイΨ೫料として活用したりすることで，ࣙષ環境の஦で資源が循環

する．さらに，バイΨケミカル原料のபड़や，೸ࣄ・ۂڕ・ۂ料化などを௪ͣて，生物ݏへの資源の

．が図られるݫؒ

このバタフライダイアグラムが示す C E の 3原ଉは，以下のとおりである．

1 . 廃棄物とԜઝをड़さないように設計すること

従来の 3R は廃棄物がड़た後のଲԢに঱点を౲てていたが，C E ではそ΍そ΍廃棄物がड़ない

ように製品設計することが基本となる．

2. 製品と原材料を可能な限り長く使い続けること

製品や部品を一ౕ限りで使い捨てるのではなく，܃りศし使用・再利用することにより，資

源のՃ஍をң持し続けることが॑གྷである．

3. ࣙષのεステムを再生させること

生物的サイクルの活用を௪ͣて，ࣙષ環境をଝなうのではなく，それを再生・再循環させる

ことがٽめられる．

なͧۂةは C E を経Өに౹߻するචགྷがあるのかʃ

前段でմઈしたバタフライダイアグラムは，資源の最న利用と持続可能な循環を実現するための考え

๏をରܧ的に示す΍のであり，C E を理մする上で非৙に༙用なモデルである．その上で，ۂةは C E

の理մにとどまらͥ，この概念をどのように経Өにखり೘れるかを考えることが，より本࣯的な՟ୌ

となる．C E はୱなる環境ଲ策ではなく，ۂة活ಊの持続性やڟ૬力޴上に௜݃する॑གྷなགྷોであり，

経Өકྲྀレϗルでのखり組みがਬওされる．そこで，C E の۫ର的な実ભ๏๑に೘る前に，ۂةが C E

を経ӨકྲྀとしてҒ஖Ͱける΄͘理༟について，2点をڏげる．

ᶅ 持続可能な経Өを行うため

C E は，ޫـ変ಊへのଲԢとືંに関ܐしている．ޫـ変ಊが΍たらすਭ֒やҡ৙ـে，資源Ճ֪の߶

ಇやڇڛ੏༁といったリスクは，事ۂ活ಊの஦இや資源ڇڛの෈҈ఈ化をডく可能性がある．ྭ えば，

原材料を一࣏資源にғଚした௒ୣ構造のままでは，サϕライチΥーンの੉இや原材料が෈ଏしたࡏに

૥غ෰ڈがೋしくなる．C E の概念をखり೘れ，再生資源の活用や෵਼の循環的な௒ୣルーφを確ฯす

ることで，௒ୣリスクの分ࢆや事ܩۂ続性のک化につながる．
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これは時計ۂֆにおいて΍ݶえることである．時計の製造にචགྷな資源は，֐಼ࠅの߁൥なサϕライ

チΥーンを௪ͣてڇڛされており，レアメタルなどのسঙ資源をචགྷとする場໚΍ଡい．これらの資

源は，ۛ年੊ֆ的な資源枯渇リスクの߶まりとと΍に，ڇڛの҈ఈ性がڶかされているয়ڱにある．

また，枯渇性資源ͫけでなく，ธࠅや஦ࠅをはͣめとする大ࠅの関੭ી஖や地政ָ的なଲཱིなどがགྷ

Ҿとなり，グϫーバルサϕライチΥーンのࠠཛྷや，ಝఈ資源へのアクιス੏限が生ͣている．こうし

たয়ڱの஦で，従来の௜તܗの経済モデルをң持することは，΍はや持続可能とはいえない．そのた

め，時計ۂֆにおいて΍，ಝఈ資源へのғଚౕを下げるとと΍に，ો材や部品の再利用・再製造，製

品の長寿命化といった C E 的なखり組みを਒めることは，ࠕ後の事ܩۂ続とڟ૬力ң持の伶となる．

ᶆ E S G 経Өにචགྷな脱୺ોとࣙષ再ڷにӪڻを༫えるため

ۛ年，E S G 経Өは΍はや一部の઎਒ͫۂةけのखり組みではなく，持続可能な成長を目ࢨすۂةにと

って標६的な経Өの࿰組みとなりつつある． E S G 経Өとは，環境（ E n v i r on m e n t），ऀ会（ S oc i a l），

Ϊバナンス（G ov e r n a n c e ）の 3གྷોを॑視する経Өの࿰組みであり，ۂةはこれらを౹߻的にଌえるこ

とがٽめられている．環境（ E n v i r on m e n t）のなかで΍ಝに॑གྷ視されている資源循環（サーキュラー

エコノミー）とࣙષ再ڷ（ネイチャーϛジテΡϔ），脱୺ો（カーϚンニューφラル）の 3 つの྘Ү

は，それぞれがಢཱིした΍のではなく，૮ޕに関連し߻う構造となっている．

作成：アミタ
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C E は，3྘Үを݃;つける「ڠ௪のघ段」としてؽ能する΍のであり，循環ܗのखり組みを௪ͣて，

脱୺ોの実現やࣙષ資本の再生に΍ر༫することがで͘る．

あるڂݜによれば，脱୺ોの実現に޴けたखり組みのうͬ，およそ 4 5 % は C E によってୣ成が可能ͫ

とされており，製品の長寿命化，再利用，リサイクルといった循環的घ๑の಍೘が，脱୺ોऀ会の実

現に޴けたۅめて༙ްなघ段となる．

ड़ఱ：エレン・マッカーサー財団

さらに「ࣙષ再ڷ」において΍，C E は॑གྷなघ๑とされている．従来は，生ସܧのฯસを目ࢨすखり

組みが主であったが，これからはࣙષ資本のଝࣨをࢯめるͫけでなく，յ෰・再生し，ਜ਼ັでϕラス

に఺ͣることがٽめられている．そのࡏ C E は，ࣙષへの負荷をఁݰしながら，ࣙષ資本を再生可能な

かたͬで利用するためのްՎ的なアϕϫーチとなる．

ड़ఱ：環境঴
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このように，資源循環・脱୺ો・ࣙષ再ڷという 3྘Үにおいて，C E はڠ௪の๏๑論としてؽ能して

おり，いͥれか 1 つにアϕϫーチするのではなく，౹߻的に実ࢬすることでްՎを最大化することが

で͘る．

日本の C E に関する๏ਓ

資源の๣しい日本にとって，C E は持続可能な経済モデルとして大͘な可能性をඁめたビジネス分野で

あり，日本政府΍ C E へのҢ行の॑གྷ性を明ݶしている．ಝにీ؝ड૮（౲時）は，地๏活性化の؏点

から΍その༙ް性をک௒しており，߶ౕな技術と地Үື஥ܗの資源循環を組み߻わせることで，地Ү

経済の活性化につながるとࢨఢしている．௜ۛでは，2024年຦に循環経済に関する閣僚会議が֋࠷さ

れ，循環経済の॑གྷ性をک௒した上で「循環経済へのҢ行Յଐ化パッケージ」が݀ఈされた．このパ

ッケージに基Ͱ͘，ྫ࿪ 6 年ౕึਜ਼༩ࢋにおいては，૱ֻ༁ 779 Ա円が CE 関連ࢬ策にै౲されるこ

ととなった．こうしたࠅの੏ౕ的・財政的ࢩԋをഐܢに，廃棄物ॴ理ंۂ・リサイクル事ंۂ・製造

し，CEの構஛をՅଐさせるखり組みが਒めܠメーカー・࣑ࣙରなど，ଡ༹な主ରがԥஇ的に分野連ۂ

られている．ࠕ後は，このような公的ࢩԋを最大限活用しつつ，ۂةがࣙऀの事ۂモデルにଊした形

で，۫ର的な実ભにಁみड़すことがٽめられる．
また，地Үレϗルにおいて΍ಋ༹のಊ͘が߁がりつつある．֦࣑ࣙରでは，CEਬ਒のためのモデルケ
ースが਼ଡく૓ड़されており「CE౐市モデル௒ࠬ」など，地Ү実ૹに޴けた௒ࠬ・ৄݗ΍実ࢬされて
いる．その݃Վ，地ҮୱҒで循環ܗ経済をਬ਒する࣑ࣙରの਼は஥実に増Յしている．

C E ϖのखり組み๏

では，ۂةはどのように C E を経Өにखり೘れることがで͘るのか．前提எࣟとマインχιッφとして

経済ָंύーマン・デイリーが提唱した「資源利用の 3 原ଉ」とアミタが考えるߊめとगりのྈકྲྀ

の౹߻について়ղする．

ʕ「資源利用の 3原ଉ」

ύーマン・デイリーの 3原ଉとは，以下のとおりである．

1 . 再生可能資源の使用ଐౕは，その資源の再生ଐౕを௔えてはならない．

ਭなど，ࣙષの再生が可能な資源については，その再生可能なスϒーχを௔え，ྪڗ，ྜྷਁ

て利用してはならない．գ৔な利用は資源の枯渇や環境の෈҈ఈ化をডく．

2. 「枯渇性資源」の消費ଐౕは，再生可能な代଺資源が生まれるଐౕを௔えてはならない．

੶་や߯物といった枯渇性資源にғଚする場߻には，それに代わる持続可能な資源の֋発が

௧いつかないまま消費し続けることは，গ来的なڇڛリスクを߶める．
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3. 「Ԝઝ物࣯」のഋड़ଐౕは，環境がԜઝ物࣯をໃ֒化で͘るଐౕを௔えてはならない．

大ـ，ਭ，ౖৗにଲするԜઝ物࣯のഋड़が，ࣙષの৞化能力を௔えた場߻，環境ഃշが෈可

．れがあるڬ的に਒行するٱ

これら 3 原ଉは，地ځの環境फ༲力を௔えない持続可能な経済活ಊのための基盤的な考え๏であり，

C E を実ࢬするࡏは，事ۂの変ַを؜めたൊ本的なݡ௜しがٽめられている．

ʕगりとߊめのྈકྲྀの౹߻

C E にखり組΋ことは「現在の製品製造・൤ജといったビジネス活ಊをܩ続しつつ，そのためにචགྷな

資源利用を循環ܗへと఺׷すること」ͫけではない．ಋͣ製品や事ۂをܩ続させることͫけはなく，

循環ܗの新規ビジネスを૓ड़するなど，いわΑる「गり」と「ߊめ」のྈકྲྀをਬ਒していく視点が

॑གྷである．ྭえば，従来のଲॴྏ๑ܗサステナビリテΡਬ਒では，現在の製品・サービスの௒ୣ・

製造・൤ജ・廃棄の֦段階において，資源ްི化やコスφఁݰを௧ٽしつつ，使用後のన઀なॴ分を

行うことが஦ৼであった．しかしࠕ後，従来とಋͣようにಋ一の製品・サービスを提ڛし続けること

が可能かどうかは෈ಃ明である．௒ୣ・製造・廃棄といった部分的な޽ఖのみを循環ܗに変えるͫけ

では，ਇのқັでの C E とはݶえないͫΘう．

Յえて，これまでの環境へのखり組みのଡくは，๑規੏ଲԢや௒ୣリスク؇理といった「गり」の؏

点に॑点を஖いて͘た．ࠕ後は，新市場の֋୕やعଚٮޒを؜΋ٮޒとの関ܐ性ک化といった「ߊめ」

の視点をखり೘れることが෈可ܿとなる．すなわͬ，環境負荷ݰࡡなどのրવ的アϕϫーチをܩ続し

ながら，経済的インパクφの଎ఈ΍視野に೘れた循環ܗ事ۂの設計がٽめられる．「गり」と「ߊめ」

のྈકྲྀは時に૮ൕする場߻΍あるが，この 2 つをಋ時にਬ਒することによって，サϕライチΥーン

の҈ఈ性޴上や，ۂةが長غ的に利ӻを生みड़し続ける仕組みの構஛が可能となる．いͥれ΍持続的

なۂةՃ஍૓造にとって॑གྷである．

上述のஎࣟ・ଌえ๏を抑えた上で，࣏に C E の実ભ๏๑をմઈする．C E の実ભにあたり，バタフライ

ダイアグラムが示す 3原ଉ（①廃棄物をड़さない設計をすること，②製品や資源を可能な限り長ؔغ

循環利用すること，③ࣙષの仕組みから஥૟をಚること）にՅえ，ްՎ的なકྲཱྀིҌには「θームイ

ン」と「θームアΤφ」のࢧ考๑が༙用である．θームインは，ો材ಝ性やリサイクルన性，Յ޽性

など，技術的གྷોに਄くಁみࠒ΋分ੵであり，ϕラスチックやۜ଒資源の再利用可能性඲Ճなどがそ

のྭである．一๏，θームアΤφは，製品ライフサイクルસରやサϕライチΥーン構造を၈ᛎし，ऀ

会的・経済的Ӫڻ΍؜めて඲Ճする視点である．ྈंをԡ෰しながらݗ౾を਒めることで，循環ܗビ

ジネスモデルの構஛はより実ް性を߶める．
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こうしたࢧ考モデルのࢂ考となる΍のの一つに，アクιンチュアऀが提唱する 5 つの循環ܗビジネス

モデルがある．୊ 1 は，再生可能資源やリサイクル材の利用により௒ୣリスクとコスφをఁݰする「循

環ܗサϕライ」．୊ 2 は，յफ・リサイクルを前提とした設計やモノマテリアル化，再資源化用౏の

֋発を行う「յफとリサイクル」．୊ 3 は，ଳٳ性޴上やメンテナンス，アッϕグレーχによる「製

品寿命の延長」であり，長غ的ٮޒ関ܐのң持に΍ر༫する．パタβニアऀのように製品の長寿命化

とϔランχՃ஍のک化をྈཱིさせる事ྭはその代表である．୊ 4 は，۫޽などՖಉིのఁい製品を෵

਼ਕで༙ڠする「εΥアϕラッφフΧーム」．そして୊ 5 は，ॶ༙ではなく利用を提ڛする「サービ

スとしての製品（P r od u c t  a s  a  S e r v i c e ）」であり，サϔスクリϕεϥンܗや従ྖ՟ۜܗなどの形ସをと

る．これらのモデルは૮ޕഋଠ的ではなく，組み߻わせることで循環性とफӻ性をྈཱིで͘る可能性

が߶まる．

作成：アミタ

的߻౹ਓとしつつ，θームインとθームアΤφをൕ෰し，෵਼のビジネスモデルをࢨ原ଉをࢀはۂة

にన用することで，持続可能かつڟ૬力のある事ۂ構造を確ཱིで͘る．

事ྭ়ղ

ここからは，۫ର的な C E の実ભ事ྭを়ղする．

・Ψランダのφリバンऀによるք༺ϕラスチック再利用時計製造

ಋऀはスイスのۂةと連ܠし，ք༺からյफされたϕラスチック͟みを分พ・ഃࡇ・જ৞した後，ଢ

ཇエネルάーを用いてビーθয়ો材へՅ޽し，時計の原料として再利用している．本事ྭは前段で়
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ղした C E のビジネスモデル分ྪにおいて「յफとリサイクル」に֚౲し，廃棄物を資源へと再఺׷す

るఱܗ的घ๑を示す΍のである．ք༺環境ฯસと製品Ճ஍૓ड़をಋ時にୣ成する事ྭとして注目に஍

する．

・ΨランダのフΥアフΧンऀによるスマーφフΧン長寿命化

ಋऀ製品はસパーςが D I Y でި׷可能な設計となっており，ユーδーࣙらが修理し，長ؔغ使用する

ことを可能にしている．このखり組みは「修理するݘ利」の۫現化であり，消費ंがࣙらのॶ༙物を

修理・延命するݘ利を持つという理念をର現している．部品ި׷の༲ҝ性は製品の寿命延長をଇ਒し，

資源消費のݰࡡとుࢢ廃棄物発生抑੏にر༫する．

・コマςऀの産ۂ用ؽփリマニュファクチャリングモデル

ಋऀはఈ׷ިغでյफしたコンϛーネンφを，新品ಋ౵の品࣯・性能によみがえらせ提ڛする「リマ

ン」事ۂをఴ֋している．॑ؽには I oT ιンサーを౧ࡎし，Ֆಉয়ڱやҒ஖৚ๅを৙時モニタリング

することで，న઀なタイミングでアフターサービスを提ڛ可能としている．これにより，ؽփの性能

を長ؔغң持し「॑ؽが߶性能のままՖಉする時ؔ」というՃ஍を提ڛしている．本モデルは製品寿

命の延長と資源再利用をྈཱིさせるྭ޹である．

これらの事ྭはいͥれ΍「モノをജる」から「ؽ能やՃ஍を提ڛする」へと発૟を఺׷し，ಋ時に資

源ްིの޴上や廃棄物ݰࡡを実現している点がڠ௪している．製造ۂからサービスۂ，そして循環ܗ

経済へのεフφを示す॑يな実ྭといえる．

ここまで事ྭをިえながら「提ڛՃ஍」のଡ༹性とその఺׷の॑གྷ性について述΄て͘たが，ここか

らは時計の提ڛՃ஍についてݗ౾してい͘たい．一般的に，࿻時計のՃ஍は時ؔの؇理やްི化とい

ったؽ能にあると考えられがͬである．しかし，実ࡏにはؽ能性や利ส性にՅえ，テクノϫジーとַ

新のে௅，߶څ品としての地Ғやステータス，৮ਕ技術やఽ౹のՃ஍，ファッεϥンやࣙހ表現，״

৚的Ճ஍，ࣙހ؇理やモチϗーεϥン޴上，時ؔқࣟのଇ਒など，ଡ໚的なՃ஍がଚ在する．

これらのՃ஍のଌえ๏はਕによってҡなり，ಋͣՃ֪であって΍߶いとͣ״るか҈いとͣ״るかは，

そのਕが॑視するՃ஍؏にғଚする．ྭえば，ຬิ計やৼധ਼などଡؽ能な時計は，一般的な時計よ

りՃ֪が߶くと΍，ݺพにحؽをഛうよりおಚͫとͣ״て߬೘するਕ΍いる．॑གྷなのは，1 つの製品

が༙するଡ໚的なՃ஍を可視化することで，消費ंがଲՃをࢩ෹うಊؽを߶めたり，その製品をཋし

いとࢧうタイミングをͥらしたりで͘る点である．ྭえば 1 つの時計で΍，最新Ӹの新品をཋしいと

考えるਕ，য়ସのྒྷい஦ݻ品でྒྷいと考えるਕ，ファッεϥンに߻わせて一時的にਐに஥けたいと考

えるਕそれぞれにଲして，新品൤ജ・್࣏流௪・レンタルなど，ଡ༹なニーθにԢえる್॑॑ࢀのՃ

஍提ڛが可能になる．
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提ڛՃ஍の఺׷とは，ୱに製品のؽ能を૎ٽするのではなく，生活ंがڙणしているଡ༹なՃ஍を再

構஛し提示することであり，C E のชຼにおいて΍，この「Ճ஍とはՁか」を໲い続けるࢡ੐が，持続

可能でڟ૬力のあるビジネスをఴ֋する上で෈可ܿである．

C E における市場の՟ୌʹバタフライダイアグラム

これまで C E の実ભ๏๑と事ྭを়ղして͘たが，C E を実行する上でよく生ͣる՟ୌがある．以下の

図は，C E における現য়՟ୌを，バタフライダイアグラムの構造にԌって੖理した΍のである．バタフ

ライダイアグラムは，資源の循環ްིの最大化を目ࢨす「಼側の円」と，利用෈可能となった資源に

Ճ஍を෉༫する「֐側の円」の 2 つの視点から構成される．これらの 2 つの円をಁまえ，஦ԟに「経

済߻理性」「技術的՟ୌ」「ऀ会的ण༲性の෈ଏ」「๑規੏の੖ඍ」という 4 つの՟ୌ྘Үを設ఈす

る．

作成：アミタ

これらの՟ୌを෵߻的かつ౹߻的にմ݀することで，新たな市場を֭ಚし，ڟ૬༑Ғを確ཱིすること

がで͘る．しかし，これらはどれか一側໚ͫけで΍，まと΍に߻͘޴ってྡめばմ݀に૮Ԣの時ؔや

費用をགྷする上に，ྭえばリサイクル技術を߶ౕ化して΍，そ΍そ΍յफするスキームがないといっ

たように，՟ୌಋ࢞が෵ࡸにཙまり߻っていること΍ঙなくない．մ݀の伶は，これまでմઈして͘

たθームイン/アΤφの視点，ଡֱ的なビジネスモデルݗ౾，提ڛՃ஍の఺׷の考え๏を಍೘し，՟ୌ

を一つͥつでなくあえて౹߻的にଌえて，いかに従来のビジネスモデルにおける「౲たり前」から脱

却で͘るかにある．
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最後に「持続可能であるとは，変化し続けること」

上述の௪り，C E の実ભはଡくの場ع，߻ଚモデルからのパラダイムεフφを൒う．しかし，ۂةが新

たなखり組みにಁみड़そうとするࡏには，いわΑるイノϗーεϥンのジレンマに௜໚することがある．

գڊの成ޯରݩへのࣧݽや，୻غ的な利ӻ最大化のѻ力によって，߻理的に新しいேકが൳ఈされて

しまう場߻΍ঙなくない．

そのようなۃ໚では，一時的に利ӻがݰঙしたとして΍，それを「コスφ」ではなく長غ的なۂةՃ

஍޴上に資する「౦資」としてଌえられるかどうかが，қ݀ࢧఈの伶となる．この೟ࣟがあれば，た

とえ一時的に費用がかかって΍，הՃや採用力，ϔランχ力の޴上など，ଲްՎをଡ໚的に඲Ճで͘

る．また，新たなखり組みがਇの成Վを生΋ためには，経済的Ճ஍ͫけでなく，環境的・ऀ会的Ճ஍

など෱߁いՃ஍؏の༙ڠとଡ༹な඲Ճ࣢を設けることが෈可ܿである．

୻غ的な時ؔ࣢や現在のサϕライチΥーンのްི性ͫけに目を޴けていると，やがて限ֆにಧ͘౲た

る可能性がある．持続可能な変ַを実現するためには，஦長غ的な視点やεステムસରの再設計を視

野に೘れることがٽめられる．C E は੏༁ではなく新たなՃ஍૓造のؽ会であり，そのਬ਒は，事ۂの

持続可能性を確ฯし，レジリエンスをඍえた変化し続ける組৭を構஛するための経Өકྲྀである．持

続可能な経Өの実現に޴けて，ͧͽこの考え๏を前͘޴にखり೘れていたͫ͘たい．
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࣯ٛ・Ԣ౶

࣯໲：φランϕ大౹྘のӪڻは大͘く，環境・C E をਬ਒していたۂة΍౦資を߉えるಊ͘がݡられるよう

ですが，ۂة経ӨにおいてどのようなϐンφがಚられるでしΒうか．

յ౶：カーϚンニューφラルのಊ͘は৚ๅ֋示を目的とした΍のであり，ྮ੫にۅݡめることが॑གྷ

です．ٱ෫となるಊ͘΍，リスクとしてଌえるのではなく，΋しΘؽ会とଌえ，本࣯的なखり組

みを਒めることが॑གྷです．ؽثは૥まる可能性΍ありますので，૥めにଲ策に஥घされること

をおשめいたします．

࣯໲：時計は製品寿命が長く，あるқັで༑౵生的なঐ品ですが，طの஦にฯ؇されてリサイクルさ

れにくい側໚΍あります．こうした՟ୌに上घにアϕϫーチしているۂֆはどのような΍のでし

Βうか．

յ౶：ྭとしては，パタβニアがڏげられます．ಋऀは「新しい΍のはഛわないで」といったメッι

ージを発৶し，修理や長く使うことをਬওしています．こうしたखり組みにより，ナラテΡϔ（物

的なつながりが生まれ，݃Վとしてファンになってغとの長ۂة性）が෉Յされ，ユーδーとޢ

いたͫけます．

࣯໲：C E に関ৼの߶いۂֆはどのような΍のでしΒうか．

յ౶：ࣙಊऄۂֆがその一ྭです．一๏で，ৱ品ۂֆはύーχルが߶いとͣ״られること΍あります．

時計ۂֆはϔランχが非৙に॑གྷであり，ਬ਒す΄͘ۂֆの一つと考えられます．デジタル製品

のパス（φレーサビリテΡ৚ๅ）を時計に౧ࡎすること΍ݗ౾してみてはいかがでしΒうか．

࣯໲：C E をਬ਒していくਕ材のү成については，どのように਒めるのがよいでしΒうか．

յ౶：まͥ，経Өंࣙਐがそのようなマインχを持つことが非৙に॑གྷです．ऀ会にଲして݊સなث

を持ͬ，そのմ݀策として״ؽ C E をҒ஖෉けることがٽめられます．ྭえば，C S O （チーフサ

ステナビリテΡ・ΨフΡサー）を設஖するۂة΍あり，そのためのگү΍実ࢬされています．

．められていますٽけることが޴理性ͫけでなく，ऀ会的Ճ஍に目を߻の時代は，経済的ࠕ C E

活ಊを౦資とଌえ，ファンを作りड़し，利ӻではなくࠄ߁ઑఽ費の一部とみなすことをਬওいた

します．ۂةୱରͫけでなく，ྭえば地Үऀ会への߫ݛなど，視࠴を߶めて၈ᛎ的にଌえること

がで͘るۂةを目ࢨしていたͫ͘たいとࢧいます．

ଠに΍ୖࢃの࣯ٛԢ౶や৚ๅި׷が行われたが，ࢶ໚の౐߻によりׄѬさせていたͫく．

                               以上
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AIࢆ฼ά⏝ࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡍンᢏ⾡ࡢ㧗ᗘ໬࡜ᒎᮃ

-ᮦᩱຍᕤ࢔ࣜࢸ࣐ࡽ࠿ルࢬイン࡛ࡲࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ-

日本時計Ꮫ会௻⏬委員会 ᮌᮧ ༡

  

1 .࠙テーマࠚ⮬ື㌴ࠊ⯟✵ᶵࠊ時計ࡢ࡝࡞⢭ᐦᶵᲔࡢ〇㐀ࢫࣞࣉࡿࢀࢃ࠿ࡘ࡟ᡂᙧ࣭㘫㐀ࡢ࡝࡞㔠ᒓᮦᩱຍ

ᕤࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡢンࡢ࡬ AI(人ᕤ知⬟)ࡢά⏝᭱ࡿࡼ࡟㐺໬࢔ࣜࢸ࣐࡜ルࢬインࡢ࡛ࡲࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ⌧

㸬ࡿࡍᒎᮃࢆ௒ᚋ࡜≦

2.࠙概要ࠚ時計እ⿦ࢫࣞࣉࡢᡂᙧゎᯒࡽ࠿ A I ( 人ᕤ知⬟) 㟁ụ⏝新࡜⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ࡞㧗ᗘࡓࡋ⏝άࢆ

⣲ᮦࡢ㛤Ⓨ࡛ὀ目࢔ࣜࢸ࣐ࡿ࠸࡚ࢀࡉルࢬイン࡜≦⌧࡚࠸ࡘ࡟ࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ௒ᚋࢆᒎᮃࡿࡍ㸬

3.࠙日時20ࠚ 25 年 8 月 1 日( 㔠) 1 3 時 20 ศ㹼1 5 時

4 .࠙䝝䜲䝤䝸䝑䝗㛤催ࠚ୰ኸ኱Ꮫ⌮ᕤᏛ㒊 5 号㤋 3 階 5 336 号ᐊ࣭࢜ンࣛイン

5 .࠙講師ࠚS C S K ᰴᘧ会社 బࠎᮌⰋẶ，ᒣ田ᝆ太Ặ，㔠Ꮚ㈗኱Ặ    
6.࠙主 催ࠚ( 一社 ) 日本時計Ꮫ会

7 .࠙協賛ࠚ( 一社) )，ᐇ⿦Ꮫ会ࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞ බ社) ᛂ⏝≀⌮Ꮫ会，( බ社) 計 ⮬ືไᚚᏛ会，( බ社) ⢭ᐦ

ᕤᏛ会，( 一社 ) 㟁ẼᏛ会，( 一社) 㟁Ꮚ᝟ሗ㏻ಙᏛ会，( 一社) 日本ᶵᲔᏛ会，( බ社) 日本☢ẼᏛ会，( බ社) 日本

タ計ᕤᏛ会，( 一社) 日本ࣟ࣎ࢺࢵᏛ会

8 .࠙ཧຍ者ࠚㅮᖌ࡚ࡵྵࢆ 1 0 ྡ，ṇ会員㸦協㈶Ꮫ会員ྵࡴ㸧3 ྡ，一般( ㈶ຓ会員ྵࡴ) 4 ྡ，ㅮᖌ 3 ྡ

9.࠙講演要旨ࠚ

1 ) ྥືࡢࢢンࣜ࢔ࢽࢪル࢚ンࢱࢪࢹ /ンࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ A I )ࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡢᐇ⌧㇟㛫࡜ (インࢶルࢱࢪࢹ
2) 時計እ⿦( (ルࢡࢵࣂ，ࢬ࢘ࣗࣜ，ࢫ࣮ࢣ ஦౛⤂௓ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩᡂᙧࢫࣞࣉࡢ

3) ࡜ンࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ A I )㧗㏿໬ࡢタ計ࡿࡍ⏝άࢆ୧᪉ࡢルࢹࣔ 㢼ຊⓎ㟁ᶵ᭱㐺タ計࣭⮬ື㌴㒊ရࡢ㘫㐀 )
4 ) ஦౛ࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇインࢬル࢔ࣜࢸ࣐ 新つ᭷ᶵ༙ᑟయ㧗ศᏊࡢ㛤Ⓨ,ᙉ☢ᛶࣁイ࢚ンྜ࣮ࣆࣟࢺ㔠ࡢ㛤Ⓨ

5 ) ᅗࢆ⾡㧗ᗘ໬ᢏࡢンࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ 1 㸬ࡍ♧࡟

ᅗ 1 㸬బࠎᮌⰋ，ᒣ田ᝆ太，㔠Ꮚ㈗኱㸸ࠕA I ᒎᮃࠖ，日本時計࡜㧗ᗘ໬ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡍ⏝άࢆ

Ꮫ会 20 25 年ᗘ≉ู◊✲会ㅮ₇㈨ᩱ，p 93( 20 25 )

≉ู◊✲会ሗ࿌

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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ձ⤒㦂࣭ᡭ計⟬ղFࡣࣉࢵࢸࢫࡢ㧗ᗘ໬ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ E M ( F i n i t e E le m e n t  M e t h od : ᭷㝈せ⣲法) ゎ
ᯒճ࣐ࣟࢡゎᯒ࣭⮬ືฎ⌮մ⮬ື᭱㐺໬յ㏆ఝࣔࢹルࡢά⏝ն A I ( 人ᕤ知⬟) ᨭ᥼( ᶵᲔᏛ⩦࣭῝ᒙᏛ⩦) ࡋ࡜

࡚㐍ࡿ࠸࡛ࢇ㸬 F E M ゎᯒ࡛࣐ࡣル࣮ࢣࢫࢳル࣭ᕤ⛬ࢫル࣮ゎᯒࡿࡼ࡟ከᕤ⛬ゎᯒࡾࡼ࡟」㞧ࡢ㇟⌧⌮≀࡞

⥲ྜ的࡞⌮ゎࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ㸬ゎᯒᴗົࡢ⮬ື໬᭱ࢡࢵࣜࢺ࣓ࣛࣃ࡚ࡋ࡜㐺໬ࡀ㔜せ࡛ࡿ࠶㸬A I άࢱ࣮ࢹ࡜

ル㸦ࢹࣔࢺ࣮ࢤࣟࢧ࡛⏝ S u r r og a t e M od e l㸧: ཰㞟ࡓࡋධฟຊࢆࢱ࣮ࢹᶵᲔᏛ⩦࡚ࡏࡉ㏆ఝ㛵ᩘࢆồ࡜ࡇࡿࡵ

࡛ C A E ࣐࡟ࡽࡉ.ࡿࢀࡽᅗࡀ㐺໬᭱࡜⾜タ計ヨ࡛ࡢࡿࡁᵓ⠏࡛ࢆルࢹࣔࢺ࣮ࢤࣟࢧ時㛫࡛▷࡚ࡵᴟ࡚࡭ẚ࡟

ࡓࡗ㢗࡟຺࡜㦂⤒࡛࡜ࡇࡿࡍ⏝άࢆ⩦ᶵᲔᏛࡸࢫイ࢚ンࢧࢱ࣮ࢹࡣ࡛⾡ᢏࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇインࢬル࢔ࣜࢸ

ᚑ᮶ࡢᮦᩱ㛤Ⓨࢱ࣮ࢹࡽ࠿㥑ືᆺࢆࢺࢵ࣎ࣟࡾ࡞࡜ά⏝ࡓࡋ⮬ືᐇ㦂࣭⮬ືゎᯒࡾࡼ࡟㟁ụᮦᩱࡸ໬ᡂရ

㸬ࡿ࠸࡚ࡆୖࢆᡂᯝ࡛࡝࡞

࠙㉁␲ࠚ

Q ) 㸬࠸ࡉୗ࡚࠼ᩍࢆᴫせ࡚࠸ࡘ࡟ンࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ㘫㐀ࡢࢬ࢘ࣗࣜ，ࢫ࣮ࢣ

A ) ᭷㝈せ⣲法ࡿࡼ࡟ᙎረᛶゎᯒ࡛ゎᯒ時㛫ࡍࡲࡾ࡞␗ࡾࡼ࡟࢔࢙࢘ࢻ࣮ࣁࡣ㸬

Q ) 㘫㐀᩿ࢇࡏࡸຍᕤ࡛ࡣᛂຊ - ᦶࡤ࠼౛࡞ᅔ㞴ࡀ 計ࡣ࠸ࡿ࠶୙᫂ࡀࢱ࣮ࢹ,ຍᕤ◳໬ಀᩘࡽ࠿⥺᭤ࡳࡎࡦ

᧿ಀᩘࡏࢃྜࡳ⤌ࡢ࡜ゎᯒࡢ್࠸ࡁࡋࡢ್ࢪ࣮࣓ࢲࡸタᐃ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞ᩍ࡚࠼ୗ࠸ࡉ㸬

A ) p S e v e n ，ࡾ࠶ࡀ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ࠺࠸࡜  C A E )ルࢹࣔࢺ࣮ࢤࣟࢧࡓࡋ⏝άࢆ ண ࣔࢹル) ኱࡛࡜ࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆ

ᖜ࡞タ計時㛫ࡀ⦰▷ࡢᅗࡍࡲࢀ.A I ࢆᐤ୚ᗘࡢኚᩘ࡚࠼ຍ࡟ศᯒࡓࡋ៖⪄ࢆࡉ࠿☜୙࡜㠀⥺ᙧࡿࡼ࡟ルࢹࣔ

ྍど໬ࢽ࣮ࣗࢳࡸ࡜ࡇࡿࡍンࢢ( ධຊ್ࢆࡉࡋࡽ࠿☜ࡢ㧗࡜ࡇࡿࡵ) 㸬࡜ࡇࡢ࡜ࡿ࡞࡜ࢺイン࣏ࡀ

ヲࡣࡃࡋୗグࢆཧ↷㢪ࡍࡲ࠸㸬

h t t p s : / / s e i z ou - e n g .s c s k .j p / l/ 95 5 233/ 20 23- 0 4 - 0 3/ c x m x k / 95 5 233/ 1 68 0 5 0 1 8 33o5 90 Y Y o6/ p S e v e n _ 1 0 S t u d i e s _ 20 22.p d f

ࡵ࡜ࡲ

時計እ⿦ࢡࢵࣂ，ࢬ࢘ࣗࣜ，ࢫ࣮ࢣルࢫࣞࣉࡢᡂᙧࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩン，A I ㏿㧗ࡢタ計ࡿࡍ⏝άࢆルࢹࣔ

໬，࢔ࣜࢸ࣐ࡣ࡟ࡽࡉルࢬイン࡚࠸ࡘ࡟ࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ኱ኚ㇏ᐩ࡞஦౛ࡀヲࡃࡋ⤂௓ࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࢀࡉ

ンᢏ⾡ࡢ㧗ᗘ໬ࡿࡅ࠾࡟ A I ά⏝ࡢᒎᮃࡀ኱ኚࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃㄝ᫂ࡓࢀࡉ㸬
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日本時計Ꮫ会 2 0 2 5 年ᗘ ≉ู◊✲会 ( 㔠ᒓ 3 D ࡁぢᏛ会付࣮ࢱンࣜࣉ )
᭱⤊〇ရ࡟㐺⏝࡛ࡿࡁ新᪉ᘧ㔠ᒓ 3D Cࠕ࣮ࢱンࣜࣉ old  M e t a l F u s i on ࡣ࡜ࠖ

-時計࣭⢭ᐦᶵᲔ࢚ンࡢࡵࡓࡢ࢔ࢽࢪ㔠ᒓ 3D +࣮ࢱンࣜࣉ ෭㛫㘫㐀ᢏ⾡-

日本時計Ꮫ会௻⏬委員会 ᮌᮧ ༡

1 .࠙テーマࠚ㔠ᒓ 3D 㙾㠃௙ୖࡋ࠿ࡋ㸬ࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡀᐇ⏝໬ࡢ࡝࡞ṑࢀධࡸン㒊ရࢪン࢚ࡿࡼ࡟࣮ࢱンࣜࣉ

㔠ᒓࡓࢀࡉ㸬᭱㏆㛤Ⓨࡓࡗ࠶ࡀㄢ㢟࠺࠸࡜࠸ࡋ㞴ࡀࡆ 3D ࡍᐦ໬⦔ࢆ㠃⾲࡚ࡋ෭㛫㘫㐀ࢆ㐀ᙧရ࣮ࢱンࣜࣉ

Cࠕࡿ old  M e t a l F u s i on ࠖ法࡚࠸ࡘ࡟時計ࡸ⢭ᐦᶵᲔࡢ࡝࡞㙾㠃௙ୖࢆࡆᚲせ᭱ࡿࡍ࡜⤊〇ရࡸ委クຍᕤྍࡢ

⬟ᛶ࡚࠸ࡘ࡟ᕤሙぢᏛ࡚ࡵྵࢆᐇ㊶的࡟Ꮫࡪ㸬

2.࠙概要4ࠚ 4 ࡢྎ 3D 㔠ᒓ࡜タഛ࣮ࢱンࣜࣉ 3D 㐀ᙧရ஦౛⤂௓，㔠ᒓ࣮ࢱンࣜࣉ 3D ᕤሙぢᏛ࣮ࢱンࣜࣉ

3.࠙日時20ࠚ 25 年 1 0 月 1 0 日( 㔠)  1 3 時㹼1 5 時 30 ศ

4 .࠙会場ࠚS O L I Z E  P A T NE R S ᰴᘧ会社኱࿴ᕤሙ

5 .࠙講師ࠚS O L I Z E  P A R T NE R S ᰴᘧ会社 A M 㒊࣒ࢸࢫࢩ ᒾ஭ ṇ⩏Ặ

6.࠙主 催ࠚ( 一社 )  日本時計Ꮫ会

7 .࠙協賛(予定)ࠚ( 一社) ，ᐇ⿦Ꮫ会ࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞ  ( බ社)  ᛂ⏝≀⌮Ꮫ会，( බ社) 計 ⮬ືไᚚᏛ会，( බ社)
⢭ᐦᕤᏛ会， ( 一社 ) 㟁ẼᏛ会，( 一社) 㟁Ꮚ᝟ሗ㏻ಙᏛ会，( 一社) 日本ᶵᲔᏛ会，( බ社) 日本☢ẼᏛ会，( බ社)
日本タ計ᕤᏛ会，( 一社)  日本ࣟ࣎ࢺࢵᏛ会

8 . ࠙参加者ࠚㅮᖌ࡚ࡵྵࢆ 1 2 ྡ，ṇ会員( 協㈶Ꮫ会員ྵࡴ) 4 ྡ，一般( ㈶ຓ会員ྵࡴ) 5 ྡ，ㅮᖌࡽ 3 ྡ

9.࠙講演要旨ࠚ  
1 )  㔠ᒓ 3D .ࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ⏝໬ࡀ人ᕤ㛵⠇࣭⿵ಟ㒊ရ࣭ࢺࢵࢣン࣭ࣟࢪン࢚ࢺࢵ࢙ࢪࡿࡼ࡟࣮ࢱンࣜࣉ
2) S O L I Z E  P A T NE R S 社ࡣ๰ᴗ 35 年ࡢᅜෆึࡢ 3D 㸬ࡿ࠶㐀ᙧ受ク௻ᴗ࡛࣮ࢱンࣜࣉ

3) ྛ✀ 3D 計ྜࢆ࣮ࢱンࣜࣉ 4 4 ྎ ᡤ᭷

4 ) 3D 年㛫ࢆ㐀ᙧရ࣮ࢱンࣜࣉ 4 0 ,0 0 0 㸬ࡿ࠸࡚ࡋ௨ୖヨసࢶ࣮ࣃ

5 ) 㔠ᒓ 3D ஦౛⤂௓ࡢ㐀ᙧရ࣮ࢱンࣜࣉ ( ⇕஺᥮ჾ，࣮ࣕࢪ࣮ࣕࢳ࣮࣎ࢱ，ṑ⛉ᢏᕤရ，㔠ᆺධࢀᏊ，⮬ື

㌴⏝࣮ࣜࣉ( ヨస) ，時計ࢫ࣮ࢣ( ヨస) ，㣗ရ〇㐀⏝ࢬࣀル( (࣒࣮ࣜࢡࢫイ࢔ ௓㸬⤂ࡢ

6) ᚑ᮶ࡢ㔠ᒓ 3D 99.5，ࡣᒙ㐀ᙧရ✚࣮ࢱンࣜࣉ % 㸬ࡓࡗ࠿ࡋ㞴ࡀࡆ㙾㠃௙ୖࡶ࡚ࢀࡽᚓࡀᑐᐦᗘ┦ࡢ

7 ) 㧗ᙉᗘ࣭㧗๛ᛶ࣭㙾㠃௙ୖ᭱ࡢࡆ⤊〇ရࢆ目的࡚ࡋ࡜㛤Ⓨ୰ࡢ㔠ᒓ 3D ࢃྜࡳ⤌ࢆ෭㛫㘫㐀࡜࣮ࢱンࣜࣉ

ࠕࡓࡏ C old  M e t a l F u s i on 㸬ࡓࢀࡉㄝ࡚᫂࠸ࡘ࡟ࠖ

ձ⼥Ⅼࡀ 5 0 Υ㹼7 0 Υࡢᶞ⬡࡛㔠ᒓ⢊ᮎ࢕ࢸ࣮ࢥࢆンࢢ

ղS L S ⿦⨨( S e le c t i v e  L a s e r S i n t e r i n g ᪉ᘧ) ࡛ᶞ⬡࢕ࢸ࣮ࢥࡀンࡓࢀࡉࢢ㔠ᒓ⢊ࡢᶞ⬡ࡋ⤖↝࡛ࢨ࣮ࣞࢆ✚ᒙ

㐀ᙧရࢆస〇ࡿࡍ㸬

ճ⬺⬡⅔࡛ᶞ⬡ࢆ⁐⼥㝖ཤ࢘ࣛࣈ࡚ࡋンయ( 㔠ᒓ⢊ᮎࡢ௬↝⤖య) 㸬ࡿసࢆ

մ࢘ࣛࣈンయࢆ↝⤖⅔࡛本↝⤖ࡋ㔠ᒓ✚ᒙ㐀ᙧရࢆᚓࡿ㸬

յ( ᰴ) 㸬ࡿࡍ෭㛫㘫㐀࡛࣐ࣖࢠࢫ

ᐇ⏝໬౛࡚ࡋ࡜ a ) 31 6L ᮦ࡛⮬ື㌴ኚ㏿ᶵ㒊ရ，b ) 1 7 - 4 P H ᮦ࡛⮬ື㌴࢔ࢠ㒊ရ，c ) T i - 6A l- 4 V ࢡイࣂࢻ࣮࡛ࣟ

ル，dࢲ࡬ࢫࣞࣉࢵࣜࢡ ) K S B 社 25 0 m m e，ࢢンࢪ࢘ࣁࣉン࣏ࡢࢬイࢧ ) ࢫイࢫ u t i li s 社ᕤල࣍ル࡝࡞࣮ࢲ㸬

8 ) 㔠ᒓ 3D ぢᏛ会㸬ࡢ࣮ࢱンࣜࣉ

3D S y s t e m s 社 㔠ᒓ 3D ࣮ࢱンࣜࣉ

D M P  F L E X  20 0 ( 5 0 0 W ࢬイࢧࢡ࣮࣡， 1 4 0 ×1 4 0 ×1 0 0 m m ，≉チྲྀᚓ࣮࣮ࣛࣟࡢ⢊ᩜࡁ)
    D M P  F a c t or y  5 0 0  ( 3×5 0 0 W ࢬイࢧࢡ࣮࣡， 5 0 0 ×5 0 0 ×5 0 0 m m ，⮬ືᮦᩱࣜࢧイࢡルᶵᵓ)

h t t p s : / / p a r t n e r s .s oli z e .c om / 3d p - s a le s / 3d s y s t e m s

≉ู◊✲会ሗ࿌

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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ᅗ 1 ≉ูㅮ₇ࡢᵝᏊ ( S O L I Z E  P A R T NE R S ኱࿴ᕤሙ 20 25 / 1 0 / 1 0 ᧜ᙳ: ᮌᮧ༡ )

࠙㉁␲ࠚ

Q 1 ) S U S 31 6L ᮦ࣮ࢧࢆビᩘ࡚ࡋ࡜ࢶ࣮ࣃࢫಶࡽ࠿ 1 0 ಶ⛬ᗘヨసࡿࡍሙྜ࡚࠸ࡘ࡟ᩍ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼㸬

A ) 1 4 0 m m × 1 4 0 m m × 1 0 0 m m ࡶ࡚ࡗ࠶ಶ࡛ᩘ「ࡽ࡞㒊ရࡿධ࡟ 1 㸬ࡍ࡛ࡌྠࡣࢺࢫࢥࡢ⌮ฎࢳࢵࣃ

Q 2) ⯟✵ᶵ㒊ရࡢሙྜ H I P ฎ⌮ࡿࡍᚲせ࡜ࡿ࠶ࡀᛮࡀ࠺，ᴫせࢆᩍ࡚࠼ୗ࠸ࡉ㸬

A ) H I P ฎ⌮( H o t  I s o s t a t i c  P r e s s i n g 㸸⇕㛫➼᪉ࢫࣞࣉ ) 㧗࡚᭱࡟㞺ᅖẼࢫン࢞ࢦル࢔ࡣ 2000℃࡛᭱㧗

20 0 M P a ( 20 0 0 B a r ) ࡛ᩘ時㛫ฎ⌮࡛ࡢࡿࡍ኱ኚ㧗౯࡛ࡍ㸬

Q 3) 3D 㸬࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍࢆᐇ⏝໬౛ࡢ࡬㌴ື⮬ࡢ࣮ࢱンࣜࣉ

A ) ࢫࢧࢡࣞࡢ㌴ື⮬ࢱࣚࢺ L C 5 0 0 㸬ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ㔞産࡚ࡋ࡜ࢫ㔠ᆺࣞࡣࢺࢡࢲ࣮࣮ࣛࢡイル࢜ࡢ

  h t t p s : / / p a r t n e r s .s oli z e .c om / m a n u f a c t u r i n g / 3d p - p r od u c t i on / c a s e / 0 0 7
日産⮬ື㌴࢝ࢫࡢイࣛイン R 32- G T - R ࢆࢶ࣮ࣃ࣮ࢱࣇ࢔ࡢルࣜࢢ࣮ࢱࢫࣟࣇࢹࡓࢀࡉᗫᲠࡀ㔠ᆺࡢ

NIࠕ S M O 㸬ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ㔞産࡚ࡋ࡜ࠖࢪ࣮ࢸࣜ࣊

     h t t p s : / / p a r t n e r s .s oli z e .c om / m a n u f a c t u r i n g / 3d p - p r od u c t i on / c a s e / 0 1 1

ࡵ࡜ࡲ

┦ᑐᐦᗘ 99.5 % ࡢ S U S 31 6L ࡢ 3D ࡣຍᕤ㠃☻◊ࡢ㐀ᙧရ࣮ࢱンࣜࣉ M I M ( 㔠ᒓ⢊ᮎᑕฟᡂᆺရ) ࡁࡶࡾࡼ

㸬㔠ᒓࡓࡗ࠶ࡶពぢ࠺࠸࡜ࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡢ⏝᥇ࡤࢀ࠶࡛ࢶ࣮ࣃ࣮ࢱࣇ࢔࡛࠸ࢀ 3D ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࣮ࢱンࣜࣉ

ヲ࠸ࡋㄝ᫂࡜㇏ᐩ࡞ᛂ⏝஦౛ヨస஦౛ࢀࡉ♧ࡀ，ヨసࡸ受クຍᕤ࡚࠸ࡘ࡟኱ኚ⇕ᚰ࡞㉁␲ᛂ⟅ࢀࢃ⾜ࡀண

ᐃ時㛫ࢆ 30 ศᘏ㛗ࡓࡋ㸬ࡣࡎࡲヨసࡸ委ク⏕産ࡀ࡜ࡇࡿࡳ࡚ࡗࡸࡋ࡜ᬑཬࢆࢠ࢝ࡢᥱ࡜ࡿᛮࡓࢀࢃ㸬

ㅰ㎡

≉ูㅮ₇ࡢㅮᖌࡧࡼ࠾㈨ᩱసᡂࡸ会ሙ‽ഛ࡟኱ኚ࠾ୡヰࡓ࠸ࡔࡓ࠸ S O L I Z E  P A R T NE R S ᰴᘧ会社 A M ࢩ

㸬ࡿࡆୖࡋ⏦ࢆ♩ᚚࡃཌ࡟ᒾ஭ṇ⩏Ặࡢ࣮ࣕࢪ࣮ࢿ࣐࢔ࢽࢩ㒊࣒ࢸࢫ
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LVMH Watch & Jewelry Japan ᰴᘧ会社

ᑠ➟ཎ ೺἞

ᰴᘧ会社ࢳࢵ࣮࢜࢘ࢥイࢭ

ぢᏛඛ㸸LVMH Watch & Jewelry Japan ᰴᘧ会社

CSL(࣮࢝ࢧ࣮࣐ࢱࢫビࢫ㸤ࣟࢫࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪ)

日 時㸸2025年 6月 6日(㔠)13:00 㹼 15:00

2025年 6月 13日(㔠)13:00 㹼 15:00

ル㸸࣮ࣗࢪࢣࢫ

13:00 㹼 13:30㸸࣮࢝ࢧ࣮࣐ࢱࢫビࢭࢫンࡢ࣮ࢱᴫせㄝ᫂

13:30 㹼 14:30㸸ྛ㒊㛛ぢᏛ(࣮ࢥルࢭン࣮ࢱ，ಟ⌮㒊㛛)

14:30 㹼 15:00㸸㉁␲ᛂ⟅

ཧຍ⪅ᩘ㸸22ྡ(ṇ会員㸸13ྡ，㈶ຓ会員㸸9ྡ)

協㈶団య㸸(一社)࢚ࣞࢫࢡࢽࣟࢺࢡᐇ⿦Ꮫ会，(බ社)ᛂ⏝≀⌮Ꮫ会，(බ社)計 ⮬ືไᚚᏛ会，

(බ社)⢭ᐦᕤᏛ会，(一社)㟁ẼᏛ会，(一社)日本ࣟ࣎ࢺࢵᏛ会，(一社)日本ᶵᲔᏛ会

日本時計Ꮫ会ぢᏛ会ࡀ，ୖグࡢせ㡿࡛人ᩘไ㝈ࡢ都ྜୖ，2ᅇ࡟ศ࡚ࡅ㛤ദࡓࢀࡉ㸬

௒ᅇぢᏛࡓࡋ LVMH Watch & Jewelry Japan ᰴᘧ会社ࡣ，本㒊ࣛࣇࡀンࡾ࠶࡟ࣜࣃࡢࢫ ンࣛࣈࡢ75

，イ࣮ࣖ࣍ࢢࢱ，ࣟࣈ࢘，ル࢞ࣜࣈ日本ᅜෆ࡛，ࡋᒓ࡟ࠖࣉル࣮ࢢLVMHࠕࢺࢵ࣐ࣜࣟࢢンࢥࡘᣢࢆࢻ

ࡢ➼ࢫࢽࢮ ࢚ࣜࣗࢪࡸ⌮ಟࡢ時計，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜࣮ࢱンࢭࢫビ࣮ࢧࢻ࣮࢔࢙ࢩ࠺ᢅࢆࢻンࣛࣈࡢࡘ9

㸬ࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆ⬟ᶵ࣮ࢱンࢭル࣮ࢥࡿࡅ受ࢆࡏྜ࠸ၥࡢࡽ࠿㢳ᐈࡧࡼ࠾⌮ಟࡢ࣮

⌮ಟࡸ࣮ࢱンࢭル࣮ࢥࡧࡼ࠾஦ᴗᴫせ࣮ࢱンࢭࢫビ࣮ࢧ࣮࣐ࢱࢫ࢝ࡽ࠿࣮ࢱࢡࣞ࢕ࢹᯘ，࡟ࡵࡌࡣ

㒊㛛ࡢ⤂௓ࢆ受ࡓࡅ㸬時計ࡢಟ⌮࣮ࢧ࣮ࢱࣇ࢔ࡣビࡀࢫ኱༙࡛࡟ࡢࡿ࠶ᑐࡢ࣮࢚ࣜࣗࢪ，ࡋಟ⌮้ࡣ

༳ࢧࡸイࡢ➼ࡋ┤ࢬビ࣮ࢧ࣮࢛ࣇビࡀࢫከࡀࡢ࠸≉ᚩ的࡛ࡢ࡜ࡿ࠶ㄝ᫂ࡓࡗ࠶ࡀ㸬

ぢ学会ሗ࿌

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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ḟࡢಟ⌮㒊㛛ࡢぢᏛࡣ࡚࠸࠾࡟，時計ࡢಟ⌮సᴗ，◊

☻సᴗ，࣓࢟ࢵసᴗ，้ࡢ࣮࢚ࣜࣗࢪ༳➼ࡢసᴗ⌧ሙࡢ

ぢᏛࡓࡗ⾜ࢆ.

時計ࡢಟ⌮࣮ࣂࣜࣕ࢟ࡣẖࡢㄆᐃไࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，ㄆ

ᐃドࢆᣢࡿ࠸࡚ࡗ人ࡀಟ⌮ࡿࡍ஦ࡀฟ᮶࡞࡜࣒ࢸࢫࢩࡿ

.ࡿ࠸࡚ࡗ ࢆࡢࡶࡓࢀࡉ本ᅜ࡛ᣦᐃࡣᶵჾࡿࡍ⏝౑ࡓࡲ

౑࠺஦࡛，ಟ⌮ᣐⅬ㛫ࡢಟ⌮ရ㉁ࣞ࣋ルࢆ☜ಖࡿ࠸࡚ࡋ㸬

ಟ⌮ࡣᇶ本࢟ࢆ࣑ࢬ౑ࢆ࣮ࢩ࣏ࣜ࠺࠸࡜࠺⾜࡚ࡗఛࡓࡗ

㝿࡟，ಟ⌮࡟ᑐࢆࡾࢃࡔࡇࡿࡍᙉࡃឤࡓࡌ㸬

Ꮫ，࡟LVMH Watch & Jewelry Japan ᰴᘧ会社ෆ，ࡓࡲ

ᰯᶵ⬟࡛࣮࣓࢟ࢳࢵ࢜࢘ࡿ࠶ンࡀ࣮࣑ࢹ࢝࢔ࢢ 2025年 4

月࡟㛤ᰯࠋࡓࢀࡉ

ᮍ⤒㦂⪅ࢆṇ社員࡚ࡋ࡜᥇⏝2，ࡋ年ᚋ࡟ಟ⌮⫋ሙ࡛ാ

㸬ࡿ࠸࡚࠼ᩍࢆᐇᢏࡸㄽ⌮࡞ᚲせ࡟ࡵࡓࡃ

ṇ社員࡚ࡋ࡜ධ社ࡽࡀ࡞ࡋຮᙉ࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ新࠸ࡋヨ

，࡜ࢺࢵ࣓ࣜࡢ会社ഃࡃ࠸࡚ࡋಖ☜ࢆಟ⌮⫋人，ࡾ࠶࡛ࡳ

ྜࡀࢺࢵ࣓ࣜࡢᚐഃ⏕ࡿࡁຮᙉ࡛ࡽࡀ࡞࠸㈔ࢆ࣮ࣜࣛࢧ

㸬ࡓࡌឤ࡜ࡿ࠶࡛࣒ࢸࢫࢩࡓࡗ࡞࠿࡟⌮ࡶ࡚࡜，ࡓࡋ⮴

௒ᅇࡢぢᏛ会ࡣ࡚࠸࠾࡟，ྠᴗ௚社ࡢぢᏛ⪅受ࡅධࢀ

ࡀᶵ会ࡢ᝟ሗ஺᥮ࡿࡼ࡟ᴗ⏺஺ὶ，ࡀࡿ࡞࡜ࢺイン࣏ࡀ

ᚓࢀࡽຮᙉࡿ࡞࡟஦ࡶከࡃ，㏫࡟受ࡅධࡿࢀ஦࡛ኻࡶ࠺

⮳࡟⌧ᐇࡢぢᏛ会࡜ࡶࡢ࠼⪄࡞ンࣉ࣮࢜࠺࠸࡜࠸↓ࡣࡢ

㸬ࡓࡗ

ぢᏛᚋࡢ㉁␲ᛂ⟅ࡶ࡚࠸࠾࡟ከᩘࡢ㉁ၥࡾ࠶ࡀ，┒ἣ

㸬ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ஦⤊஢↓ࢆぢᏛ会࡟ࡕ࠺ࡢ

᭱ᚋࡢࡇ，࡟ሙ࠾ࢆ೉࡚ࡋࡾ௒ᅇࡢぢᏛ会ࢆ受ࡅධࢀ

࡚㡬ࡓ࠸ LVMH Watch & Jewelry Japan ᰴᘧ会社ࡧࡼ࠾

㸬ࡍࡲࡆୖࡋ⏦ࢆឤㅰ࡟࣮ࢱࢡࣞ࢕ࢹᯘࡓ࠸㡬ࢻンࢸ࢔

ᅗ 1 時計ಟ⌮⫋ሙ

ᅗ 3 ཧຍ⪅ࡢ࡜᝟ሗ஺᥮会

ᅗ ࣮࣑ࢹ࢝࢔ࢢン࣮࣓࢟ࢳࢵ࢜࢘ 2
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2 0 2 5 ᖺᗘマ䜲䜽䝻䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇Ꮫ⾡講演会ᐇ᪋ሗ࿌

নౣ *ࢦྱ

*カεΨ計הؽࢋ式会ऀ, ౨ښ౐ॎ୫ۢ本ௌ 1-6-2，༥ส൬ߺ 151-8543

20 25 年 9 月 1 2 日，୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕン࡟ࢫࣃ

࡚ 20 25 年ᗘ࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡᏛ⾡ㅮ₇会࢜ࢆ

ンࣛインే⏝࡛㛤ദࡓࡋࡲࡋࡓ࠸㸬会員ཧຍ⪅ 22ྡ，

一般ཧຍ⪅ 4 1 ྡ，時計࣓࣮࣮࢝，኱Ꮫ➼ྜࡽ࠿計 63
ࡃከ࡟会ሙࡶ㸬௒年ᗘࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸ࢆཧຍࡈࡢྡ

㉁࡞άⓎ࡜ㅮ₇ࡢᑐ㠃࡛，ࡁࡔࡓ࠸᮶ሙࡈ࡟ⓙᵝࡢ

␲ᛂ⟅࡛┒ἣࡓࡋࡲࡾ࡞࡜㸬

௒年ᗘࡢᏛ⾡ㅮ₇会ࡣ༗ᚋࡢࡽ࠿㛤ദࡾ࡞࡜，➨ 1
➨࡜ 2 ࡚ࡏࢃྜࢆンࣙࢩࢵࢭ 6 ⾲Ⓨࡀᡂᯝ✲◊ࡢ௳

，࠼ຍ࡟๰ពᕤኵࡢ࡬時計㛤Ⓨࡢ㸬ྛ社ࡓࡋࡲࢀࡉ

時計࣐࣮࢕ࢸࢣン࡟ࢢ㛵ࡿࡍ⪃ᐹࡢⓎ⾲࡜，ࡾ࠶ࡶ

㸬ࡓࡋࡲࡾ࡞࡜ࡢࡶ࠸῝࿡⯆ࡶ࡚

➨ࡓࡲ 2 ➨ࡣ࡟ン㛤ጞ๓ࣙࢩࢵࢭ 5 9 ᅇ㟷ᮌ㈹ᤵ㈹

ᘧࢀࢃ⾜ࡀ，࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡㄅ Vol.67 ，
No.228 ᦚ㍕࣮࢘ࢱ㟼㟁ㄏᑟⓎ㟁ᶵ㸭࣮ࣔࠕࡢᥖ㍕࡟

㛤Ⓨࡢࢳࢵ࢜ ࡢン時計ᰴᘧ会社ࢬࢳࢩ，ࢀࡉ受㈹ࡀࠖ

๓田ಇᡂẶ࡬⾲ᙲ≧ࡀᤵ୚ࡓࡋࡲࢀࡉ㸬

Ꮫ⾡ㅮ₇会᭱ࡢᚋࡣ≉ูㅮ₇࡚ࡋ࡜，日本時計協

会知的財産権委員会ࡢヴァイン伸太郎ẶࡈࡀⓏቭࡉ

ᨵ ,ࣀࣔࢭࢽ๓⥺㹼᭱ࡢಖㆤࢻンࣛࣈ࣭⪅㈝ᾘࠕ，ࢀ
㐀, ブḭᗈ࿌ࡢ࡜ᡓ࠸㹼 ࡁࡔࡓ࠸ࢆㅮ₇ࡈ࡚ࡋ㢟ࠖ࡜

஦౛ࡢୡ⏺୰࡛ࡸ┿෗ࡢሙ⌧ࡢ᦬Ⓨࡢ㸬ᐇ㝿ࡓࡋࡲ

㛵࡟ಖㆤࡢ知的財産権ࡢࢻンࣛࣈ時計 ,࡚࠼ࡲ㋃ࢆ

  㸬ࡓࡋࡲࡁ㡬࡚ࡗㄒࡃࡋヲ࡚ࡋ

Ꮫ⾡ㅮ₇会⤊஢ᚋྠࡣᏛෆ 3 号㤋ࣙࢩࢵࢭྛ࡚࡟

ンࡢㅮ₇⪅，≉ูㅮ₇ࡢヴァインẶࢆᅖ࡛ࢇᢏ⾡஺

ὶ会ࢆ㛤ദࡓࡋࡲࡋࡓ࠸㸬時計࣓࣮࣮࢝，኱Ꮫ➼ࡽ࠿

ከࡢࡃⓙᵝࡈ࡟ཧຍࡁࡔࡓ࠸，άⓎ࡞ពぢ஺᥮ࡀ⾜

ࢸンࢮࣞࣉࢺࢫ࣋ࡣᢏ⾡஺ὶ会࡛ࡓࡲ.ࡓࡋࡲࢀࢃ

ࠗ，ࢀࡉ⾲Ⓨࡀン㈹ࣙࢩ࣮ ᕳࡁᚰᆅࢆ㏣ồࡓࡋ 10 ᣺

ືᡭᕳࡁᶵᲔ時計ࡢ㛤Ⓨ࠘ࢆⓎ⾲ࢭࡓࢀࡉイ࣮࢘ࢥ

ࡀ≦ᙲ⾲，ࢀࡉ受㈹ࡀ田୰భᘺẶࡢᰴᘧ会社ࢳࢵ࢜

ᤵ୚ࡓࡋࡲࢀࡉ㸬

ⓙࣇࢵࢱࢫ，ⓙᵝ，⌮஦㐠Ⴀ委員ࡓ࠸ࡔࡓ࠸ཧຍࡈ

ᵝࡈࡢᑾຊࡾࡼ࡟，௒年ᗘࡶ↓஦࡟Ꮫ⾡ㅮ₇会ࢆ⤊

時㛤ྠࡢ会ሙ࡜㸬࢜ンࣛインࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠼

ദࡾ࠿ࡗࡍࡀᐃ╔࢜ࠊࡀࡍࡲࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡋンࣛイン

ཧຍ࠺࠸࡜฼౽ᛶࡶឤࠊࡘࡘࡌ会ሙཧຍࡢࡣ࡛ࡽ࡞

య㦂౯್ࢆࡢࡶ࠺࠸࡜ᨵ࡚ࡵ☜ㄆࡿࡍ஦ࡋࡲࡁ࡛ࡀ

㛤ദ࣭ࡢᏛ⾡ㅮ₇会࠸㧗ࡢ㊊ᗘ‶ࡁ⥆ࡁ㸬ᘬࡓ 㐠Ⴀ࡟

ດࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ㸬

本Ꮫ⾡ㅮ₇会ࡣ，時計࣓࣮࣮࢝，኱Ꮫࡀ一ᇽ࡟会ࡋ

࡚஺ὶࡵ῝ࢆ，ᴗ⏺ືྥࡸᢏ⾡㠉新࡚࠸ࡘ࡟ពぢ஺

᥮ࡿ࠼⾜ࡀ㈗㔜࡞ᶵ会࡛ࡍ㸬ࡶࡽ࠿ࢀࡇ✚ᴟ的ࡈ࡞

ཧຍ࠾ࡃࡋࢁࡼࢆ㢪ࡍࡲࡋࡓ࠸࠸.

Fig.1 ➨ 1 ᵝᏊࡢ⾲Ⓨࡢン࡛ࣙࢩࢵࢭ

             

Fig.3 ヴァイン伸太郎Ặࡿࡼ࡟≉ูㅮ₇ࡢᵝᏊ

Fig.2 ➨ 2 ᵝᏊࡢ⾲Ⓨࡢン࡛ࣙࢩࢵࢭ

            

            

         

          

Fig.4 ᢏ⾡஺ὶ会ࡢᵝᏊ

ָ術ߪԍ会ๅࠄ
マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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特別講演

消費者・ブランド保護の最前線 ～ニセモノ，改造，詐欺広告との戦い～

ン時計ᰴᘧ会社ࢬࢳࢩ ヴァイン伸太郎

一般社団法人 日本時計協会 知的財産権委員会 委員

㸦20 25 年 9 月 1 2 日受付㸧

はじめに

20 25 年ᗘ࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡᏛ⾡ㅮ₇会20ࠊࡣ 25 年 9 月 1 2 日，୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࣃ

ࢫ 64 0 2 号ᐊ࢜ࡧࡼ࠾ンࣛインࣁࡢイࢻࢵࣜࣈᙧᘧ࡛㛤ദࡓࢀࡉ㸬本年ᗘࡶ◊✲ᡂᯝⓎ⾲࡟ຍ࠼

࡚≉ูㅮ₇ࡀ௻⏬ࢀࡉ，日本時計協会 知的財産権委員会 委員࡛ࢬࢳࢩ，ࡾ࠶ン時計ᰴᘧ会社ࡢ

ヴァイン伸太郎Ặࠕࡿࡼ࡟ᾘ㈝⪅࣭ࣛࣈンࢻಖㆤ᭱ࡢ๓⥺㹼ࣀࣔࢭࢽ，ᨵ㐀，ブḭᗈ࿌ࡢ࡜ᡓ࠸

㹼ࠖ࡜㢟ࡓࡋㅮ₇ࡓࢀࢃ⾜ࡀ㸬

講ᖌ紹介

ヴァインẶࡣ୰ኸ኱Ꮫ⢭ᐦᶵᲔᕤᏛ⛉ࢆ༞ᴗᚋ，

࠾࡟知的財産㒊㛛，ࡋධ社࡟ン時計ᰴᘧ会社ࢬࢳࢩ

ࢀࡽࡇ࡚ࡗࢃᦠ࡟ᴗົࡓࡋ࡜୰ᚰࢆチ࣭ၟᶆ≉࡚࠸

，ࡶ࡚࠸࠾࡟知的財産権委員会ࡢ㸬日本時計協会ࡓ

ᶍೌရᑐ⟇ࡸᗈ࿌࣭㈍኎ࢿࣕࢳルࡿࡅ࠾࡟୙ṇ஦౛

ࡋ᥎㐍ࢆࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ᴗ⏺ᶓ᩿的，ࡋ୺ᑟࢆᑐᛂࡢ࡬

㸬ࡿ࠸࡚

講演ᴫせ

ㅮ₇࡛ࡎࡲ，ࡣ日本時計協会ࡢάື⤂௓ࡁ⥆࡟，時計ᴗ⏺ࡾྲྀࢆᕳࡃ知的財産౵ᐖ࡜≦⌧ࡢ඾

ᆺ的࡞ᶍೌရᑐ⟇ࡓࢀࡉ♧ࡀ㸬

模倣品ᑐ⟇

ᶍೌရࡢὶ㏻ᐇែ࡜᦬Ⓨࡢ஦౛ࡀ⤂௓ࡓࢀࡉ㸬ᕤሙ᦬Ⓨࡸ⛯㛵ᕪṆࡵ，࢜ンࣛイン㈍኎ࢧ

イࡢ࡬ࢺ๐㝖⏦ㄳ࡝࡞ከᵝ࡞ᑐᛂࡿ࠸࡚ࢀࡽྲྀࡀ㸬⌧ᆅ᦬Ⓨࡿࡅ࠾࡟ᅔ㞴ࡸࡉ，ἐ཰ရࡢᗫ

Რ᪉法㸦୰東ࡸ༡ࡢ࡛࢔ࢪ࢔ᗫᲠ஦౛࡝࡞㸧ࡶ࡚࠸ࡘ࡟ලయ的࡟ゝཬࡓࢀࡉ㸬ၟᶆ権ࡣ୺せ

ࡶ⏝㐺ࡢ⨩ฮ஦ࡣ࡟ࡽࡉ，ᕪṆㄳồࡸᦆᐖ㈺ൾㄳồࡣ࡚ࡋᑐ࡟౵ᐖ⾜Ⅽ，ࡾ࠶法的ᡭ段࡛࡞

㸬ࡓࢀࡉᙉㄪࡀ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍ

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

学⾡ㅮ₇会ሗ࿌
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改造品の問題

㏆年ࡣ┿ṇရࢆᨵ㐀ࠕࡓࡋM O D እ࠸࡞ࡣ㸬⣧ṇ㒊ရ࡛ࡿ࠸࡚ࡋቑຍࡀရၟࡿࢀࡤ࿧࡜ࠖ

⿦ࡸෆ㒊㒊ရࡓ࠸⏝ࢆᨵ㐀ရ，ࡣ࠸ࡿ࠶┿ṇရ࡟㐪法ၟ࡟ᶆࢆ付ࡓࡋ㒊ရࡳ⤌ࢆ㎸ࢫ࣮ࢣࡴ

ࢆㄗゎ࡟⪅㈝ᾘ，࠸࡞ᦆࢆ⬟ฟᡤ⾲♧ᶵ⬟࣭ရ㉁ಖドᶵࡢᶆၟࡣࡽࢀࡇ㸬ࡿ࠸࡚ࢀࡉሗ࿌ࡀ

୚ࡿ࠼༴㝤ࡿ࠶ࡀ㸬㐣ཤ࣒࣮ࢤࡣ࡟ᶵࡢᨵ㐀㈍኎ၟࡀᶆ権౵ᐖ࡜ㄆᐃࡓࢀࡉ஦౛ࡶ⤂௓ࡉ

㸬ࡓࢀࡉ♧ࡀᚲせᛶࡴ⮫ጼໃ࡛࡞ཝ᱁࡟ᵝྠࡶ࡛⏺時計ᴗ，ࢀ

詐欺広告のᶓ行

S NS ンࣛࣈṇつࢆရၟ࠸࡞ࡋᐇᅾ，ࡾ࠾࡚ࡋ㏆年ᛴቑࡀブḭᗈ࿌ࡓࡋ⏝฼ࢆࢺイࢧ⣴᳨ࡸ

㸬M࠸࡞ࡓ⤯ࢆᚋࡀࢫ࣮ࢣࡿࡍ㈍኎࡚ࡗഇ࡜ࢻ E T A ࡸ G oog le ，X ࣇࢺࢵࣛࣉ኱ᡭࡓࡗ࠸࡜

ࡽྲྀࡀ⟇ᑐ࡞ከゅ的ࡴྵࢆ㐃ᦠࡢ࡜㆙ᐹࡸ๐㝖せㄳ，ࡾ࠾࡚ࡗ❧目ࡀ஦౛ࡓࡋ⏝ᝏࢆ࣒࣮࢛

ࡀᶍೌᴗ⪅⮬㌟，ࡓࡲ㸬ࡿ࠸࡚ࢀ A I ࡶ௻ᴗഃ，ࡋᑐ࡟≦⌧ࡿ࠸࡚ࡋ⏝άࢆ A I ┘ࡓ࠸⏝ࢆ

ど᳨࣭知ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢ㐍ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡵ⤂௓ࡓࢀࡉ㸬

おࡾࢃに

ヴァインẶࠕࡣᶍೌရᑐ⟇ࡢ目的ࡣ，㢳ᐈࢆᏲࣛࣈ，ࡾンࡢࢻಙ⏝ࢆ⥔ᣢࡋ，ᕷሙࡢ⛛ᗎࢆಖ

法ົᑐᛂࡿ࡞༢ࡀㄢ㢟ࡓࡗ࠸࡜ᶍೌ࣭ᨵ㐀࣭ブḭᗈ࿌，ࡣ㸬本ㅮ₇ࡓࢀࡉᙉㄪ࡜ࠖࡿ࠶࡟࡜ࡇࡘ

㸬ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ♧࡟☜᫂ࢆ࡜ࡇࡿࡍ⤖┤࡟ಙ㢗ᛶ☜ಖࡢ産ᴗ඲య࡜ᾘ㈝⪅ಖㆤ，ࡎࡽࡲ࡝࡜࡟

ᕤሙ᦬Ⓨ࢜ࡽ࠿ンࣛイン┘ど，A I ලయࡃᇶ࡙࡟ᐇົ⤒㦂，࡛ࡲࡿ⮳࡟ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ新᭱ࡓ࠸⏝ࢆ

的஦౛ࡣཧຍ⪅࡟ᙉ࠸༳㇟ࢆ୚ࡓ࠼㸬時計Ꮫ会ࡶ࡚ࡋ࡜，Ꮫ⾡的◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲࡟ຍ࠼，産ᴗ⏺

㸬ࡓࡗ࡞࡜ᶵ会ࡿࡍ෌ㄆ㆑ࢆ㔜せᛶࡢ࡜ࡇࡿࡍඹ᭷ࢆ知ぢࡿࡍ㛵࡟ᐇົ的ㄢ㢟ࡢ

㸦≉ูㅮ₇ሗ࿌ᢸᙜ㸸ᅵ⫧ ᚭḟ㸧
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㸰㸮㸰㸳年度マイクロメカトロニクス学術講演会

࣋ストࢮࣞࣉンࣙࢩ࣮ࢸン㈹ሗ告

日本時計Ꮫ会௻⏬委員会 ௒ᮧ⨾⏤⣖ *

20 25 年ᗘ࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡᏛ⾡ㅮ₇会ࡣ᫖

年ࡁ⥆࡟ᑐ㠃࢜࡜ンࣛインࣁࡢイࢻࢵࣜࣈ㛤ദ࡞࡜

ࡾ 4 社 1 ᶵ㛵ࡽ࠿ 6 㸬1ࡓࢀࡉ⾲ⓎࡀᏛ⾡ㅮ₇ࡢ௳ 0 ྡ

ෆᐜ㸦新つᛶ㸧࣭ࡾࡼ࡟ᑂᰝ員ࡢ Ⓨ⾲㸦ࡉࡍࡸࡾ࠿ࢃ㸧࣭

㉁␲ᛂ⟅࣭ண✏ࡢ 4 㡯目࡛ᑂᰝࡓࡗ⾜ࢆ㸬

ࡓࡋ㏣ồࢆᚰᆅࡁᕳࠕᯝ⤖ࡢࡑ 1 0 ᣺ືᡭᕳࡁᶵᲔ

時計ࡢ㛤ⓎࠖࢆⓎ⾲ࢭࡓࢀࡉイࢳࢵ࣮࢜࢘ࢥᰴᘧ会社

ᚓ࡚一般社団法人日本時計ࢆ㧗ホ౯᭱ࡀ田୰భᘺẶࡢ

Ꮫ会 20 25 年ᗘ࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡᏛ⾡ㅮ₇会࣋

㸬ࡓࢀࡤ㑅࡟ン㈹ࣙࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉࢺࢫ

⾲ᙲࡢᵝᏊࢆ෗┿ 1 .ࡍ♧࡟

౑ࡣ時計ࡁᡭᕳࠕࡾࡼ田୰భᘺẶ࡟受㈹ᚋࡓࡲ

ࡅ࠸ࡤࢀࡅ࡞ࡆୖࡁᕳࢆ࠸ࡲࢇࡐࡎᚲ࡟㝿ࡿࡍ⏝

ࡑņņ࠿ࡿࡍ࡟㨩ຊ的࡟࠿࠸ࢆᚩ≉ࡢࡇ㸬ࢇࡏࡲ
㛤Ⓨ࡛ࡢ㸬௒ᅇࡓࡋ㏣ồ࡛ࡢᚰᆅࡁᕳ，ࡀ࠼⟆ࡢ

“ࢆឤぬ࡞᭕᫕࠺࠸࡜ᚰᆅࡁᕳ，ࡣ ࢡルࢺ ” “࡜ ࣜࢡ

”ឤࢡࢵ ࢆホ౯࣮ࢱࢽࣔ，ࡋᣦᶆ࡛ᐃ㔞໬࠺࠸࡜

㔜࡚ࡡタ計࡟཯ᫎ࡟࡜ࡇࡿࡍᣮᡓࡓࡋࡲࡋ㸬ᩘ್

໬ࡣ༢ࡿ࡞ᢏ⾡的࣮ࢨ࣮ࣘ，ࡃ࡞ࡣ࡛ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

ᡭ段࡛ࡢࡵࡓࡴ㎸ࡾྲྀ࡟タ計ࢆࡉࡼᚰᆅࡿࡌឤࡀ

“ࡀⅭ⾜ࡿࡆୖࡁᯝ，ᕳ⤖ࡢࡑ㸬ࡓࡋ ᴦࡸࡉࡋ႐

”య㦂ࡿࢀࡽࡌឤࢆࡧ ⌧ᐇࢆࢀࡇ，ࡾࡀ࡞ࡘ࡜࡬

㸬ᕷሙࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࡜ࡔᡂᯝ࡞ࡁ኱ࡣ࡜ࡇࡓࡁ࡛

ࡓࡁ受㈹࡛ࢆ本㈹，ࡸ࡜ࡇࡓࡅࡔࡓ࠸ࢆホ౯ࡽ࠿

㔜せࡍࡲࡍࡲ࡚࠸࠾࡟時計⭎ࡀឤᛶ౯್，ࡣ࡜ࡇ

࡜⾡ᢏࡶ௒ᚋ，࡛ࡢࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡔドࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟

ឤᛶࢆྜ⼥ࡢ目ᣦࡋ，⭎時計ࡀ人ࡢࠎ⏕ά࡟ᑠࡉ

ࢆᣮᡓ，࠺ࡼࡿࡅ⥆ࡾ࠶Ꮡᅾ࡛ࡍࡽࡓࡶࢆࡏᖾ࡞

㸬ࠖࡍࡲࡁ࠸࡚ࡅ⥆ 㸬ࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆࢺン࣓ࢥࡢ

ンࣙࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉࢺࢫ࣋ࡢ㛤ദ࡛ࢻࢵࣜࣈイࣁ

㈹ᑂᰝࡾࡓ࠶࡟ㅮ₇⪅ࡢ᪉ࠎ，ᑂᰝ委員ࡢ᪉ࢫࢩ，ࠎ

ឤ࡟協ຊࡈࡢ኱㝮ஂ⌮஦ࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋ⌮⟶ࢆ࣒ࢸ

ㅰࡿࡍ㸬

学⾡ㅮ₇会ሗ࿌

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233

෗┿㸯 2025年ᗘ࣋ࢮࣞࣉࢺࢫンࣙࢩ࣮ࢸン㈹受㈹

ᰴᘧ会社ࢳࢵ࣮࢜࢘ࢥイࢭ 田୰భᘺẶ㸦෗┿ྑ㸧

日本時計Ꮫ会 㔜ᇛᖾ一郎代⾲⌮஦㸦෗┿ᕥ㸧

* ンᰴᘧ会社ࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡイ࣒ࢱ࣮ࢥイࢭ
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一般社団法人 日本時計Ꮫ会 2 0 2 5 年 4 月ᗘ ⌮஦会㆟஦㘓

㸫 2 0 2 5 年ᗘ ➨ 3 ᅇ⌮஦会 㸫

㸦グ㘓㸸ᶓᒣ ṇᑦ 20 25 年 4 月 1 1 日㸧

㸯㸬㛤ദ日時㸸20 25 年 4 月 1 1 日㸦㔠㸧1 6: 0 0 㹼1 8 : 0 0
㸰㸬ሙᡤ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 㸰号㤋 〇ᅗᐊ，࢜ンࣛイン㛤ദ 㸦W e b 会㆟࡚ࡋ࡜࣒ࢸࢫࢩ W e b e x ౑⏝㸧ࢆ

㸱㸬ฟᖍ⪅㸸

< ⌮஦>
㔜ᇛ ᖾ一郎，୰ᕝ ㄔ，௒ᮧ ⨾⏤⣖，኱㝮 ஂ，ᮌᮧ ༡，Ọ田 ὒ一，ᶓᒣ ṇᑦ㸦௨ୖ 7 ྡ㸧

< ┘஦> 䬢ཱྀ ᬕᙪ，బࠎᮌ ೺㸦௨ୖ 2 ྡ)  
௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< ⌮஦> ୰ᓥ ᝋ郎，୰ᐑ ಙ஧，ቑ田 ⣧ኵ㸦௨ୖ 3 ྡ㸧

⌮஦⥲ᩘ 1 2 ❧஦会ᡂ⌮ࡁࡘ࡟㐣༙ᩘࡢྡ

< 㐠Ⴀ委員> ▼஭ ៞Ꮚ，ᑠ➟ཎ ೺἞，㬠㔝 ᙲᚘ，ⴗ田 ᣅྐ，⸨஭ ᾈྖ㸦௨ୖ 5 ྡ㸧

௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< 㐠Ⴀ委員> ㉺ᆅ ⚟ᮁ，⸨ἑ ↷ᙪ，ᯇᓥ ᛭ᚿ㸦௨ୖ 3 ྡ㸧

ᐃ้，㆟㛗 代⾲⌮஦ 㔜ᇛࡢ ᖾ一郎ࡀ㛤会ࢆᐉゝࡓࡋ㸬㆟㛗ࡣ⌮஦ ୰ᓥ ᝋ郎，୰ᐑ ಙ஧，ቑ田 ⣧

ኵࡀ Web 会㆟ࡢ᪉法ࡾࡼ࡟本⌮஦会࡟ฟᖍࡿࡍ᪨ࢆㄝ᫂ࡋ，Web 会㆟ࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩ，ฟᖍ⪅ࡢ㡢ኌ

࡛࡟࠸஫ࡀ᫂⾲ពぢ࡞☜㐺時的࡟➼ྠ࡜ࡢࡿࡍ会࡟一ᇽࡀ⪅ฟᖍ，ࡾࢃఏ࡟⪅ฟᖍࡢ௚࡟༶時ࡀീᫎ࡜

㸬ࡓࡗධ࡟㆟஦，ࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ែ≦ࡿࡁ

㸲㸬㆟஦ࡢ⤒㐣ࡢせ㡿ཬࡢࡑࡧ⤖ᯝ

㸦㸯㸧 2 0 2 5 年 3 月ᗘ⌮஦会㆟஦㘓☜ㄆ

3 月ᗘ㸦➨ 1 ᅇ，⥲会，➨ 2 ᅇ㸧⌮஦会ࡢ㆟஦㘓㸦᱌㸧࡟ၥ㢟↓ࡀ࡜ࡇ࠸☜ㄆࡓࢀࡉ㸬

㸦㸰㸧ฟ∧⦅㞟㛵ಀ㸦ู⣬㈨ᩱ㓄ᕸ ௒ᮧ⌮஦ࡾࡼㄝ᫂㸧

࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ 20 25 年 6 月号㸦Vol.69，No.232㸧࡚ࡅྥ࡟，ධ✏≧ἣ➼ࡢㄝ᫂ࡓࢀࡉࡀ㸬

࣭◊✲ㄽᩥ㸭ᢏ⾡ㄽᩥ ᰯ㜀୰ 4 ௳，ᰯ㜀‽ഛ୰ 1 ௳

࣭౫㢗ཎ✏㛵㐃 ධ✏῭ࡳ 1 ௳，ᰯṇ୰ 1 ௳，ධ✏ᚅࡕ 7 ௳

㸦㸱㸧 2 0 2 5 年ᗘ᫓Ꮨ◊✲会㸦㏿ሗ㸧 㸦Ọ田⌮஦，ᖿ஦会社㸸ࢬࢳࢩン時計㸦ᰴ㸧㸧

௨ୗ࡛㛤ദࡓࢀࡉ㸬

- 㸽ࡣ࡜஦ᴗࠖࡿࡍ⌧ᐇࢆ῭⤒࡞⬟ྍ⥆ᣢࠕン࣍࢟ࡢ࣮࣑ࣀࢥ࢚࣮࣮ࣛࣗ࢟ࢧ㸸࣐࣮ࢸ

- 日時㸸20 25 年 4 月 1 1 日 1 4 : 0 0 㹼1 5 : 5 0
- 会ሙ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 〇ᅗᐊ，࢜ンࣛイン㛤ദ

- ཧຍ⪅㸸1 2 ྡ㸦ṇ会員 8 ྡ，一般 4 ྡ㸧

཰ᨭࡢࡑ௚ヲ⣽ࡣḟᅇ⌮஦会࡚࡟ሗ࿌ࡿࡍ㸬

㸦㸲㸧ぢᏛ会࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ᑠ➟ཎ㐠Ⴀ委員ࡾࡼㄝ᫂，ᖿ஦会社㸸ࢭイࢳࢵ࣮࢜࢘ࢥ㸦ᰴ㸧㸧

- 㸸L࣐࣮ࢸ VM H  W a t c h  &  J e w e lr y  J a p a n ᰴᘧ会社 C S L ( (ࢫࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪ㸤ࣟࢫビ࣮ࢧ࣮࣐ࢱࢫ࢝
- 6 月 7 日㸦㔠㸧，6 月 1 3 日㸦㔠㸧ྛ 1 0 ྡ࡛㛤ദணᐃ㸬

ເ㞟㛤ጞ 1 日࡛ᐃ員࡟฿㐩，ⴠ㑅⪅ከᩘࡵࡓࡢḟ年ᗘ௨㝆ࡢ෌㛤ദ᳨ࢆウࡿࡍ஦ࡓࡗ࡞࡜㸬

㸦㸳㸧Ꮫ⾡ㅮ₇会࡚࠸ࡘ࡟㸦኱㝮⌮஦ࡾࡼㄝ᫂㸧

ヲ⣽㈨ᩱࡵ࡜ࡲ୰㸬ḟᅇ⌮஦会࡚࡟ሗ࿌ࡿࡍ㸬

会 ሗ

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

(日本時計学会誌)Vol. 69, No. 233

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 69, No. 233
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≉ูㅮ₇࡚࠸ࡘ࡟࣐࣮ࢸ，時計協会ࠕࡾࡼ時計ࡢᶍ㐀ရ࣭ᨵ㐀ရ࡟㛵ࡿࡍព໶権⾜౑ࠖ࡟㛵ࡿࡍ

ㅮ₇ᥦ᱌ࡓࡗ࠶ࡀ㸬

ୖグࡵྵࢆ，㐣ཤ࣐࣮ࢸࡓࢀࡽࡆ࠶࡟᱌࡚࠸ࡘ࡟⌮஦࣭㐠Ⴀ委員ෆ࡛࢔ンࢆࢺ࣮ࢣᐇ᪋ࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ㸬

㛤ദෆᐜ㸸

࣭ᢏ⾡஺ὶ会ࡧࡼ࠾ఇ᠁ᐊ2024ࡣ࡚࠸ࡘ࡟年ᗘྠ࡜⛬ᗘࡢつᶍ࡛㛤ദࡿࡍ㸬

࣭〇ရᒎ♧࡟ࢀࡑࡣࡃࡋࡶ代ࡿࢃᒎ♧࡚࠸ࡘ࡟ᐇ᪋ࡢ᫝㠀ࢆḟᅇ➨4ᅇ⌮஦会࡟࡛ࡲỴᐃࡿࡍ㸬

㸦㸴㸧➨ 5 9 ᅇ㟷ᮌ㈹㑅⪃࡚࠸ࡘ࡟㸦⸨ἑ㐠Ⴀ委員ࡾࡼㄝ᫂㸧

࣭4 月࡟㑅⪃委員，⾲ᙲ委員ࡢ㑅௵

࣭6 月࡟⾲ᙲೃ⿵ㄽᩥࡢỴᐃ，➨ 4 ᅇ⌮஦会࡚࡟☜ㄆࡿࡍ㸬

㸦㸵㸧 2 0 2 5 年ᗘ≉ู◊✲会࡚࠸ࡘ࡟㸦ᮌᮧ⌮஦ูࡾࡼ⣬ㄝ᫂㸧

௨ୗࡿࡼ࡟࣐࣮ࢸࡢ≉ู◊✲会ࡢ㛤ദࡀᥦ᱌ࡓࢀࡉ㸬

- 㸸࣐࣮ࢸ

A I ᒎᮃ࡜㧗ᗘ໬ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡍ⏝฼άࢆ - ᮦᩱຍᕤ࢔ࣜࢸ࣐ࡽ࠿ルࢬインࡲࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ -࡛
- ㅮᖌ㸸S C S K ᰴᘧ会社  ᒣ田Ặ，㔠ᏊẶ，బࠎᮌẶ

- 日時㸸20 25 年 8 月 1 日 1 3: 20 ~ 1 5 : 0 0
- 会ሙ㸸୰ኸ኱Ꮫ⌮ᕤᏛ㒊࢜ࡧࡼ࠾ンࣛインࣁࡢイࢻࢵࣜࣈ㛤ദ

➨，ࡓࡲ   2 ᅇࡢ≉ู◊✲会࡚࠸ࡘ࡟࣐࣮ࢸ௻⏬委員ෆ࡛࢔ンࢆࢺ࣮ࢣᐇ᪋ࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ㸬

㸦㸶㸧時計Ꮫ会࣓࣮ルࢫࣞࢻ࢔ቑタ࡚࠸ࡘ࡟

⏝㏵࡟ᛂ࡚ࡌ௨ୗ࣮࣓ࡢルࢆࢫࣞࢻ࢔సᡂࡿࡍ஦ࡓࡗ࡞࡜㸬

1 )  t ou k ou @ h i j - n .c om Ꮫ会ㄅㄽᩥ࣭グ஦ᢞ✏⏝ ⦅㞟委員会⟶⌮

2)  s y m p @ h i j - n .c om Ꮫ⾡ㅮ₇会㛵ಀ ஦ᴗ委員会⟶⌮

3)  e v e n t @ h i j - n .c om ◊✲会࣭ぢᏛ会⏝ ஦ᴗ委員会࣭◊✲会࣭ぢᏛ会ᢸᙜ⟶⌮

4 )  s p e c i a l@ h i j - n .c om ≉ู◊✲会⏝ ௻⏬委員会⟶⌮

㸦㸷㸧Ꮫ会άືࡢᗈሗ࡚࠸ࡘ࡟

㆟஦୰௨ୗࡢᥦ᱌᳨ࢀࡒࢀࡑ，ࡾ࠶ࡀウࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ㸬

࣭◊✲会➼ࡢ⏦㎸࡟࣒࣮࢛ࣇࡳḟᅇ௨㝆ࡢイ࣋ンࢺ㛤ദ࡟㛵ࡿࡍ㏻知ࢆᕼᮃࡢ࠿ࡿࡍᅇ⟅ḍࢆ㏣ຍࡿࡍ㸬

࣭Ꮫ会ㄅ᭱新号ࢆ時計Ꮫᰯ➼㛵ಀ団య࡟ᐤ㉗ࡋ，Ꮫ会ࡢ࡜᥋Ⅼࢆ๰ฟࡿࡍ㸬

㸦㸯㸮㸧新ධ会員ࡢᢎㄆ

1 㸬ࡓࢀࡉᢎㄆ，ࡾ࠶ࡀࡳ㎸ࡋ⏦ධ会ࡢṇ会員ࡢྡ

㸦㸯㸯㸧ḟᅇ⌮஦会ࡢ日⛬࡚࠸ࡘ࡟

    ࣭20 25 年 6 月 1 3 日㸦㔠㸧1 6: 0 0 㹼㸸➨ 4 ᅇ⌮஦会

㸳㸬ሗ࿌஦㡯

࣭会員ᩘ≧ἣ

ධ会㸸ṇ会員 1 ྡ

㏥会㸸ṇ会員 3 ྡ

࣭会員ᩘ≧ἣ

ṇ会員 1 1 8 ྡ  Ꮫ⏕会員 1 ྡ  ㈶ຓ会員 1 4 社㸦 8 0 ཱྀ㸧( 20 25 / 4 / 1 1 ᢎㄆᚋ)



㸫 �� 㸫

௨ୖ࡚ࡗࡶࢆ㆟᱌ࡢᑂ㆟➼ࢆ⤊஢࡛ࡢࡓࡋ，㆟㛗ࡀ༗ᚋ 18 時 00 ศ࡟㛢会ࢆᐉゝࡋ，ゎᩓࡓࡋ㸬

本日ࡢ Web 会㆟ࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩ 2025 年 4 月ᗘ➨ 3 ᅇ⌮஦会ࡣ，⤊ጞ␗≧ࡃ࡞㆟㢟ࡢᑂ㆟ࢆ⤊஢ࡓࡋ.

௨ୖ

一般社団法人 日本時計Ꮫ会 2 0 2 5 年 6 月ᗘ ⌮஦会㆟஦㘓

㸫 2 0 2 5 年ᗘ ➨ 4 ᅇ⌮஦会 㸫

㸦グ㘓㸸ᶓᒣ ṇᑦ 20 25 年 6 月 1 3 日㸧

㸯㸬㛤ദ日時㸸20 25 年 6 月 1 3 日㸦㔠㸧1 6: 0 5 㹼1 7 : 1 5
㸰㸬ሙᡤ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 2631 号ᐊ,࢜ンࣛイン㛤ദ㸦 W e b 会㆟࡚ࡋ࡜࣒ࢸࢫࢩ W e b e x ౑⏝㸧ࢆ

㸱㸬ฟᖍ⪅㸸

< ⌮஦> 㔜ᇛ ᖾ一郎，௒ᮧ ⨾⏤⣖，኱㝮 ஂ，ᮌᮧ ༡，୰ᓥ ᝋ郎，Ọ田 ὒ一，ᶓᒣ ṇᑦ㸦௨ୖ 7 ྡ㸧

< ┘஦> 䬢ཱྀ ᬕᙪ，బࠎᮌ ೺㸦௨ୖ 2 ྡ)    

௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< ⌮஦> ㊊❧ Ṋᙪ，ቑ田 ⣧ኵ㸦௨ୖ 2 ྡ㸧

⌮஦⥲ᩘ 1 2 ஦会ᡂ❧㸬⌮ࡁࡘ࡟㐣༙ᩘࡢྡ

< 㐠Ⴀ委員> ᑠ➟ཎ ೺἞，㉺ᆅ ⚟ᮁ，㬠㔝 ᙲᚘ，ⴗ田 ᣅྐ，⸨஭ ᾈྖ，⸨ἑ ↷ᙪ㸦௨ୖ 6 ྡ㸧

௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< 㐠Ⴀ委員> ᯇᓥ ᛭ᚿ㸦௨ୖ 1 ྡ㸧

ᐃ้，㆟㛗 代⾲⌮஦ࡢ㔜ᇛ ᖾ一郎ࡀ㛤会ࢆᐉゝࡓࡋ㸬㆟㛗ࡣ⌮஦ ㊊❧ Ṋᙪ，ቑ田 ⣧ኵࡀ Web
会㆟ࡢ᪉法ࡾࡼ࡟本⌮஦会࡟ฟᖍࡿࡍ᪨ࢆㄝ᫂ࡋ，Web 会㆟ࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩฟᖍ⪅ࡢ㡢ኌᫎ࡜ീࡀ༶

時࡟௚ࡢฟᖍ⪅࡟ఏࡾࢃ，ฟᖍ⪅ࡀ一ᇽ࡟会࡟➼ྠ࡜ࡢࡿࡍ㐺時的☜࡞ពぢ⾲᫂ࡀ஫ࡿࡁ࡛࡟࠸≧ែ࡜

㸬ࡓࡗධ࡟㆟஦，ࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞

㸲㸬㆟஦ࡢ⤒㐣ࡢせ㡿ཬࡢࡑࡧ⤖ᯝ

㸦㸯㸧 2 0 2 5 年 4 月ᗘ⌮஦会㆟஦㘓☜ㄆ

4 月ᗘ㸦➨ 3 ᅇ㸧⌮஦会ࡢ㆟஦㘓㸦᱌㸧࡟ၥ㢟ࡀ࡜ࡇ࠸࡞☜ㄆࡓࢀࡉ㸬

㸦㸰㸧ฟ∧⦅㞟㛵ಀ㸦ู⣬㈨ᩱ㓄ᕸ ௒ᮧ⌮஦ࡾࡼㄝ᫂㸧

࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ 20 25 年 6 月号( Vol.69，No.232) 㸬ࡓࢀࡉ⾜Ⓨࡀ

࣐，ࡓࡲ イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ 20 25 年 1 2 月号( Vol.69，No.233) 㸬ࡓࢀࡉࡀㄝ᫂ࡢ➼ධ✏≧ἣ，࡚ࡅྥ࡟

࣭◊✲ㄽᩥ㸭ᢏ⾡ㄽᩥ 1 ௳ ᰯ㜀‽ഛ୰

࣭౫㢗ཎ✏㛵㐃 ᰯṇ୰ 1 ௳，ධ✏ᚅࡕ 6 ௳

㸦㸱㸧㟷ᮌ㈹࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ู⣬㈨ᩱ㓄ᕸ ⸨ἑ㐠Ⴀ委員ࡾࡼㄝ᫂㸧

➨ 5 9 ᅇ㟷ᮌ㈹㑅⪃࡚࠸ࡘ࡟⦌⤒ࡢ⸨ἑ㐠Ⴀ委員ࡾࡼㄝ᫂ࡾ࠶ࡀ，ḟࡢㄽᩥࡀ᥎⸀ࡓࢀࡉ㸬

ฟᖍ⌮஦ࡾࡼ␗㆟ࡃ࡞，ୗグㄽᩥࡀ㟷ᮌ㈹⾲ᙲㄽᩥ࡚ࡋ࡜Ỵᐃࡓࡋ㸬

/㟼㟁ㄏᑟⓎ㟁ᶵࠕ 㛤Ⓨࠖࡢࢳࢵᦚ㍕࣮࢘࢜ࢱ࣮ࣔ

20 23 年ᗘ Vol.67 , No.228
ⴭ⪅㸸๓田ಇᡂ㸦ࢬࢳࢩン時計ᰴᘧ会社㸧
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㸦㸲㸧Ꮫ⾡ㅮ₇会࡚࠸ࡘ࡟㸦኱㝮⌮஦ࡾࡼㄝ᫂㸧

࣭日時，ᐇ᪋ᙧែ࡚࠸ࡘ࡟㸸9/12㸦㔠㸧，ࣁイࢻࢵࣜࣈᙧᘧ㸬

࣭ᐇ᪋ෆᐜ㸦➨3ᅇ⌮஦会࡛Ỵᐃ῭㸧

Ꮫ⾡ㅮ₇，≉ูㅮ₇，⌮஦㐠Ⴀ委員会，㟷ᮌ㈹⾲ᙲ，࣋ࢮࣞࣉࢺࢫンࣙࢩ࣮ࢸン㈹，ᢏ⾡஺ὶ会㸬

࣭ᶵჾᒎ♧ࡣ㠀ᐇ᪋，ఇ᠁ࡣ࣮ࢼ࣮ࢥ⡆᫆的ࢆࡢࡶ࡞‽ഛࡿࡍ㸬

࣭ཧຍ㈝⏝࡚࠸ࡘ࡟㸸会ሙ，࢜ンࣛイン࡛ࡢཧຍࢆၥࡎࢃཧຍ㈝ࡣ一ᚊࡿࡍ࡜㸬

.ࡿࡍ࡜ࡳ㎸ࡾཎ๎᣺ࡣᨭᡶ᪉法ࡓࡲ

࣭௻ᴗ協㈶㔠࡚࠸ࡘ࡟㸸ᢏ⾡஺ὶ会㛤ദࡢሙྜ,協㈶㔠5ࡣ୓෇ࢆ౫㢗ࡿࡍ㸬

࣭ண✏㞟࡚࠸ࡘ࡟㸸᫖年ྠᵝpdf࡛ࡢ㓄ᕸࡿࡍ࡜㸬

࣭≉ูㅮ₇࡚࠸ࡘ࡟㸸ࠕ時計ࡢᶍ㐀ရ࣭ᨵ㐀ရ࡟㛵ࡿࡍព໶権⾜౑ࠖ࡟㛵ࡿࡍㅮ₇㸦ᢸᙜ㸸時計協会㸧.

࣭⥾ษ㛵ಀ

  ⏦㎸⥾ษ㸸㸰㸮㸰㸳年㸵月㸰㸶日㸦月㸧ᚲ╔

  ཎ✏⥾ษ㸸㸰㸮㸰㸳年㸶月㸰㸰日㸦㔠㸧ᚲ╔

࣭ㅮ₇ྛࡣ࣐࣮ࢸ社2௳㸩኱Ꮫ࡛6௳௨ୖࡣḧ࠸ࡋ

࣭ㅮ₇௳ᩘ࡟ᛂ࡚ࡌ༗๓ࡢࡽ࠿㛤ദ,༗ᚋࡢࡳࡢ㛤ദࢆỴᐃࡿࡍ.Ѝḟᅇ⌮஦㐠Ⴀ委員会ࡢ時㛫Ỵᐃ.

㸦㸳㸧 2 0 2 5 年ᗘ᫓Ꮨ◊✲会࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ⴗ田㐠Ⴀ委員ࡾࡼሗ࿌㸧

  - 㸽ࡣ࡜஦ᴗࠖࡿࡍ⌧ᐇࢆ῭⤒࡞⬟ྍ⥆ᣢࠕᇶ本ࡢ࣮࣑ࣀࢥ࢚࣮̿ࣛࣗ࢟ࢧ㸸࣐࣮ࢸ

- ㅮᖌ㸸ࢱ࣑࢔ᰴᘧ会社 ྲྀ⥾ᙺ ᐑཎ 伸ᮁ Ặ

- 日時㸸20 25 年 4  月 1 1 日㸦㔠㸧1 4 : 0 0 㹼1 5 : 5 0
- 会ሙ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 〇ᅗᐊ，࢜ンࣛイン㛤ദ

- ཧຍ⪅㸸1 2 ྡ㸦会員 8 ྡ，一般 4 ྡ㸧

- ཰ᨭ㸸཰ධ ¥ 32,0 0 0 㸦 ṇ会員 ¥ 2,0 0 0 ×8 ，一般 ¥ 4 ,0 0 0 ×4 㸧
ᨭฟ ¥ 22,630 㸦ㅮᖌㅰ♩࣭஺㏻㈝㸧

ᕪᘬ ¥ 9,37 0

㸦㸴㸧ぢᏛ会࡚࠸ࡘ࡟㸦㏿ሗ㸧 㸦ᑠ➟ཎ㐠Ⴀ委員ࡾࡼሗ࿌㸧

L VM H W a t c h  &  J e w e lr y  J a p a n ᰴᘧ会社 C S L ( (ࢫࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪ㸤ࣟࢫビ࣮ࢧ࣮࣐ࢱࢫ࢝ .
ཧຍ⪅ 22 ྡ㸦6/ 6，6/ 1 3 ࡢ 2 ᅇ㛤ദ㸧㸬

ᐃ員࡟ᑐࡋ，ᛂເ⪅ከᩘࡁࡘ࡟ḟ年ᗘ௨㝆ࡢ෌㛤ദ᳨ࢆウ㸬

㸦㸵㸧 2 0 2 5 年ᗘ⛅Ꮨ◊✲会࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ᶓᒣ⌮஦ࡾࡼᥦ᱌㸧

  - 㸸F࣐࣮ࢸ I B 㸦㞟᮰イ࢜ンビ࣮࣒㸧⿦⨨ࡿࡼ࡟ศᯒ࡜ᚤ⣽ຍᕤࡢୡ⏺㸦᱌㸧

- ㅮᖌ㸸ࢭイࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡ࣮ࣕࢳ࣮ࣗࣇ࣮ࢥンᰴᘧ会社 㒊ࢳ࣮ࢧࣜࣀࢡࢸ 㧗ᶫ ࿴㈗ ᵝ㸦௬㸧
- ᴫせ㸸㞟᮰ࡓࡋイ࢜ンビ࣮࣒ࢆヨᩱ࡟↷ᑕࡋ，ຍᕤࡸほᐹ࠺⾜ࢆ⿦⨨࡛ࡿ࠶㞟᮰イ࢜ンビ࣮࣒

( F oc u s e d  I on  B e a m  : F I B ) ⿦⨨࠸⏝ࢆ，◊✲㛤Ⓨ㒊⾨，〇㐀㒊⾨，ရ㉁ಖド㒊⾨ࡿࡌ⽣࡛࡝࡞
ᢏ⾡ㄢ㢟ࡢཎᅉ㏣ồ，ゎỴࢆ㏻࡚ࡋရ㉁ိಙ㢗ࡢ⥔ᣢࡸᢏ⾡ࣛࣈンࢻ౯್ྥୖ࡟㈉⊩ࢭࡿࡍ
イࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡ࣮ࣕࢳ࣮ࣗࣇ࣮ࢥンࡢᚤ⣽ຍᕤ࣭ほᐹ࡜ศᯒ࡚࠸ࡘ࡟ᐇ౛⤂௓ࢆ஺࡚࠼⤂
௓ࡿࡍ㸬

- 日時㸸20 25 年 1 1 月 1 4 日㸦㔠㸧 1 4 : 0 0 㹼1 5 : 4 0
- 会ሙ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 2 号㤋 7 階 2735 ᐊ，࢜ンࣛイン㛤ദ

㸬ࡓࢀࡉㄆ☜ࡀ࡜ࡇࡿࡵ㐍，ࡃ࡞㆟␗࡟≉    

㸦㸶㸧≉ู◊✲会࡚࠸ࡘ࡟㸦ᮌᮧ⌮஦ࡾࡼሗ࿌࣭ᥦ᱌㸧

ࠚルࢺイࢱ࠙ Aࠕ I ᒎᮃ࡜㧗ᗘ໬ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡍ⏝฼άࢆ

- ᮦᩱຍᕤ࢔ࣜࢸ࣐ࡽ࠿ルࢬイン࡛ࡲࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ - ࠖ
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࠙ㅮᖌࠚ S C S K ᰴᘧ会社 ᒣ田Ặ，㔠ᏊẶ，బࠎᮌẶ

࠙ᴫせࠚ⮬ື㌴，⯟✵ᶵ，時計ࡢ࡝࡞⢭ᐦᶵᲔࡢ〇㐀ࢫࣞࣉࡿࢀࢃ࠿ࡘ࡟ᡂᙧ࣭㘫㐀ࡢ࡝࡞㔠ᒓᮦᩱຍ

ᕤᢏ⾡ࡢⓎᒎࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ࡟ンᢏ⾡ࡀ኱ࡃࡁᐤ୚ࡿ࠸࡚ࡋ㸬᭱㏆࡛ࡣ A I ( 人ᕤ知⬟) ࡋ⏝άࢆ

M，࣒ࢬࣜࢦル࢔㐺໬᭱ࡓ I ( (ࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇインࢬル࢔ࣜࢸ࣐ ࢽࢪル࢚ンࢱࢪࢹ࡞㧗ᗘࡾࡼ࡟

ࡽ࠿⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡣ㸬本ㅮ₇࡛ࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᐇࡀࢢンࣜ࢔ A I ά⏝࡟㛵࡜≦⌧ࡿࡍ௒ᚋࢆ

ᒎᮃࡿࡍ㸬

࠙㛤ദ日時ࠚ 20 25 年 8 月 1 日( 㔠)  1 3: 20 㹼1 5 : 0 0
࠙会ሙࠚ୰ኸ኱Ꮫ⌮ᕤᏛ㒊 5 号㤋 3 階 5 336 号ᩍᐊ，ཬࡧ w e b e x 㛤ദ㸬ࢻࢵࣜࣈイࣁࡿࡼ࡟

Ꮫ会 H P ཧຍ⪅ເ㞟୰㸬࡚࡟

20 25 年ᗘ➨ 2 ᅇ≉ู◊✲会࡚ࡅྥ࡟ᐇ᪋࢔ࡓࡋンࢺ࣮ࢣ㸦௻⏬委員ෆ㸧⤖ᯝ࡚࠸ࡘ࡟

- 㛤ദ時ᮇ㸸1 0 月㡭

- ᯝ，㔠ᒓ⤖ࡓࡗ⾜ࢆ⚊ᢞ，ࡆᣲࢆ᱌࣐࣮ࢸ 3D 㸬ࡓࡗ࡞࡜⿵ೃࡀぢᏛࡢࢫビ࣮ࢧ㐀ᙧࡓ࠸⏝ࢆࢱンࣜࣉ

᱌࣐࣮ࢸ ࣭㔠ᒓ 3D )ࢱンࣜࣉ ぢᏛ)
࣭A I ⏕産⟶⌮࣭࣮ࣞࢨຍᕤ➼( ぢᏛ)
࣭A I ࣓࢝ࣛ ᗑ㢌࣐࣮࢕ࢸࢵࢣンࢢ➼

࣭࣮࢝࣎ン〇ရ࣭C F R T P 〇㐀ᢏ⾡ືྥ

࣭時計ࢨࢹࡢイン࡟㛵ࡿࡍ◊✲会

㸦㸷㸧新ධ会員ࡢᢎㄆ

㸬ࡓࢀࡉᢎㄆ，ࡾ࠶ࡀࡳ㎸ࡋ⏦ධ会ࡢᏛ⏕会員ࡢ1ྡ

㸦㸯㸮㸧࣮࣒࣮࣮࣓࣭࣍࣌ࢪル࡚࠸ࡘ࡟ࢫࣞࢻ࢔

㛵㐃ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

࣭Ꮫ会 H P ࡾࡼイン⟶⌮会社࣓ࢻࡢ H P ✚ぢࢆ⏝㈝ಟṇ，ࡵࡓࡓࢀࡉᣦ᦬ࡀࢡࢫࣜ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡢ

㸬ࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍウ᳨ࢆᑐᛂ，ࡾࡶ

࣭H P ࣭⌮⟶，ࡾ࠶ࡀ௓⤂ࡢル࣮ࢶゎᯒࢫࢭࢡ࢔ࡾࡼ社ࢬイࣛࢺࢵ࢔ࡿ࠸࡚ࡋ委クࢆ⌮⟶సᡂ࣭ࡢ

㐠⏝ࡢ฼౽ᛶྥୖࡵࡓࡢ౑⏝㛤ጞࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ㸬

࣭࣓࣮ルࢫࣞࢻ࢔

Ꮫ会άືྛࡢ✀ເ㞟⏝࡟タᐃ࣮࣓ࡓࡋルࡢࢫࣞࢻ࢔㐠⏝ࢆ㛤ጞࡓࡋ㸬

㸦㸯㸯㸧ḟᅇ⌮஦会ࡢ日⛬࡚࠸ࡘ࡟

    ࣭20 25 年 9 月 1 2 日㸦㔠㸧㸸➨ 5 ᅇ⌮஦会，㸦Ꮫ⾡ㅮ₇会㸧時㛫ࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫ⾡ㅮ₇会ࡢ日⛬ࡿࡼ࡟㸬

㸳㸬ሗ࿌஦㡯

࣭会員ᩘ≧ἣ

ධ会㸸ୖグࡢ㏻ࡾ

㏥会㸸ࡋ࡞

会員ᩘቑῶ㸦20 25 .6.1 3 ᢎㄆᚋ㸧

ṇ会員 1 1 8 ྡ  Ꮫ⏕会員 2 ྡ  ㈶ຓ会員 1 4 社㸦 8 0 ཱྀ㸧

௨ୖ࡚ࡗࡶࢆ㆟᱌ࡢᑂ㆟➼ࢆ⤊஢࡛ࡢࡓࡋ，㆟㛗ࡀ༗ᚋ 17 時 15 ศ࡟㛢会ࢆᐉゝࡋ，ゎᩓࡓࡋ㸬

本日ࡢ Web 会㆟ࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩ 2025 年 6 月ᗘ➨ 4 ᅇ⌮஦会ࡣ，㆟㢟ࡢᑂ㆟ࢆ⤊஢ࡓࡋ㸬

௨ୖ
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一般社団法人 日本時計Ꮫ会 2 0 2 5 年 9 月ᗘ ⌮஦会㆟஦㘓

㸫 2 0 2 5 年ᗘ ➨ 6 ᅇ⌮஦会 㸫

㸦グ㘓㸸ᶓᒣ ṇᑦ 20 25 年 9 月 1 2 日㸧

㸯㸬㛤ദ日時㸸20 25 年 9 月 1 2 日㸦㔠㸧1 0 : 30 㹼1 1 : 20
㸰㸬ሙᡤ㸸୰ኸ኱Ꮫᚋᴦᅬ࢟ࣕンࢫࣃ 6 号㤋 64 0 2 ᩍᐊ，࢜ンࣛイン㛤ദ㸦 W e b 会㆟࡚ࡋ࡜࣒ࢸࢫࢩ W e b e x ౑⏝㸧ࢆ

㸱㸬ฟᖍ⪅㸸

< ⌮஦>
㔜ᇛ ᖾ一郎，௒ᮧ ⨾⏤⣖，኱㝮 ஂ，ᮌᮧ ༡，ᅵ⫧ ᚭḟ，୰ᕝ ㄔ，୰ᓥ ᝋ郎，Ọ田 ὒ一，

ቑ田 ⣧ኵ，ᶓᒣ ṇᑦ㸦௨ୖ 1 0 ྡ㸧

௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< ⌮஦> ㊊❧ Ṋᙪ㸦௨ୖ 1 ྡ㸧

< ┘஦> బࠎᮌ ೺㸦௨ୖ 1 ྡ)  
⌮஦⥲ᩘ 1 2 ஦会ᡂ❧㸬⌮ࡁࡘ࡟㐣༙ᩘࡢྡ

< 㐠Ⴀ委員> ᑠ➟ཎ ೺἞，㬠㔝 ᙲᚘ，⸨ἑ ↷ᙪ，ᯇᓥ ᛭ᚿ㸦௨ୖ 4 ྡ㸧

௨ୗࡢฟᖍ⪅ࡣ W e b 会㆟࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩཧຍࡓࡋ㸬

< 㐠Ⴀ委員> ⴗ田 ᣅྐ，⸨஭ ᾈྖ㸦௨ୖ 2 ྡ㸧

ᐃ้，㆟㛗 代⾲⌮஦ࡢ㔜ᇛ ᖾ一郎ࡀ㛤会ࢆᐉゝࡓࡋ㸬㆟㛗ࡣ⌮஦ ㊊❧ Ṋᙪࡀ Web 会㆟ࡢ᪉法࡟

Web，ࡋㄝ᫂ࢆ᪨ࡿࡍฟᖍ࡟本⌮஦会ࡾࡼ 会㆟ࡾࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩ，ฟᖍ⪅ࡢ㡢ኌᫎ࡜ീࡀ༶時࡟௚ࡢฟ

ᖍ⪅࡟ఏࡾࢃ，ฟᖍ⪅ࡀ一ᇽ࡟会࡟➼ྠ࡜ࡢࡿࡍ㐺時的☜࡞ពぢ⾲᫂ࡀ஫ࡿࡁ࡛࡟࠸≧ែࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜

㸬ࡓࡗධ࡟㆟஦，ࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇ

㸲㸬㆟஦ࡢ⤒㐣ࡢせ㡿ཬࡢࡑࡧ⤖ᯝ

㸦㸯㸧 2 0 2 5 年 6 月ᗘ⌮஦会㆟஦㘓☜ㄆ

6 月ᗘ㸦➨ 4 ᅇ㸧⌮஦会ࡢ㆟஦㘓㸦᱌㸧࡟ၥ㢟ࡀ࡜ࡇ࠸࡞☜ㄆࡓࢀࡉ㸬

㸦㸰㸧Ꮫ⾡ㅮ₇会࣋ࢮࣞࣉࢺࢫンࣙࢩ࣮ࢸン㈹㑅⪃委員࡚࠸ࡘ࡟

௒ᮧ⌮஦ࡾࡼ 2025 年ᗘ࣋ࢮࣞࣉࢺࢫンࣙࢩ࣮ࢸン㈹㑅⪃委員ࡢ᥎⸀ࡾ࠶ࡀ，ᢎㄆࡓࢀࡉ㸬

㸦㸱㸧ฟ∧⦅㞟㛵ಀ㸦ู⣬㈨ᩱ㓄ᕸ ௒ᮧ⌮஦ࡾࡼㄝ᫂㸧

࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ 20 25 年 6 月号㸦Vol.69，No.233㸧࡚ࡅྥ࡟，ධ✏≧ἣ➼ࡢㄝ᫂ࡓࢀࡉࡀ㸬

࣭Ꮫ⾡ㄽᩥ ᰯ㜀୰ 1 ௳

࣭౫㢗ཎ✏㛵㐃 ධ✏῭ࡳ 1 ௳，ᰯṇ୰ 1 ௳，ධ✏ᚅࡕ 9 ௳㸦ෆ 3 Ꮫ⾡ㅮ₇会㛵㐃㸧ࡢᙜ日㛤ദࡣ௳

ሗ࿌஦㡯㸸

࣭ㄽᩥᩚࡢ⌮番号㸦Ꮫ会ෆ㐃⤡⏝㸧ࢆኚ᭦㸸

ኚ᭦๓㸸ᕳ-号-㐃番㸦e.g. 69-232-04㸧 Ѝ ኚ᭦ᚋ㸸ᢞ✏年-㐃番㸦e.g. 2025-04㸧

  ࣭Ꮫ会ㄅྥࡢࡅㄽᩥ࣭グ஦ࡢᢞ✏ඛࢆኚ᭦(2025/9/10ࡾࡼ)

ኚ᭦๓㸸Ꮫ会஦ົᒁ Ѝ ᢞ✏⏝࣓࣮ル࢘࢝࢔ンࢺ㸦toukou@hij-n.com㸧

㸦㸲㸧 2 0 2 5 年ᗘぢᏛ会ᐇ᪋ሗ࿌ 㸦ᖿ஦会社㸸ࢭイࢳࢵ࣮࢜࢘ࢥ㸦ᰴ㸧㸧

ぢᏛඛ㸸L VM H W a t c h  &  J e w e lr y  J a p a n ᰴᘧ会社 C S L ( (ࢫࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪ㸤ࣟࢫビ࣮ࢧ࣮࣐ࢱࢫ࢝  
ཧຍ⪅㸸22 ྡ( ṇ会員㸸1 3 ྡ，㈶ຓ会員㸸9 ྡ)
ཧຍ㈝↓ᩱࡵࡓࡢ཰ᨭࡋ࡞㸬

ᐃ員࡟ࡄࡍࡀᇙ࡝࡯ࡿࡲዲホ࡛ࡀࡓࡗ࠶，会ሙࡢ都ྜ࡛ቑ員ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡀ㸬ඛ᪉ྠࡶᴗ௚社࡜

㸬ࡿࡍウ᳨ࢆ෌㛤ദࡢ᮶年ᗘ௨㝆，ࡾ࠾࡚࠼ᤊ࡟ዲព的࡜ሙࡢ᝟ሗ஺᥮ࡢ

㸦㸳㸧 2 0 2 5 年ᗘ⛅Ꮨ◊✲会࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ᖿ஦会社㸸ࢭイࢱ࣮ࢥイ࣒ࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡン㸦ᰴ㸧㸧

⏺ୡࡢᚤ⣽ຍᕤ࡜ศᯒࡿࡼ࡟⨨㸸FIB㸦㞟᮰イ࢜ンビ࣮࣒㸧⿦࣐࣮ࢸ࣭
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࣭日時㸸11/17㸦㔠㸧1 4 : 0 0 㹼1 5 : 4 0
࣭会ሙ㸸୰ኸ኱Ꮫ 2 号㤋 2735 ᩍᐊ࢜ࡧࡼ࠾ンࣛイン㸬

ഛ୰㸬‽ࢆ౫㢗ࡢ࡬㸬協㈶団యࡓࢀࡉᢎㄆ，ࡃ࡞㆟␗࡟≉

㸦㸴㸧≉ู◊✲会࣭ぢᏛ会࡚࠸ࡘ࡟㸦ᮌᮧ⌮஦ࡾࡼሗ࿌ཬࡧᥦ᱌㸧

8 月㛤ദሗ࿌

ルࢺイࢱ࠙ Aࠚ I -ᒎᮃ࡜㧗ᗘ໬ࡢ⾡ンᢏࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡍ⏝฼άࢆ ᮦᩱຍᕤ࢔ࣜࢸ࣐ࡽ࠿ルࢬインࡲࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇ -࡛
࠙ㅮᖌࠚ S C S K ᰴᘧ会社 బࠎᮌⰋẶ，ᒣ田ᝆ太Ặ，㔠Ꮚ㈗኱Ặ

࠙日時20ࠚ 25 年 8 月 1 日㸦㔠㸧1 3 時 20 ศ㹼1 5 時 0 0 ศ

࠙会ሙࠚ୰ኸ኱Ꮫ⌮ᕤᏛ㒊 5 号㤋 3 階 5 336 号ᐊ࣭࢜ンࣛイン

࠙ཧຍ⪅ࠚㅮᖌ࡚ࡵྵࢆ 1 0 ྡ,ṇ会員㸦協㈶Ꮫ会員ྵࡴ㸧3 ྡ，一般( ㈶ຓ会員ྵࡴ) 4 ྡ，ㅮᖌ 3 ྡ

཰ᨭ㸸

཰ධ ṇ会員 㸾30 0 0 ×3    㠀会員 㸾60 0 0 ×4    計 33,0 0 0  ෇
ᨭฟ ㅮ₇ᩱ 33,4 1 1    Ꮫ⏕࢔ルࣂイࢺ 6,0 0 0 計 39,4 1 1 ෇

ᕪᘬ – 6,4 1 1  ෇( ㉥Ꮠ)

1 0 月㛤ദᴫせ㸦ぢᏛ会付◊✲会㸧

新᪉ᘧ㔠ᒓࡿࡁ࡛⏝㐺࡟〇ရ⤊᭱ࠚルࢺイࢱ࠙ 3D Cࠕ࣮ࢱンࣜࣉ old  M e t a l F u s i on ࡣ࡜ࠖ

- 時計࣭⢭ᐦᶵᲔ࢚ンࡢࡵࡓࡢ࢔ࢽࢪ㔠ᒓ 3D +࣮ࢱンࣜࣉ ෭㛫㘫㐀ᢏ⾡-
࠙ㅮᖌࠚ S O L I Z E  P A R T NE R S ᰴᘧ会社 A M 㒊࣒ࢸࢫࢩ   ᒾ஭ ṇ⩏Ặ

࠙日時20ࠚ 25 年 1 0 月 1 0 日( 㔠)  1 3 時㹼1 5 時

࠙会ሙࠚ S O L I Z E  P A T NE R S ᰴᘧ会社኱࿴ᕤሙ

࠙ᐃ員 ╔ඛࠚ 1 0 ྡ ణࡋ,ᶵᐦ࢚ࣜࡢ࢔ぢᏛ࡛ࡢࡍࡲࡾ࡞࡜,ྠᴗ௚社ࡢ᪉ࡢぢᏛ会ཧຍࡈࡣ㐲៖㢪ࡍࡲ࠸

㸬ࡓࢀࡉᢎㄆࡃ࡞㆟␗࡟≉

㸦㸵㸧新ධ会員ࡢᢎㄆ

Ꮫ⏕会員㸯ྡ࡚࠸ࡘ࡟ṇ会員ࡢ࡬㈨᱁ኚ᭦ࡢ⏦ㄳࡾ࠶ࡀ，ᢎㄆࡓࢀࡉ㸬

㸦㸶㸧ḟᅇ⌮஦会ࡢ日⛬࡚࠸ࡘ࡟

   ࣭20 25 年 1 1 月 1 4 日㸦㔠㸧㸸➨ 6 ᅇ⌮஦会,㸦⛅Ꮨ◊✲会ᚋ㸧

㸳㸬ሗ࿌஦㡯

࣭Ꮫ会࣓࣮ルࡢࡽ࠿ࢫࣞࢻ࢔኱㔞࣓࣮ル㏦ಙ஦᱌࡚࠸ࡘ࡟

新タࡓࡋ≉ู◊✲会ཧຍ⪅ເ㞟⏝࣮࣓ࡢルࡽ࠿ࢫࣞࢻ࢔，኱㔞࣮࣓ࡢルࡀ㏦ಙࡿࢀࡉ஦᱌ࡀⓎ⏕ࡓࡋ㸬

ᙜヱ࣓࣮ルࢆࢫࣞࢻ࢔౑⏝ࡿ࠸࡚ࡋ➃ᮎ࢕࢘ࡢルࢫឤᰁ➼ྍࡢ⬟ᛶࡣపࡃ，タᐃࡀࢻ࣮࣡ࢫࣃࡓ࠸࡚ࡋ⬤

ᙅ࡛࡜ࡵࡓࡓࡗ࠶᥎ ࡵࡓࡓࡿࢀࡉ，⥲ᙜࡾࡓᨷᧁ➼ࡶ࡟ᙉࡢ࡬ࢻ࣮࣡ࢫࣃࡿࢀࡉ࡜࠸ኚ᭦ࢆᐇ᪋ࡓࡋ.

࣭Ꮫ会 HP ࡚࠸ࡘ࡟ࢺ࣮ࢹࣉࢵ࢔ࡓࡋ࡜目的ࢆᨵၿ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡢ

Ꮫ会 HP ࡬∧新᭱，ࡋุ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ஢⤊ࡀࢺ࣮࣏ࢧࡢࣜࣛࣈイࣛࡿ࠸࡚ࡋ⏝౑࡟ࢪ一㒊࣮࣌ࡢ

㸬ࡓࢀࡉᥦ᱌，ᢎㄆࢆ࡜ࡇࡿࡍᐇ᪋ࢆࢺ࣮ࢹࣉࢵ࢔ࡢ

࣭会員ᩘ≧ἣ

ධ会㸸ୖグࡢ㏻ࡾ

㏥会㸸ࡋ࡞

会員ᩘቑῶ㸦20 25 .9.1 2 ᢎㄆᚋ㸧

ṇ会員 1 1 9 ྡ  Ꮫ⏕会員 1 ྡ  ㈶ຓ会員 1 4 社㸦8 0 ཱྀ㸧

௨ୖ࡚ࡗࡶࢆ㆟᱌ࡢᑂ㆟➼ࢆ⤊஢࡛ࡢࡓࡋ，㆟㛗ࡀ༗๓ 1 1 時 20 ศ࡟㛢会ࢆᐉゝࡋ，ゎᩓࡓࡋ㸬

本日ࡢ W e b 会㆟20ࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩ 25 年9月ᗘ➨ 5 ᅇ⌮஦会ࡣ，⤊ጞ␗≧ࡃ࡞㆟㢟ࡢᑂ㆟ࢆ⤊஢ࡓࡋ㸬

௨ୖ
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2025 ᖺ 9 ᭶ 12 日

➨ 59ᅇ 㟷ᮌ㈹⾲ᙲጤဨ会ሗ࿌

➨ 59 ᅇ㟷ᮌ㈹㑅⪃䛿䠈マ䜲䜽䝻䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇 2023 ᖺᗘ

Vol.67䠈No.228-229 䛻ᥖ㍕䛥䜜䛯 3 ⦅䚸2024 ᖺᗘ Vol.68䠈

No.230-231 䛻ᥖ㍕䛥䜜䛯 4 ⦅䠈ྜィ 7 ⦅䛻ᑐ䛧䛶⾜䛺䜟䜜

䛯䠊㑅⪃䛿㑅⪃ጤဨ䛻䜘䜛୍ḟᑂᰝ䛸⾲ᙲጤဨ䛻䜘䜛஧ḟ

ᑂᰝ䛸䛾஧ẁ㝵䛷⾜䛺䜟䜜䛯䠊

㑅⪃䛻ඛ❧䛱䠈㑅⪃ጤဨ 7 ྡ䠈⾲ᙲጤဨ 3 ྡ䛾㑅ฟ䜢⾜

䛺䛳䛯䠊

୍ḟᑂᰝ䛿䠈ྛ㑅⪃ጤဨ䛜䛭䜜䛮䜜୚䛘䜙䜜䛯ㄽᩥ䜢ᰝ

ㄞ䛧ホ౯䛧䛯䠊䛭䛾ホ౯䜢㞟ィ䠈ᩘ್໬䛧䠈ྜィⅬᩘ䛾㧗䛔

䠐⦅䛻䛴䛔䛶䠈஧ḟᑂᰝ䜢⾜䛺䛖⾲ᙲጤဨ会䜈᥎⸀䛧䛯䠊

஧ḟᑂᰝ䛿䠈㑅⪃ጤဨ䛾᥎⸀䜢ཷ䛡䠈⾲ᙲጤဨ会䛻䜘䜛

㆟ㄽ䛾⤖ᯝ䠈஧ḟᑂᰝᑐ㇟ㄽᩥ䠐⦅䜢஢ᢎ䛧䛯䠊

䛣䜜䜙䠐⦅䛾ㄽᩥ䜢⾲ᙲጤဨ䛜ᰝㄞ䛧䠈䛭䛾ホ౯䜢୍ḟᑂ

ᰝ䛸ྠᵝ䛻㞟ィ䠈ᩘ್໬䛧䛯䠊䛣䛾⤖ᯝ䜢ᇶ䛻⾲ᙲጤဨ会䛻

䛶㆟ㄽ䛧䛯⤖ᯝ䠈᭱䜒㧗䛔ホ౯䜢ᚓ䛯ୗグ䛾ㄽᩥ䜢➨ 59 ᅇ

㟷ᮌ㈹⾲ᙲㄽᩥ䛸䛧䛶᥎⸀䛩䜛䛣䛸䛻Ỵ定䛧䛯䠊䛣䛾⤖ᯝ䜢

ᚋ日㛤催䛥䜜䛯日ᮏ時ィᏛ会⌮஦会䛷ሗ࿌䛧䠈ୗグ䛾ㄽᩥ

䛜➨ 59ᅇ㟷ᮌ㈹⾲ᙲㄽᩥ䛻Ỵ定䛧䛯䠊

➨ 59ᅇ㟷ᮌ㈹⾲ᙲㄽᩥ 䠖 㟼㟁ㄏᑟⓎ㟁ᶵ䠋䝰ー䝍ーᦚ㍕䜴䜸䝑䝏䛾㛤Ⓨ

マ䜲䜽䝻䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇䠈Vol.67, No.228䠈p.1-12䠄2023䠅

ᇳ➹者䠖๓⏣ಇᡂ䠈Ώ㑔┿䠈ᮌᮧᑗ࿃䠈ụ⏣ᬛኵ䠈㧗ᶫ㞞ே䠈ⓑ஭⌶▮䠈ᫍ㞝኱䠈㔝⏣ᫀᘯ

ᡤᒓ䠖䝅䝏䝈䞁時ィᰴᘧ会♫

᥎⸀⌮⏤䠖䛂⊂๰ᛶ䛃䠈䛂᭷⏝ᛶ䠄㈉⊩ᗘ䠅䛃䠈䛂ᅔ㞴ᛶ䠄ດຊᗘ䠅䛃䛾 3㡯┠䛻㛵䛧䛶ホ౯䛜⾜䜟䜜䠈

ྛ㡯┠ཬ䜃⥲ྜホ౯䛸䛧䛶䠈䠝䠈䠞䠈䠟䛾 3ẁ㝵䛷᥇Ⅼ䛥䜜䛯䠊䛭䛾⤖ᯝ䠈ᮏ⾲ᙲㄽᩥ䛿⊂๰ᛶ䠈᭷

⏝ᛶ䠈ᅔ㞴ᛶ䛾䛩䜉䛶䛻䛚䛔䛶㧗䛔ホ౯䜢ཷ䛡䠈⥲ྜホ౯䛷䜒⾲ᙲጤဨ䛛䜙᭱㧗Ⅼ䜢ᚓ䛯䠊

➨ 59ᅇ㟷ᮌ㈹䛾ᤵ㈹ᘧ䛿䠈2025ᖺ 9᭶ 12日䛻㛤催䛥䜜䛯日ᮏ時ィᏛ会䠈マ䜲䜽䝻䝯䜹䝖䝻䝙䜽

䝇Ꮫ⾡講演会会場䛷⾜䛺䜟䜜䛯䠊

               䠄ጤဨ㛗 ⸨ἑ䠈ᖿ஦ ௒ᮧ䠈ⴗ⏣䠈㬠㔝䠅
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時計ᢏ⾡ゎㄝࠕᶵᲔᘧ時計ࠖࡢᥖ㍕号ኚ᭦࠾ࡢ知ࡏࡽ

࣐イࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ Vol.63,No.221 ࡧࡼ࠾ Vol.68,No.231 ࢩ時計ᢏ⾡ゎㄝࡓࡋࡲࡋࡓ࠸ᥖ㍕࡟

ᶵᲔᘧ時計ࠕࢬ࣮ࣜ ࡧル࠾࡛ࢇㅽ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍࡏࡽ知࠾ࢆ࡜ࡇࡿࡍኚ᭦ࡾ࠾࡜ࡢ⾲ୗࠊࢆ㐃㍕ணᐃࡢࠖ

ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦

年 ᕳ 号 ルࢺイࢱ ᴫせ

20 25 69 233 㠀ᥖ㍕

20 26 7 0 234
 ᗘࡢ࡬ᑐᛂ Ṕྐࡿࡍ㛵࡟ᮦᩱࡆࡦ࡜ルࢱイ࣓ࣂ

㧗⢭ᗘࡢ࡬ᑐᛂ㸦ࡢࡑ㸯㸧 ࢫ࣮࢛ࣇࢺンࢱࢫンࢥ,ルビࣚン࣮ࢗࢺ

20 26 7 0 235 㧗⢭ᗘࡢ࡬ᑐᛂ㸦ࡢࡑ㸰㸧 㧗᣺ື,ᕳୖࡆࡦ

会員ເ㞟

日本時計Ꮫ会ࡣ時計ᢏ⾡࡛ᇵࡓࡗᚤᑠ໬࣭┬㟁ຊ໬ᢏ⾡࣐ࠊ࡟ࢫ࣮࣋ࢆイࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡᢏ⾡

࠾ࢆධ会ࡢ᪉ࡢࡃከࡾࡼࡵࡓࡿࡆᣑࡾࡼࢆᖜࡢάືࠋࡍάື୰࡛ࡃ࡭ࡿࡍ࣮ࣂ࡛࢝ࡲ⏝ᛂࡽ࠿♏ᇶࢆ

ᚅࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋࡕ

ධ会࡜ࡍࡲࢀࡉ会員ᑓ⏝࣮࣐࣌ࡾࡼࢪイ᭱ࡢࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ新号ࡀ㜀ぴྍ⬟ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࡞࡜

⣬፹య࣐ࡢイࣟࢡࣀࣔࡣࢫࢡࢽࣟࢺ࣓࢝ࣟࢡ༳ๅ࡛ࠊࡀࡍ㟁Ꮚ࡛ࡢࡍ࡛♧⾲࣮ࣛ࢝ࡣ∧ࢱ࣮ࢹ෗┿ࡸ

ᅗ⾲ࡶ㩭ࠊࡃࡍࡸࡾุ࡛࠿ࡸ༳ๅ࡛ࡣぢ࠸ࡃ࡟⣽ᩥ࠸࠿Ꮠࡶᣑ኱࡚ࡋぢࠋࡍ࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ

ヲ⣽ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ࡟ධ会᱌ෆ㸦https://hij-n.com/application/㸧ࡈࢆぴࠋ࠸ࡉࡔࡃ

ㅮ₇ເ㞟

日本時計Ꮫ会࡛ࡣẖ年㸷月࡟Ꮫ⾡ㅮ₇会ࢆ㛤ദࠊࡾ࠾࡚ࡋᖖ時ㅮ₇ࢆເ㞟ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚ࡋ◊✲Ⓨ

2021ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏࢃྜ࠸ၥ࠾ࡣࡓࡲࡳ㎸ࡋ⏦࠾࡬ୗグࡣ᪉ࡿࢀࡉᕼᮃࢆ⾲ 年࢜ࡾࡼンࣛイン㛤ദࡓࡲ

ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ᐜ᫆ࡶཧຍࡢࡽ࠿㐲᪉ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ㛤ദ࡛ࢻࢵࣜࣈイࣁࡢ࡜会ሙ࡜ンࣛイン࢜ࡣ

日本時計Ꮫ会 Ꮫ⾡ㅮ₇会ᢸᙜ㸸symp@hij-n.com

⦅㞟ᚋグ

⦅㞟ᚋグࢆグࠊࡾࡓ࠶࡟ࡍᨵࡵ ព࿡ࡢሙ࠺㞟ࡀ人ࠕ࡚ ⾡ᢏࡸᡂᯝ✲◊ࠋࡍࡲࢀࡽࡏࡉ࠼⪄࡚࠸ࡘࠖ࡟

ࠊ่࠸ྜࡾㄒࠊ࠸ฟ会ࡀ人࡜人ࡣᏛ会࡟௨ୖࢀࡑࠊࡀࡍ㔜せ࡛ࢇࢁࡕࡶࡣ⾲Ⓨࡢ ࡿ࠶ሙ࡛࠺ྜࡅ受ࢆ⃭

ࡇࡿࢀࡉࢃሙ࡛஺࠺࠸࡜Ꮫ会ࠊࡀⓎ᝿ࡸどⅬ࠸࡞ࢀࡽᚓࡣሙ࡛⫋ࡸᐊ✲◊ࡢ日ᖖࠋࡍࡲࡋᐇឤࢆ࡜ࡇ

࡛ࡀពぢ஺᥮࡚࠼㉸ࢆ㊥㞳࠼ቑࡶ஺ὶࡢンࣛイン࢜ࡣ㏆年ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡗࡀᗈ࡜࡬ᛶ⬟ྍ࠸ࡋ新࡛࡜

ࡢⓎぢ࠸࡞ࡅࡀ࠸ᛮࡶሙឤ⮫ࡸẼ⇕ࡢ≉⊃ࡢሙࡿࡍ㆟ㄽ࡚ࡏࢃྜࢆ᥋㢦┤ࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ

ࠋࡍࡲࡌឤ࡜ࡿ࡞࡟ࡅ࠿ࡗࡁ

௒ᚋࡶᏛ会࡟ࡽࡉࢆ㨩ຊ的࡞ሙ࡟࠺ࡼࡿ࡞࡜Ꮫ⾡ㅮ₇会ࠊ◊✲会ࠊぢᏛ会ࠊᏛ会ㄅࢆ㏻࡚ࡌⓙᵝ࡜ඹ

ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㢪࠾ࡃࡋᐅࢆ協ຊࡈ࡞ᴟ的✚ࡁ⥆ᘬࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗᛮ࡜ࡤࢀࡅ࠸࡚ࡆୖࡾ┒ࢆ時計Ꮫ会࡟

㸦㬠㔝 ᙲᚘ グ㸧


